
平成2 0年11月 2 7 日  

平成20年度第3回薬事・食品衛生審議会  
医薬品等安全対策部会  

議事次第  

＜審議事項＞  

1 一般用医薬品の区分について  

＜報告事項＞  

2 医薬品等の市販後安全対策について  

（：1）医薬品等の使用上の注意の改訂について  

3  医薬品等の副作用等報告の状況について  

4 医薬品の感染症定期報告の状況について  

5 一般用医薬品の市販後調査結果等について  

6  その他  

（1）市販直後安全性情報収集事業結果（タルセバ錠、コンサータ  

錠）について  

（2）広範囲経口抗菌剤「ガチフロ錠」の販売中止について  

（3）2歳未満の乳幼児へのかぜ薬、咳止め薬及び鼻炎用内服薬の  

使用に対する注意喚起の重ねてのお願いについて  

（4） 抗リ ウマチ剤メトトレキサート製剤の誤投与（過剰投与）  

防止のための取扱いについて（注意喚起）  

（5）コメ由来原材料を使用した医薬品等の品質及び安全性確保に  

ついて  

（6）中国産乳由来原材料を使用した医薬品等の品質及び安全性確  

保について   



配 布 資 料 ⊥  覧  

資料No．1－1平成19年3月30日に告示した一般用医薬品区分リストに追加等を行う成分  
（案）   

資料No．1－2 「使用上の注意」の改訂について  
（平成20年9月19日付け薬食安発第00919001号）   

資料No．1－3 一般用医薬品の区分リストの変更について  
（平成20年10月8日付け薬食安発第1008001号）   

参考資料No．1－1一般用漢方製剤承認基準の制定について  
（平成20年9月30日付け薬食審査発第0930001号）   

参考資料No．1－2 諮問書（平成18年11月29日付け厚生労働省発薬食第1129044号）  

資料No．2 医薬品等の使用上の注意の改訂について  

薬事法第77条の4の4の規定に基づく薬事・食品衛生審議会への副作  
用・感染症等報告について  

国内副作用報告の状況（医療用医薬品）  

薬効分類表   

国内副作用報告の状況（一般用医薬品）  

国内感染症報告の状況  

外国における新たな措置の報告状況  

研究報告の報告状況  

資料No．3－1  

資料No．3－2  

参考資料No．3   

資料No．3－3  

資料No．3－4  

資料No．3－5  

資料No．3－6  

資料No．4－1 感染症定期報告の状況  

資料No．4－2 報告文献別一覧表   

資料No．5 一般用医薬品の市販後調査結果等について  

安  全性情報収集事業報告書について               ヾ■ ′■▲■  後
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資料No．6－1  
タルセバ錠  

（2）コンサータ錠   

広範囲経口抗菌剤「ガチフロ錠」の販売中止について   

2歳未満の乳幼児へのかぜ薬、咳止め薬及び鼻炎用内服薬の使用に対す  
る注意喚起の重ねてのお願いについて   

4                                  抗リウマチ剤メトトレキサート製剤の誤投与（過剰投与）防止のための  
取扱いについて（注意喚起）  

資料No．6－2  

資料No．6－3  

資料No．6－  

資料No．6－5 コメ由来原材料を使用した医薬品等の品質及び安全性確保について  

資料No．6－6 中国産乳由来原材料を使用した医薬品等の品質及び安全性確保について   



資料No．卜1  

平成19年3月30日に告示した一般用医薬品区分リストに追加等を行う成分（案）  

1．一般用医薬品（無機薬品及び有機薬品）のリスク区分  

【変更分】  

No．   薬効群   投与経路   成分   根拠   分類案   
／  

医療用酸化マグネシウ  
口  制酸・ 内服  酸化マグネシウム   ムの添付文書改訂（重  

大な副作用の追加）   

2．一般用医薬品（生薬及び動埴物成分）のリスク区分  

【追加分】  

No．   成分   分類   

桃の葉   第3類  



3．一般用医薬品（漢方処方製剤）のリスク区分   

【追加分】  

No．   処方名   区分   

口  安中散加荏苓   第2類   

2  乙字湯去大貴   第2類   

3  三貴散   第2類   

4  大柴胡湯去大貴   第2類   

5  治頭療－・方去大貴   第2類   

【削除分】  

No．   告示名  

口  実脾飲（別名実牌湯）   分消湯の別名となる   

2  八味邁遥散   邁遥散の別名となる   

【その他】  

No．   告示名   

口  加味邁遥散合四物湯 → 加味邁遥散加川考地黄（別名加味避遥散合四物湯）   

2  小青竜湯合麻杏甘石湯 → 小青竜湯加杏仁石膏（別名小青竜湯合麻杏甘石湯）   

3  小柴胡湯合半夏厚朴湯（別名柴朴湯）→ 柴朴湯   

4  桂枝加厚朴杏仁湯（別名桂枝加厚朴香子湯）→ 桂枝加圧朴杏仁湯   

5  八味地黄丸（別名八味丸）→ 八昧地黄丸   

6  補気建中湯（別名補気健中湯）→ 補気健中湯（別名補気建中湯）  



資料No．1－2  

薬食安発第0919001号  

平成20年9月19日  

日本製薬団体連合会   

安全性委員会委員長 殿  

厚生労働省医薬食品局安全対策課長  

「使用上の注意」の改訂について   

医薬品の品質、有効性及び安全性に関する情報の収集、調査、検討等を踏まえ、  

別紙1～別紙4に掲げる医薬品について、「使用上の注意」の改訂が必要と考えま  

すので、同別紙記載のとおり速やかに必要な措置を講じるよう関係業者に対し周知  

徹底方お願い申し上げます。   

また、平成16年4月1目薬食安発第0401001号安全対策課長通知「独立行政法  

人医薬品医療機器総合機構設立を踏まえた医薬品の添付文書中の「使用上の注意」  

の改訂及びその情報提供について」に規定する別紙様式を用いた「使用上の注意」  

等変更届を貴委員会において取りまとめの上、平成20年10月24日までに独立  

行政法人医薬品医療機器総合機構安全部医薬品安全課を窓口として、同部長あて御  

報告願います。   
なお、本通知に基づき改訂を行った添付文書については、安全対策課長通知の趣旨  

にかんがみ、医療用医薬品についての電子化した添付文書の同部安全性情報課への提  

出等に御協力をお願いします。   



別紙4  

234 制酸剤  

【医薬品名】酸化マグネシウム  

【措置内容】以下のように使用上の注意を改めること。  

［重要な基本的注意］の項を新たに設け、  

「本剤の投与により、高マグネシウム血症があらわれることがあるので、長  

期投与する場瑚ど年引こ注  

意すること。」  

を追記し、［副作用］の項に新たに「重大な副作用」として  

「高マグネシウム血症：本剤の投与により、高マグネシウム血症があらわれ、  

呼吸抑制、僻。  

悪心・輌  

等の症状の発現に注意するとともに、血清マグネシウム濃度の測  

定を行うなど十分な観察を行い、異常が認められた場合には投与  

を中止し、適切な処置を行うこと。」  

を追記する。   



資料No．1－3  

薬食安発第1008001号  

平成20年10月8日  

各都道府県衛生主管部（局）長 殿  

厚生労働省医薬食品局安全対策課長  

一般用医薬品の区分リストの変更について   

「薬事法第36条の3第1項第1号及び第2号の規定に基づき厚生労働大臣が指  

定する第一類医薬品及び第二類医薬品（平成19年厚生労働省告示第69号）の一部  

を改正する件について」（平成20年厚生労働省告示第489号）が平成20年10月8  

日に告示され、同日に適用されたことに伴い、平成19年3月30日付け薬食安発第  

0330007号安全対策課長通知「一般用医薬品の区分リストについて」の別紙1（第  

一類医薬品）、別紙2（第二類医薬品）及び別紙3（第三類医薬品）について、下記  

のとおり変更いたしました。   

また、今回の変更に合わせた区分リストを作成いたしましたので、合わせて貴管  

下関係業者、団体等に対する周知方よろしくお願いいたします。  

記  

1．第一類医薬品について（別紙1）   

○表から次のものを削除する。  

・テルビナフィン  

・プラノブロフェン  

2．第二類医薬品について（別紙2）  

（1）無機薬品及び有機薬品について   

○表から次のものを削除する。  

・グリセリンモノグアヤコールエーテル  

・セキサノール′   



○表に次のものを追加する。  

・オキシテトラサイクリン  

・臭化ナトリウム  

・テトラサイクリン  

・テルビナフィン   

・プラノプロフェン  

・ヘパリンナトリウム  

・ポリミキシンB  

（2）生薬及び動植物成分について   

○表に次のものを追加する。   
・カラセンキュウ。ただし、外用剤を除く。   

・コロハ。ただし、外用剤を除く。   

・センボウ。ただし、外用剤を除く。   

・テンジクオウ。ただし、外用剤を除く。   

・ヤカン。ただし、外用剤を除く。   

・レンケイ。ただし、外用剤を除く。  

3．第三類医薬品について（別紙3）  

（1）無機薬品及び有機薬晶について   

○表から次のものを削除する。  

・シーサップ  

・セアプローゼ  

・ヒドロキソコバラミン  

・ペクチン  

○表に次のものを追加する。   

・吸水軟膏   

・親水軟膏   

・単軟膏   

・ドミフェン臭化物   

・白色軟膏   

・マクロゴール軟膏  

（2）生薬及び動植物成分について   

○表に次のものを追加する。  

・カラセンキュウ。ただし、外用剤に限る。  

・カンテン   



・コロハ。ただし、外用剤に限る。  

・センボウ。ただし、外用剤に限る。  

・ツルボ。ただし、外用剤に限る。  

・テンジクオウ。ただし、外用剤に限る。  

・バイカ  

・ビャクズク  

・マムシ胆  

・マムシタンパク分解物  

・ヤカン。ただし、外用剤に限る。  

・レンケイ。ただし、外用剤に限る。  

別名として記載するもの  

・アカネコン →  センソウの別名   

・アロエ葉末 →  アロエの別名   

・カイクベン（海狗鞭） →  カイクジンの別名   

・オトギリソウ（弟切革） →  ショウレンギョウの別名一  

・カイマ（海馬） →  カイバの別名   

・コウクベン（広狗鞭） →  コウクジンの別名  

・ジュ（地検） →  チュの別名   

・センゾクダン ー→  ゾクダンの別名   

・ソウジシ（蒼耳子） →  ソウジの別名   

・タントウシ（淡豆鼓） →  ズシの別名   

・ドッカツ（独活） →   ドクカツの別名  

ニッケイ（肉柱） →  ケイヒの別名   

・ハゲキニク（巴戟肉） →  ハゲキテンの別名  

・ボビドン →  ポリビニルピロリドンの別名   

・マムシ抽出液 → ハンピの別名  

・ミロバラン ー→   カシの別名   



H20．10．8改正  別紙1  

第一類医薬品   

（1）薬事法第14条の4第1項第2号に規定する厚生労働大臣が指示する医薬品  

であって、同号に規定する厚生労働大臣が指示する期間に1年を加えた期間を経  

過していないもの  

（2）薬事法第14条第8項第1号に該当するものとして承認され、同法第79条  

第1項の規定に基づき、製造販売の承認の条件として当該承認を受けた者に対し  

製造販売後の安全性に関する調査を実施する義務が課せられている医薬品（その  

製造販売の承認のあった日後調査期間を経過しているものを除く。）と有効成分、  

分量、用温、用量、効能、効果等が同一性を有すると認められる医薬品であって、  

調査義務が課せられている医薬品のうち、調査期間に1年を加えた期間を経過し   

ていないもの  

（3）専らねずみ、はえ、蚊、のみその他これらに類する生物の防除のために使用   

されることが目的とされる医薬品のうち、人の身体に直接使用されることのない   

もの（毒薬又は劇薬に限る。）  

（4）下表の「告示名」欄に掲げるもの、その水和物及びそれらの塩類を有効成分   

として含有する製剤  

告示名   別名等   

ロ  アゼラスチン   塩酸アゼラスチン   

2  アデノシン三リン酸   アデノシン三リン酸ニナトリウム   

3  アミノフィリン  

4  ケトチフェン   フマル酸ケトチフェン   

5  ケトプロフェン。ただし、貼付剤に限る。  

6  ジエチルスチルベストロール  

7  シメチジン  

8  ストリキニーネ   硝酸ストリキニーネ   

9  チキジウム   臭化チキジウム   

10  テオフイリン  

四  テストステロン  

12  テストステロンプロピオン酸エステル   プロピオン酸テストステロン   

13  トリアムシノロンアセトニド  

14  ニザチジン  

15  ファモチジン  

16  ミノキシジル  

17  メチルテストステロン  

18  ヨヒン′ビン   塩酸ヨヒンビン  



19  ラニチジン   塩酸ラニチジン   

20  ラノコナゾール  

21  ロキサチジン酢酸エステル   塩酸ロキサチジンアセテート   

注）「告示名」欄中の有効成分は、その塩類及びそれらの水和物を含めた形で表記   

したものであること。また、特に記載がない限り、それらの光学異性体、立体   

異性体及び構造異性体を含む表記であること。  

2
 
 
 



H20．10．8改正  別紙2  

第二類医薬品   

（1）専らねずみ、はえ、蚊、のみその他これらに類する生物の防除のために使用   

されることが目的とされる医薬品のうち、人の身体に直接使用されることのない   

もの（毒薬又は劇薬を除く。）  

（2）専ら滅菌又は消毒に使用されることが目的とされている医薬品のうち、人の  

身体に直接使用されることのないもの  

（3）体外診断用医薬品  

（4）下記に掲げる漢方処方に基づく医薬品及びこれを有効成分として含有する製   

剤  

1安中散  

2 胃風湯  

3 胃苓湯  

4 菌薩嵩湯  

5 菌薩五苓散  

6 温経湯  

7 温情飲  

8 温胆湯  

9 延年半夏湯  

10 黄者建中湯  

11黄琴湯  

12 応鐘散（別名考黄散）  

13 黄連阿膠湯  

14 黄連解毒湯  

15 黄連湯  

16 乙字湯  

17 化食養牌湯  

18 蓉香正気散  

19 葛根黄連黄琴湯  

20 葛根紅花湯  

21‘葛根湯  

22 葛根湯加川考辛夷  

23 加味温胆湯  

24 加味帰牌湯  

25 加味解毒湯  

26 加味邁進散  
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27 加味遭遥散合四物湯  

28 加味平胃散  

29 乾要人参半夏丸  

30 甘草清心湯  

31甘草湯  

32 甘麦大乗湯  

33 帰曹建中湯  

34 桔梗湯  

35 帰牌湯  

36 考帰膠文湯  

37 考帰調血飲  

38 考帰調血飲第一加減  

39 響声破笛丸  

40 杏蘇散  

41苦参湯  

42 駆風解毒散（別名駆風解毒湯）  

43 荊芥達観湯  

44 鶏肝丸  

45 桂枝加黄者湯 

46 桂枝加葛根湯  

47 桂枝加厚朴杏仁湯（別名桂枝加厚朴杏子湯）  

48 桂枝加苛薬生善人参湯  

49 桂枝加筍薬大貴湯  

50 桂枝加筍薬湯  

51桂枝加ボ附湯  

52 桂枝加竜骨牡蛎湯  

53 桂枝加苓ボ附湯  

54 桂枝湯  

55 桂枝人参湯  

56 桂枝揆苓丸  

57 桂枝藻苓丸料加意藻仁  

58 啓牌湯  

59 荊防敗毒散  

60 桂麻各半湯  

61鶏鳴散加藻苓  

62 堅中湯  

63 甲字湯  

64 香砂平胃散  

65 香砂養胃湯  
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66 香砂六君子湯  

67 香蘇散  

68 厚朴生妾半夏人参甘草湯  

69 五虎湯  

70 牛膝散  

71五積散  

72 牛車腎気丸  

73 呉葉菜湯  

74 五物解毒散  

75 五淋散  

76 五苓散  

77 柴陥湯  

78 柴胡加竜骨牡蛎湯  

79 柴胡桂枝乾妾湯  

80 柴胡桂枝湯  

81柴胡清肝湯  

82 柴筍六君子湯  

83 柴苓湯  

84 左突膏  

85 三貴潟心湯（別名三黄散）  

86 酸素仁湯  

87 三物黄琴湯  

88 滋陰降火湯  

89 滋陰至宝湯  

90 紫雲膏  

91四逆散  

92 匹l君子湯  

93 滋血澗腸湯  

94 七物降下湯  

95 実牌飲（別名実牌湯）  

96 柿帯湯  

97 四物湯  

98 衆甘草湯  

99 筍薬甘草湯  

100 鹿島鴇菜湯（別名三味鶴鴇菜湯）  

101蛇床子湯  

102 十全大補湯  

103 十味敗毒湯  

104 潤腸湯  
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105 蒸眼一方  

106 生妻清心湯  

107 小建中湯  

1d8 小柴胡湯  

109 小柴胡湯加桔梗石膏  

110 小柴胡湯合半夏厚朴湯（別名柴朴湯）  

111小承気湯  

11写 小青竜湯  

113／ト青竜湯加石膏  

114 小青竜湯合麻杏甘石湯  

115 椒梅湯  

116／ト半夏加藻苓湯  

117 消風散  

118升麻葛根湯  

119 邁進散  

120 四苓湯  

121辛夷清肺湯  

122 秦冗蒐活湯  

123 秦冗防風湯  

124 参蘇飲  

125 神秘湯  

126 参苓白粥散  

127 清肌安虫回湯  

128 清湿化疾湯  

129 晴上錦痛湯  

130 晴上防風湯  

131清暑益気湯  

132 清心蓮子飲  

133 清肺湯  

134 折衝飲  

135 川考茶調散  

136 千金鶏鳴散  

137 銭氏白ボ散  

（別名駆風触痛湯）  

138 疎経活血湯  

139 蘇子降気湯  

140 大黄甘革湯  

141大黄牡丹皮湯  

142 大建中湯  

143 大柴胡湯   



144 大半夏湯  

145 竹茄温胆湯  

146 治打撲一方  

147 治頭瘡一方  

148 中黄膏  

149 調胃承気湯  

150 丁香柿帯湯  

151釣藤散  

152 猪苓湯  

153 猪苓湯合四物湯  

154 通導散  

155 桃核承気湯  

156 当帰飲子  

157 当帰建中湯  

158 当帰散  

159 当帰四逆加呉莱英生妻湯  

160 当帰四逆湯  

161当帰苛薬散  

162 当帰湯  

163 当帰貝母苦参丸料  

164 独活葛根湯  

165 独活湯  

166 ニボ湯  

167 二陳湯  

168 女神散（別名安栄湯）  

169 人参湯（別名理中丸）  

170 人参養栄湯  

171排膿散  

172 排膿湯  

173 麦門冬湯  

174 八味地黄丸（別名八味丸）  

175 八味邁進散  

176 半夏厚朴湯  

177 半夏清心湯  

178 半夏自戒天麻湯  

179 白虎加桂枝湯  

180 白虎加人参湯  

181 白虎湯  

182 不換金正気散  

7   



183 伏竜肝湯  

184 扶苓飲  

185 荏苓飲加半夏  

186 荏苓飲合半夏厚朴湯  

187 揆苓沢演湯  

188 分消湯  

189 平胃散  

190 防巳貴著湯  

191防巳藻苓湯  

192 防風通聖散  

193 補気建中湯  （別名補気健中湯）  

194 補中益気湯  

195 補肺湯  

196 麻黄湯・  

197 麻杏甘石湯  

198 麻杏意甘湯  

199 麻子仁丸  

200 楊柏散  

201意茨仁湯  

202 抑肝散  

203 抑肝散加陳皮半夏  

204 六君子湯  

205 立効散  

206 竜胆潟肝湯  

207 苓妾ボ甘湯  

208 苓桂甘栗湯  

209 苓桂ボ甘湯  

210 六味丸（別名六味地黄丸）  
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（5）下表の「告示名」欄に掲げるもの、その水和物及びそれらの塩類を有効成分  

として含有する製剤  

告示名   別名等   

リノール。ただし、外用剤を除く。  

ピリン   アスピリンアルミニウム   

トアミノフェン  

レナリン（別名エビネフリン）   塩酸エビネフリン   

ノ安息香酸エチル。ただし、外用剤（坐剤  

く。）を除く。  

ロ／レフイン   塩酸アモロルフィン   

メ「アジン。ただし、外用剤を除く。   酒石酸アリメマジン   

／レイソプロピルアセチル尿素  

ジオキサ。ただし、外用剤を除く。   アラントインジヒドロキシァルミニウム   

クラミド   塩酸アロクラミド   

香酸。ただし、外用剤（吸入剤を除く。）  

く。   

チペンジル 。ただし、外用剤を除く。   塩酸イソチペンジル   

プロパミド   ヨウ化イソプロパミド   

プロピルアンチピリン  

プロフェン  

プロフェンピコノール  

ロヘプチン   塩酸イブロへプチン   

ドメタシン  

ェナマート  

サラミド  

ナゾール   硝酸エコナゾール   

トラジオール  

トラジオール安息香酸エステル   安息香酸エストラジオール   

ノーール。ただし、内用剤及び外用剤（化膿  

病用薬を除く。）を除く。  

ニルエストラジオール  

ルシステイン   塩酸L－エチルシステイン   

ンザミ ド  

ェドリン   塩酸エフェドリン   

ゴカルシフェロール＿又はコレカルシフェ  

ル。ただし、外用剤を除く。   

シキノリン  

アクリノ   

2   アスピリ   

3   アセトア   

4   アドレナ   

5   アミノ安  

を除く。）   

6   アモロ／レ   

7   アリメ「7   

8   アリルイ   

9   アルジオ   

10  アロクラ   

田  安息香酸  

を除く。   

12  イソチペ   

13  イソプロ   

14  イソプロ   

15  イブプロ   

16  イブプロ   

17  イプロヘ   

18  インドメ   

19  ウフェナ   

20  エキサラ   

21  エコナゾ   

22  エストラ   

23  エストラ   

24  エタノーー  

性疾病用   

25  エチニル   

26  エチルシ   

27  エテンザ   

28  エフェド   

29  エルゴカ  

ロール。   

30  オキシキ   
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31  オキシコナゾール   硝酸オキシコナゾール   

32  オキシテトラサイクリン  

33  オキシフェンサイクリミン   塩酸オキシフェンサイクリミン   

34  ォキシポリエノトキシドデカン  

35  オキセサゼイン  

36  カイニン酸  

37  カサントラノール  

38  可溶性含糖酸化鉄  

39   ジフェニルジスルホン酸カルビノキサミ  

カルビノキサミン  ン、ジフェニルスルホン酸カルビノキサミ  

ン、マレイン酸カルビノキサミン   

40  カルポシステイン   L－カルポシステイン   

41  還元鉄  

42  グアヤコール   炭酸グアヤコール   

43  グアヤコールスルホン酸   グアヤフールスルホン酸カリウム   

44  クエン酸鉄   クエン酸第二鉄アンモニウム   

45  グリセオフルビン  

46  グリセリン。ただし、内用剤及び外用剤（浣腸  

剤を除く。）を除く。   

47  クレオソート  

48  クレゾール  

49  クレゾールスルホン酸   クレゾールスルホン酸カリウム   

50  クレマスチン   フマル酸クレマスチン   

51  クロトリマゾール  

52   フェンジゾ酸クロペラスチン、塩酸クロペ  
クロペラスチン  

ラスチン   

53  クロモグリク酸   クロモグリク酸ナトリウム   

54  クロラムフェニコール  

55  クロルゾキサゾン  

56  クロルフェニラミン。ただし、外用剤（坐剤及  

び点鼻剤を除く。）を除く。   

57   グルコン酸クロルへキシジン、塩酸クロル  
クロルヘキシジン  

ヘキシジン   

58   合成ケイ酸アルミニウム、天然ケイ酸アル  
ケイ酸アルミニウム。ただし、外用剤を除く。  

ミニウム   

59  ケイ酸アルミン酸マグネシウム  

60  ケトプロフェン。ただし、貼付剤を除く。  
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ン   

チン   

ゾン 

リン  

ミン  

ルア 

ル・ 

ル酸   

ル酸 

70  酸化鉛   

こニン  

素酸 

ルジ 

チル 

フェ 

ピロ 

ルイ 

クロ 

チル 

ビス 

ビス 

二ニン′  

ロキ 

ロコ 

フ‾ロ 

ニド 

87   
ニル 

ニル 

を除 

89   
ンヒ 

剤を 

イン   

ー ト   

フィ 

子酸 

イン   リン酸コデイン  

スチン   硫酸コリスチン   

酢酸エステル   酢酸コルチゾン  

ビリン   

ルミン   

ミド  

ミョウバン散  

チル酸   サリチル酸ナトリウム   

フェニル。ただし、外用剤を除く。  

一酸化鉛、四三酸化鉛  

トニン   

ナトリウム  

チオカルバミン酸   ジエチルジチオカルバミン酸亜鉛   

ソジウムスルホサクシネート  

ノールカンフル  

クスオラミン  

ソシアヌル酸   ジクロルイソシアヌル酸ナトリウム   

ミン   塩酸ジサイクロミン   

酸ビスマス  

マス。ただし、外用剤を除く。  

マス  

カニン   

シァルミニウム   ジヒドロキシァルミニウム・アミノ酢酸塩   

デイン   リン酸ジヒドロコデイン   

ール   リン酸ジフェテロール   

ール   塩酸ジフェニドール   

ヨウ化ジフェニルピペリジノメチルジオ  
ピペリジノメチルジオキソラン  

キソラン   

ピラリン。ただし、外用剤（坐剤を  テオクル酸ジフェニルピラリン、   

く。   塩酸ジフェニルピラリン   

サリチル酸ジフェンヒドラミン、タンニン  
ドラミン。ただし、外用剤（坐剤及  

酸ジフェンヒドラミン、フマル酸ジフェン  
除く。）を除く。  

ヒドラミン、塩酸ジフェンヒドラミン  

カイン   塩酸ジブカイン  

ナート   ジブナートナトリウム   

リン  

ビスマス。ただし、外用剤を除く。  
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94  ジメンヒドリナート  

95  臭化ナトリウム  

96  シュウ酸セリウム  

97  水酸化アルミナマグネシウム  

98  水酸化アルミニウム   乾燥水酸化アルミニウムゲル   

99  水酸化アルミニウム・炭酸カルシウム・炭酸マ  

グネシウム共沈生成物  

100   水酸化アルミニウム・炭酸水素ナトリウム共沈  

生成物  

101   水酸化アルミニウム・炭酸マグネシウム混  
水酸化アルミニウム・炭酸マグネシウム   

合乾燥ゲル   

102  水酸化カリウム  

103  水酸化マグネシウム・硫酸アルミニウムカリウ  

ム共沈生成物  

104  スクラルフアート  

105  スコポラミン   臭化水素酸スコポラミン   

106  ストマクシン  

107  スルコナゾール   硝酸スルコナゾール   

108  スルファジアジン  

109  スルファミン  

110  スルファメトキサゾール   スルファメトキサゾールナトリウム   

111  スルフィソキサゾール  

112  スルフィソミジン  

113  セトリミド  

114  センノシド   センノシドA・B、センノシドカルシウム   

115  ソファルコン  

116  炭酸鉛  

117  タンニン酸アルブミン  

118  チオコナゾール  

119   クエン酸チペピジン、ヒベンズ酸チペピジ  
チベビジン  

ン′   

120  チメビジウム   臭化チメビジウム   

121  ディート  

122  テオブロミン   サリチル酸ナトリウムテオブロミン   

123  デキサメタゾン  

124  デキサメタゾン酢酸エステル   酢酸デキサメタゾン   

125   デキストロメトルファン・フェノールフタ  
デキストロメトルファン  

リン塩、デキストロメトルファン臭化水素   
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酸塩水和物   

ト  

ト・デシチン  

サイタリン  

塩酸テトラヒドロゾリン、硝酸テトラヒド  
ヒドロゾリン  

ロゾリン   

ノン  

ルクロルテトラサイクリン   塩酸デメチルクロルテトラサイクリン   

ナフィン  

ロルイソシアヌル酸   トリクロルイソシアヌール酸   

マイシン  

ロリジン   塩酸トリプロリジン   

レナミン   塩酸トリベレナミン   

チルセチルアンモニウムペンタクロロ  

ーート  

トキノール   塩酸トリメトキノール   

プチン   マレイン酸トリメプチン   

クラート  

フター ト  

ルアミン   塩酸トンジルアミン   

タチン  

ゾリン   塩酸ナファゾリン、硝酸ナファゾリン   

ン  

フェノール   ニトロフェノールナトリウム  

ナゾール   塩酸ネチコナゾール   

ラシン  

リン   塩酸パパベリン   

ロジン  

ルファート   ピコスルファートナトリウム   

ジル  

ンA批アこだし、外用剤を除く。  

キシナフトエ酸アルミニウム   3－ヒドロキシー2一ナフトエ酸アルミニウム   

コルチゾン  

コルチゾン酢酸エステル   酢酸ヒドロコルチゾン   

コルチゾン酪酸エステル  

タルサイト   合成ヒドロタルサイト  

126  テシット   

127  テシット   

128  テトラサ   

129   
テトラヒ   

130  テプレノ   

131  デメチル   

132  テルビナ   

133  トリクロ   

134  トリコマ   

135  トリプロ   

136  トリペレ   

137  トリメチ  

フェネーー   

138  トリメト   

139  トリメブ   

140  トルシク   

141  トルナフ   

142  トンジル   

143  ナイスタ   

144  ナファゾ   

145  ニコチン   

146  ニトロフ   

147  乳酸鉄   

148  ネチコナ   

149  バシトラ   

150  パパベリ   

151  ハロプロ   

152  ピコスル   

153  ピサコジ   

154  ビタミン   

155  ヒドロキ   

156  ヒドロコ   

157  ヒドロコ   

158  ヒドロコ   

159  ヒドロタ   
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160  ビフォナゾール  

161   アジピン酸ピベラジン、クエン酸ピベラジ  

ピペラジン  ン、ピペラジンヘキサヒドラート、リンゴ  

酸ピベラジン、リン酸ピベラジン   

162・  ピペリジルアセチルアミノ安息香酸エチル  

163  ピルビニウム   パモ酸ピルビニウム   

164  ビレンゼピン   塩酸ビレンゼピン   

165  ピロールニトリン  

166  ピロキシカム  

16ケ  ピロクトンオラミン  

168  ピロリン酸鉄  

169  フィトナジオン  

170  フィロキノン   ビタミンKl   

171  フェニラミン   マレイン酸フェニラミン   

172  フェニ㌣フリン   塩酸フェニレフリン   

173   タンニン酸フェネタジン、塩酸フェネタジ  
フェネタジン  

ン′   

174  フェノール  

175  フェノール・亜鉛華リニメント  

176  フェノトリン  

177  フェルビナク  

178   塩酸プソイドエフェドリン、硫酸プソイド  
プソイドエフェドリン  

エフェドリン   

179  プチルスコポラミン   臭化プチルスコポラミン   

180  ブテナフィン   塩酸ブテナフィン   

181  ブフ・ェキサマク  

1・82  フマル酸鉄  

183  フラジオマイシン   硫酸フラジオマイシン   

184  プラノブロフェン  

185  フルオシノロンアセトニド  

186  プレドニゾロン  

187   酢酸プレドニゾロン、酢酸プレドニゾロン  
プレドニゾロン酢酸エステル  

及びこの吉草酸エステル   

188   吉草酸プレドニゾロン、酢酸プレドニゾロ  
プレドニゾロン吉草酸エステル  

ン及びこの吉草酸エステル   

189  プロカイン   塩酸プロカイン   

190  プロキシフィリン  
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191  プロムヘキシン   塩酸プロムへキシン   

192  プロムワレリル尿素  

193   テオクル酸プロメタジン、プロメタジンメ  

プロメタジン  
チルジサリチル酸塩、プロメタジンメチレ  

ンジサリチル酸塩、メチレンジサリチル酸  

プロメタジン、塩酸プロメタジン   

1亘4  ヘキサミン   マンデル酸ヘキサミン   

195  ベタネコール   塩化ベタネコール   

196  ベタメタゾン吾輩酸エステル   吉草酸ベタメタゾン   

197  ヘパリンナトリウム  

198  ヘパリン類似物質  

199  ベラドリン  
）  

200．  ベラドンナ総アルカロイド  

201  ペリフェルミン   ジアセチルアミノアゾトルエン   

202  ベルベリン。ただし、外用剤を除く。   タンニン酸ベルベリン、塩化ベルベリン   

203  ペントキシベリン   クエン酸ペントキシベリン   

204  ペントキシペンタン   クエン酸ベントキシペタン   

205  ホモスルファミン  

206  ポリエチレンスルホン酸   ポリエチレンスルホン酸ナトリウム   

207  ポリミキシンB  

208  マーキュロクロム  

209  ミコナゾール   ミコナゾール硝酸塩   

210  メキタジン  

211  メクリジン   塩酸メクリジン   

212  メタケイ酸アルミン酸ナトリウム  

213  メタケイ酸アルミン酸マグネシウム  

214  メチキセン  ノ   塩酸メチキセン   

215  メチルアトロピン   臭化メチルアトロピン   

216  メチルアニソトロビン   臭化メチルアニソトロビン   

217   dトメチルエフェドリン、dトメチルエフェ  

メチルエフェドリン  ドリンサッカリン塩、dl一塩酸メチルエフ  

ェドリン   

218  メチルオクタトロピン   臭化メチルオクタトロピン   

219  メチルシステイン   塩酸メチルシステイン   

220  メチルスコポラミン   臭化メチルスコポラミン   

221  メチルヒヨスチアミン   臭化メチルートヒヨスチアミン   

222  メチルべナクチジウム   臭化メチルベナクチジウム   
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223  メトカルバモール  

224  メトキシフエナミン   塩酸メトキシフエナミン   

225  メトジラジン   塩酸メトジラジン   

226  メ・ビバカイン  

227  メプヒドロリン   ナパジシル酸メプヒドロリン   

228  メプリルカイン   塩酸メプリルカイン   

229  モノニトログアヤコール   モノニトログアヤコールナトリウム   

230  ラウオルフィアセルペンチナ総アルカロイド  

231  ラクチルフェネチジン  

232  リドカイン   塩酸リドカイン   

233  リトスペール  

234  硫酸コバルト  

235  硫酸鉄   乾燥硫酸鉄   

236  硫酸銅  

237  硫酸マンガン  

238  レゾ′レシン  

239  レチノール。ただし、外用剤を除く。   ビタミンA   

240  レチノール酢酸エステル。ただし、外用剤を除  

く。   

241  レチノールパルミチン酸エステル。ただし、外  チン酸レチノール   

用剤を除く。   

242  ロートエキス。ただし、外用剤を除く。  

243  ロート根総アルカロイド  

244  ロペラミド   塩酸ロペラミド   
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○生薬及び動植物成分  

告示名   別名等   

ユウ。ただし、外用剤を除く。  

。ただし、外用剤を除く。  

カ。ただし、外用剤を除く。  

オール。ただし、外用剤を除く。  

ッコウ。ただし、外用剤を除く。  

。ただし、外用剤を除く。  

ンショウ。ただし、外用剤を除く。  

ンショウ果実。ただし、外用剤を除く。  

セン  

ン。ただし、外用剤を除く。  

ンコウ。ただし、外用剤を除く。  

ウカク。ただし、外用剤を除く。   イカリソウ   

。ただし、外用剤を除く。  

ルシ。ただし、外用剤を除く。  

ツ。ただし、外用剤を除く。  

レンリソウ  

サク。ただし、外用剤を除く。  

イソウ。ただし、外用剤を除く。  

ン。ただし、外用剤を除く。  

ク。ただし、外用剤を除く。  

ン。ただし、外用剤を除く。  

ジン。ただし、外用剤を除く。   カイクベン（海狗鞭）   

。ただし、外用剤を除く。  

。ただし、外用剤を除く。   カイマ（海馬）   

ウ。ただし、外用剤を除く。  

シ′  

ウ。ただし、外用剤を除く。  

ただし、外用剤を除く。  ミロ／＼フン   

ウ。ただし、外用剤を除く。  

ラサグラグ。ただし、外用剤を除く。  

ウ。ただし、外用剤を除く。  

ン。ただし、外用剤を除く。  

キ。ただし、外用剤を除く。  

ウボク。ただし、外用剤を除く。  

ンキュウ。ただし、外用剤は除く。  

口  赤カシュ   

2  亜麻仁。   

3  アルニカ   

4  アンズオ   

5  アンツッ   

6  イチイ。   

7  イヌザン   

8  イヌザン   

9  イレイセ   

10  インチン   

田  インチン   

12  インヨウ   

13  ウヤク。   

14  ウワウル   

15  エイジツ   

16  エゾノレ   

17  エンゴサ   

18  エンメイ   

19  オウゴン   

20  オウバク   

21  オウレン   

22  カイクジ   

23  ガイシ。   

24  カイバ。   

25  ガイヨウ   

26  加工ブシ   

27  カゴソウ   

28  カシ。た   

29  カシュウ   

30  カスカラ   

31  カツコウ   

32  カツコン   

33  カッセキ   

34  カラコウ   

35  カラセン   
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36  カロコン。ただし、外用剤を除く。  

37  カワヤナギ。ただし、外用剤を除く。  

38  カンショウコウ  

39  カンボウイ。ただし、外用剤を除く。  

40  キササゲ。ただし、外用剤を除く。  

41  キバン。ただし、外用剤を除く。  

42  キョウオウ。ただし、外用剤を除く。  

43  キョウカツ。ただし、外用剤を除く。  

44  キョウニン。ただし、外用剤を除く。  

45  キンギンカ。ただし、外用剤を除く。   ニンドゥ   

46  クコヨウ。ただし、外用剤を除く。  

47  クジン。ただし、外用剤を除く。  

48  クニン  

49  クバク  

50  クレンピ。ただし、外用剤を除く。  

51  ケイガイ  

52  ケイガイホ  

53  ケンゴシ。ただし、外用剤を除く。  

54  ケンゴシ脂。ただし、外用剤を除く。  

55  ゲンジン。ただし、外用剤を除く。  

56  コウエン  

57  ゴウカイ。ただし、外用剤を除く。  

58  葦丸抽出物。ただし、外用剤を除く。  

59  コウクジン。ただし、外用剤を除く。   コウクベン（広狗鞭）   

60  コウブシ。ただし、外用剤を除く。  

61  コウボク。ただし、外用剤を除く。  

6芦  ゴオウ。ただし、外用剤を除く。  

63  コクロジン。ただし、外用剤を除く。  

64  コケモモヨウ。ただし、外用剤を除く。  

65  ゴシツ 。ただし、外用剤を除く。  

66  ゴシュユ。ただし、外用剤を除く。  

67  コジョウコン  

68  コズイシ。ただし、外用剤を除く。  

69  コトウイ。ただし、外用剤を除く。  

70  コトウニン。ただし、外用剤を除く。  

71  ゴバイシ。ただし、外用剤を除く。  

72  ゴボウシ。ただし、外用剤を除く。  
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シ。 

。た 

ボ。 

ラン 

。た 

ン。 

。た 

ライ 

シ。 

ヨウ 

ウニ 

ヨウ 

。た 

。た 

シ。 

ピ。 

。た 

シ。 

ト。 

ナゲ 

ウ。 

ヨウ 

ン 

ン 

織加 

ジツ 

ヨウ 

ブコ 

マ。 

管叢 

レン 

ウ。 

。た 

ク。 

ヨウ 

ウ。 

ッコ 

ただし、外用剤を除く。  

だし、外用剤を除く。  

ただし、外用剤を除く。  

ゴ。ただし、外用剤を除く。  

だし、外用剤を除く。  

ただし、外用剤を除く。  

だし、外用剤を除く。  

。ただし、外用剤を除く。  

ただし、外用剤を除く。  

コン。ただし、外用剤を除く。  

ン。ただし、外用剤を除く。  

。ただし、外用剤を除く。  

だし、外用剤を除く。  

だし、外用剤を除く。  

ただし、外用剤を除く。  

ただし、外用剤を除く。  

だし、外用剤を除く。  

ただし、外用剤を除く。  

ただし、外用剤を除く。   シベトール   

ヨウ  

ただし、外用剤を除く。  

シ。ただし、外用剤を除く。  

（沙参）。ただし、外用剤を除く。  

ソウ。ただし、外用剤を除く。  

水分解物。ただし、外用剤を除く（，  

。ただし、外用剤を除く。  

。ただし、外用剤を除く。  

ン。ただし、外用剤を除く。   カラムス根   

ただし、外用剤を除く。  

エキス  

ギョウ。ただし、外用剤を除く。   オトギリソウ（弟切草）   

ただし、外用剤を除く。  

だし、外用剤を除く。  

ただし、外用剤を除く。   シンギク   

。ただし、外用剤を除く。  

ただし、外用剤を除く。  

ウ。ただし、外用剤を除く。  
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110  スイサイヨウ。ただし、外用剤を除く。  

111  ズシ   タン・トウシ（淡豆鼓）   

112  セイヨウトチノキ種子。ただし、外用剤を除く。  

113  セイヨウヤドリギ。ただし、外用剤を除く。  

114  ゼオライト。ただし、外用剤を除く。  

115  セキイ。ただし、外用剤を除く。   ヒトツバ   

116  セキサン。ただし、外用珂を除く。  

117  セキショウコン。ただし、外用剤を除く。  

118  セッコウ。ただし、外用剤を除く。  

119  セッコク。ただし、外用剤を除く。  

120  セッコツボク。ただし、外用剤を除く。   ニワトコ   

121  セッコツヨウ。ただし、外用剤を除く。  

122  センキュウ。ただし、外用剤を除く。  

123  ゼンコ。ただし、外用剤を除く。  

124  センコツ。ただし、外用剤を除く。  

125  センソ。ただし、外用剤を除く。  

126  センソウ（茜草）   アカネコン   

127  センタウリウム草。ただし、外用剤を除く。  

128  センナ  

129  センナジツ  

130  センナヨウ  

131  センプクカ  

132  センボウ。ただし、外用剤を除く。  

133  センレンシ。ただし、外用剤を除く。  

134  ソウジ   ソウジン（蒼耳子）   

135  ソウジュツ。ただし、外用剤を除く。  

136  ソウヒョウショウ。ただし、外用剤を除く。  

137  ゾクダン。ただし、外用剤を除く。   センゾクダン   

138  ソボク。ただし、外用剤を除く。  

139  ダイウイキョウ。ただし、外用剤を除く。  

140  ダイオウ。ただし、外用剤を除く。  

141  タイカ。ただし、外用剤を除く。   センタイカ   

142  タイシヤセキ。ただし、外用剤を除く。  

143  胎盤  

144  胎盤加水分解物  

145  ダイフウシ  

146  ダイフクヒ。ただし、外用剤を除く。  
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ヤ 

。 

皮 

。 

シ 

ヨ 

た 

ト 

イ 

サ 

キ 

ク 

ン 

。 

ン 

ン 

ン 

草 

ツ 

166  トコン   

。 

ウ 

コ 

ン′  

ン 

172  バイモ   

ニ 

ン 

テ 

。 

ウ 

イ 

イ 

ツ  

181  ハンゲ   

ン′ 

。 

。ただし、外用剤を除く。  

ただし、外用剤を除く。  

。ただし、外用剤を除く。  

ただし、外用剤を除く。  

。ただし、外用剤を除く。  

。ただし、外用剤を除く。  

だし、外用剤を除く。   ジュ（地検）   

クコウ。ただし、外用剤を除く。   カギカズラ、チョウトウ   

。ただし、外用剤を除く。  

。ただし、外用剤を除く。  

シ  

オウ。ただし、外用剤を除く。  

ショウ。ただし、外用剤を除く。  

ただし、外用剤を除く。  

ドゥ。ただし、外用剤を除く。  

。ただし、外用剤を除く。  

ソウ。ただし、外用剤を除く。  

。ただし、外用剤を除く。  

。ただし、外用剤を除く。   ドッカツ（独活）  

ただし、外用剤を除く。  

ジツ。ただし、外用剤を除く。  

ウ。ただし、外用剤を除く。  

テン   

ゲ。ただし、外用剤を除く。  

ン。ただし、外用剤を除く。   ハクシジン   

ピ  

ン。ただし、外用剤を除く。   ハゲキ、ハゲキニク   

ただし、外用剤を除く。   ホコツシ   

コン。ただし、外用剤を除く。  

。ただし、外用剤を除く。  

ヒ  

カツ  

レン′  

ただし、外用剤を除く。  
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184  ヒハツ。ただし、外用剤を除く。  

185  ヒマシ油。ただし、外用剤を除く。  

186  ビヤクキョウザン。ただし、外用剤を除く。  

187  ビヤクゴウ  

188  ギヤクシ。ただし、外用剤を除く。  

189  ビヤクジュツ。ただし、外用剤を除く。   オケラ   

190  ビャクダン。ただし、外用剤を除く。  

191  ビヤクレン。ただし、外用剤を除く。  

192  ビワヨウ   

193  ビンロウジ。ただし、外用剤を除く。  

194  フクボンシ。ただし、外用剤を除く。 

195  プクリョウ。ただし、外用剤を除く。  

196  プシ  

197  フジコプ  

198  フジバカマ  

199  フラングラ皮。ただし、外用剤を除く。  

プランタゴ・オバタ種子。ただし、外用剤を除  
200  

く。  

プランタゴ・オバタ種皮。ただし、外用剤を除  
201  

く。  

202  ベアベリー。ただし、外用剤を除く。  

203  ベラドンナ。ただし、外用剤を除く。  

204  ボウイ。ただし、外用剤を除く。  

205  ボクコン。ただし、外用剤を除く。  

206  ボウフウ。ただし、外用剤を除く。  

207  ホウブシ。ただし、外用剤を除く。  

208  ホオウ。ただし、外用剤を除く。  

209  ボタンピ。ただし、外用剤を除く。  

210  ポチョウコウ  

211  ポテンティラ。ただし、外用剤を除く。  

212  ホホバ。ただし、外用剤を除く。  

213  ホミカ。ただし、外用剤を除く。  

214  マオウ。ただし、外用剤を除く。  

215  マクリ。ただし、外用剤を除く。  

216  マシニン。ただし、外用剤を除く。  

217  マツフジ  

218  マンケイシ。ただし、外用剤を除く。  
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サキオモト。ただし、外用剤を除く。  

ローート。ただし、外用剤を除く。  

ツウ  

カ。ただし、外用剤を除く。  

コウ。ただし、外用剤を除く。  

ヤク   ミ／レラ   

ン。ただし、外用剤を除く。  

モソウ。ただし、外用剤を除く。  

目ウナギ。ただし、外用剤を除く。  

ッパ。ただし、外用剤を除く。  

ッパ脂。ただし、外用剤を除く。  

ワリソウ  

キセキ。ただし、外用剤を除く。  

バイヒ  

トサン。ただし、外用剤を除く。  

ニア  

ウタン。ただし、外用剤を除く。  

ウキョウ。ただし、外用剤を除く。  

ギョウ。ただし、外用剤を除く。  

ケイ。ただし、外用剤を除く。  

センソウ。ただし、外用剤を除く。  

キン。ただし、外用剤を除く。  

ジン。ただし、外用剤を除く。  

ベン。ただし、外用剤を除く。  

ン（塩腎）。ただし、外用剤を除く。  

ウボク。ただし、外用剤を除く。  

リアナ。ただし、外用剤を除く。  

219  ムラサキ   

220  メリローー   

221  モクツウ   

222  モツカ。   

223  モッコウ   

224  モツヤク   

225  ヤカン。   

226  ヤクモソ   

227  八ッ目ウ   

228  ヤラッパ   

229  ヤラッパ   

230  ユキワリ   

231  ヨウキセ   

232  ヨウバイ   

233  ラクトサ   

234  ラタニア   

235  リユウタ   

236  リョウキ   

237  レンギョ   

238  レンケイ   

239  レンセン   

240  ロクキン   

241  ロクジン   

242  ロクベン   

244  ワコウボ   

245  ワレリア   
243  ロジン（  

注1）「告示名」欄中の有効成分は、その塩類及びそれらの水和物を含めた形で表記   

したものであること。また、特に記載がない限り、それらの光学異性体、立体異   

性体及び構造異性体を含む表記であること。  

注2）生薬及び動植物成分については、現行既知の範囲において、 リスクが明らか   

に異なるものについては、末、エキス等の別を表記することとし、それ以外のも   

のについては、末、散、エキス、流エキス、抽出物、乾燥エキス及び乾燥水製エ   

キス等を含む表記であること。  
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別紙3  H20．10．8改正   

第三類医薬品  

下表の「告示名」欄に掲げるもの、その水和物及びそれらの塩類を有効成分とし  

て含有する製剤。  

告示名   別名等   

ロ  亜鉛華デンプン  

2  亜鉛華軟膏  

3  アクリノール。ただし、外用剤に限る。  

4  アクリフラビン  

5  アシドフィルス菌  

L一アスコルビン酸ナトリウム、ア  

6  アスコルビン酸  
スコルビン酸カルシウム、アスコ  

ルビン酸ナトリウム、ビタミンC、 

ビタミンCカルシウ 

レアスパラギン酸カリウム、L－ア  

7  アスパラギン酸  
スパラギン酸カルシウム、L－アス  

パラギン酸ナトリウム、レアスパ  

ラギン酸マグネシウム   

8  アスペルギルス・オリゼーNK菌  

9  アスペルギルス産生脂肪消化酵素  

10  アズレン  

四  アズレンスルホン酸   アズレンスルホン酸ナトリウム   

12   
アミノ安息香酸エチル。ただし、外用剤（坐剤を除く。）  

に限る。  

13  アミノエチルスルホン酸   タウリン   

14  アミノカプロン酸   イブシロンーアミノカブロン酸   

15  アミラーゼ  

16  アミロリシン  

17  アラニン   dl一アラニン   

18  アラントイン   グリオキシルジクレイド   

19  アリメマジン。ただし、外用剤に限る。   酒石酸アリメマジン   

20  アルギニン   塩酸L一アルギニン   

塩酸アルキルジアミノエチルグ  
21  アルキルジアミノエチルグリシン  

リシン   

塩酸アルキルポリアミノエチル  
22  アルキルポリアミノエチルグリシン  

グリシン   

′
一
 
 
 



アラントインクロルヒドロキシ  
クロキサ  

アルミニウム   

ゲコロイド  

ジオキサ。ただし、外用剤に限る。  

イン  

香酸。ただし、外用剤（吸入剤を除く。）に限る。  

香酸ナトリウムカフェイン  

モニア  

モニア・ウイキョウ精  

ウ  

タモール  

チペンジル。ただし、外用剤に限る。   塩酸イソチペンジル   

プロパノール  

ロイシン   L－イソロイシン   

シトール   イノシット   

イノシトールヘキサニコチネー  
シトールヘキサニコチン酸エステル  

ト   

ソデスオキシコール酸   ウルソデオキシコール酸   

デシレン酸   ウンデシレン酸亜鉛   

ノーール。ただし、内用剤及び外用剤（化膿性疾病用  無水エタノール   

除く。）に限る。   

ゴカルシフェロール又はコレカルシフェロール。た  ビタミンD、ビタミンD2、ビタミ   

、外用剤に限る。   ンノD3   

亜鉛  

アンモニウム  

カリウム  

カルシウム  

ナトリウム  

ゲノール  

シコーラン酸  

ソアミジン  

ソレジン  

トチアミン  

ノーール  

メガー［5’一ブロモビリジルー（2’）－アミノ］－ビニ  

－メチルビリジンヨードイソアミラート   

メガー［5’一ブロモビリジルー（2’）－アミノ］一ビニ  

23  アルクロキ1   

24  アルゲコロ／   

25  アルジオキ1   

26  アロイン   

27  安息香酸。プ   

28  安息香酸ナ1   

29  アンモニア   

30  アンモニア   

31  イオウ   

32  イクタモーノ   

33  イソチペンミ   

34  イソプロパ．   

35  イソロイシこ   

36  イノシトーノ   

37  イノシトーノ   

38  ウルソデスフ   

39  ウンデシレこ   

エタノーール。  
40  

薬を除く。）   

エルゴカルミ  
41  

だし、外用声   

42  塩化亜鉛   

43  塩化アンモニ   

44  塩化カリウJ   

45  塩化カルシて   

46  塩化ナトリt   

47  オイゲノー／   

48  オキシコーラ   

49  オキソアミミ   

50  オキソレジこ   

51  オクトチアミ   

52  オ／ミノーール   

2－オメガー［  
53  

ルー6－メチル   

54  2－オメガー［   
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ルー6－メチルビリジンヨードエチラート  

55  オリザノール   ガンマーオリザノール   

56  オリバーゼ  

57  オロチン酸   オロット酸   

58  過酸化水素   オキシドール   

59  ガストリッタムチン  

60  カフェイン   クエン酸カフェイン   

61  カブサイシン  

62  ガラクトース  

63  カラミン  

64  カリ石ケン  

dl一塩化カルニチン、1－カ／レニチ  
65  カルニチン  

ン   

66  カルバゾクロム  

67  カルプロニウム   塩化カルプロニウム   

カルポキシメチルセルロースカ  

ルシウム、カルメロースナトリウ  
68  カルメロース  

ム、カルポキシメチルセルロース  

ナトリウム   

69  乾燥酵母  

70  カンフル   dl－カンフル   

71  吸水軟膏  

72  グアイアズレン  

グアイアズレンスルホン酸ナト  
73  グアイアズレンスルホン酸  

リウム   

74  グアイフェネシン  

クエン酸カルシウム、クエン酸ナ  
75  クエン酸  

トリウム   

76  クエン酸二水素コリン  

77  グリシン   アミノ酢酸   

78   
グリセリン。ただし、内用剤及び外用剤（浣腸剤を除く。）  濃グリセリン  

に限る。   

79  グリセリンカリ液  

80  グリセロリン酸   
グリセロリン酸カルシウム、  

ソジウムグリセロホスフェート   

81  グリチルリチン  

グリチルリチン酸アンモニウム、  

82  グリチルリチン酸  グリチルリチン酸及びその塩類  

並びに甘草抽出物   
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ルレチン酸   β－グリチルレチン酸   

トシアニン0．A．コンプレックス  

ロノラクトン  

ロン酸   グルクロン酸ナトリウム   

ロン酸アミド  

グルコン酸カルシウム、グルコン  
ン酸  

酸ナトリウム   

ミン   L－グルタミン   

L－グルタミン酸ナトリウム、グル  
ミン酸  

タミン酸塩酸塩   

チン  

ミトン  

ヒドロキシァルミニウム  

dトマレイン酸クロルフェニラミ  
フェニラミン。ただし、外用剤（坐剤及び点鼻剤  

ン、d－マレイン酸クロルフェニラ  
。）に限る。   

ミン  

フィリン  

ブタノール  

アルミニウム。ただし、外用剤に限る。  

マグネシウム  

ルナート  

酸  

酒石酸水素コリン   

オロチン酸コリン、オロト酸コリ  
オロチン酸エステル  

ン′   

オン  

ビオゼニン  

ーーム  

コンドロイチン硫酸、コンドロイ  
ロイチン硫酸エステル  

チン硫酸ナトリウム  

ルミニウム  

フィル  

ル酸エチレングリコール  

ル酸グリコール  

ル酸フェニル。ただし、外用剤に限る。  

ル酸メチル  

83  グリチル   

84  クリプト   

85  グルクロ   

86  グルクロ   

87  グルクロ   

88  グルコン   

89  グルタミ   

90  グルタミ   

91  クロセチ   

92  クロタミ   

93  クロルヒ   

クロ／レフ  

94  
を除く。）   

95  クロロフ   

96  クロロブ   

97  ケイ酸ア   

98  ケイ酸マ   

99  ゲファル   

100  コール酸   

101  コリン   

102  コリンオ   

103  コロジオ   

104  コンクビ   

105  コンチーー   

106  コンドロ   

107  酢酸   

108  酢酸アル   

109  サクロフ   

110  サリチル   

111  サリチル   

112  サリチル   

113  サリチル   
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114  サリチル酸モノグリコールエステル  

115  酸化亜鉛  

116  酸化マグネシウム   重質酸化マグネシウム   

117  サンクロン  

118  サンプローゼ  

119  ジアスターゼ  

120  ジアスメン  

ビタミンB12、塩酸ヒドロキソ  
121  シアノコバラミン又はヒドロキソコバラミン  

コバラミン   

122  ジクロロ酢酸ジイソプロピルアミン  

123  シコチアミン  

124  次硝酸ビスマス。ただし、外用剤に限る。  

125  シスチン   L－シスチン   

126  システイン   L－システイン、L一塩酸システイン   

127  ジセチアミン   塩酸ジセチアミン   

128  ジフェニルイミダゾール  

ジフェニルピラリン。ただし、外用剤（坐剤を除く。）  塩酸ジフェニルビラリン  
129  

に限る。   

サリチル酸ジフェンヒドラミン、  
ジフェンヒドラミン。ただし、外用剤（坐剤及び点鼻剤  

130  ラウリル硫酸ジフェンヒドラミ  
を除く。）に限る。   

ン、塩酸ジフェンヒドラミン  

131  ジベンゾイルチアミン  

132  次没食子酸ビスマス。ただし、外用剤に限る。  

133  ジメチコン  

ベータージメチルアミノエチルサ  
134  ジメチルアミノエチルサリチル酸  

リチル酸塩   

135  ジメチルイソプロピルアズレン  

136  ジメチルポリシロキサン  

137  ジメモルファン   リン酸ジメモルファン   

138  酒石酸水素カリウム  

139  硝酸カリウム  

140  親水軟膏  

141  水酸化カルシウム  

142  水酸化マグネシウム  

143  膵臓性消化酵素  

144  ステアリン酸   ステアリン酸マグネシウム   

145  セチルピリジニ ウム   塩化セチルピリジニウム、塩酸セ   
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カ 

キ 

ラ 

ル 

ン  

ブ 

ーー 

シ 

ーー 

フ‾ 

ト 

不 

ホ 

ア 

160  タルク   

ル 

索 

ト 

グ 

165  単軟膏   

ン酸  

ン′   

ン 

ン 

ト 

ト酸  

ト酸 

ル  

油  

ニ 

ロ 

ロ酢 

ン  

179  糖化菌   

チルピリジニウム   

ンフル  

サート   塩酸セトラキサート   

ンチン  

カリブロティナーゼ  

チン   

ターゼ  

ゼ  

ン  

ス  

ロール  

ール  

けん化物  

ルモン  

スターゼ  

コロイド性炭酸カルシウム、沈降  
シウム  

炭酸カルシウム   

ナトリウム  

リウム  

ネシウム   重質炭酸マグネシウム  

ニン   

ン   チアミン硝化物、ビタミンBl   

ジスルフィド  

ジセチル硫酸エステル  

ール  

ト   

アミド  

ール   

油   

塩化デカリニウム、酢酸デカリニ  
ウム  

ウム   

コール酸  

酸  

プン  
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180  銅クロロフィリン   
銅クロロフィリンカリウム、銅ク  

ロロフィリンナトリウム   

181  トコフェロール   
dトα－トコフェロール、d－α－ト  

コフェロール、ビタミンE   

コハク酸dl－α－トコフェロー  

ル、コノ、ク酸dl▲・■■■・α－トコフェロ  

182  トコフェロールコハク酸エステル  
ールヵルシウム、コハク酸d－α一  

トコフェロール、コハク酸トコフ  

ェロールカルシウム、ビタミンE  

コハク酸エステルカルシウム   

d卜α一酢酸トコフェロール、ピタ  

183  トコフェロ∵ル酢酸エステル  
ミンE酢酸エステル、酢酸dl－  

α－トコフェロール、酢酸d－α一  

トコフェロール   

184  ドミフェン臭化物  

185  トラネキサム酸  

186  トリクロカルパン  

187  トリクロロカルバニライド  

188  トリプトファン   L一トリプトファン   

189  トリプロムフェニルカプロン酸エステル   
2，4，6－トリプロムフェニルカプ  

ロン酸エステル   

190  トレオニン   L－トレオニン   

191  トレチノイントコフェリル  

192  ナガーゼ  

193  納豆菌  

194  ニコチン酸  

195  ニコチン酸アミド  

196  ニコチン酸ベンジルエステル   ニコチン酸ベンジル   

197  乳酸  

198  乳酸亜鉛  

199  乳酸カルシウム  

200  乳酸菌   有胞子性乳酸菌   

201  ニューラーゼ  

202  尿素  

203  二硫化セレン  

204  ネオスチグミン   メチル硫酸ネオスチグミン   

205  ノスカピン   塩酸ノスカピン   

206  ノニル酸ワニリルアミド  

207  白色軟膏  
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ウム  

チルアミノ安息香酸ジエチルアミノエチル   テーカイン  

L－バリン   

レアチン  

チン  

ノール   D－パントテニールアルコール   

テニールエチルエーテル  

テン酸   
パントテン酸カルシウム、パント  

テン酸ナトリウム   

ロシン  

ロン酸   ヒアルロン酸ナトリウム   

ミラーゼ  

アスターゼ  

アスミン  

ン  

ソトミン  

クチス  

プチアミン  

アミン   硝酸ビスチアミン   

ジン   
L一塩酸ヒスチジン   

ンチアミン  

ンA油。ただし、外用剤に限る。  

ノール  

ーー／レ  

キシエチルセルロース  

キシフPロビルセルロース  

キシプロピルメチルセルロース  

チオール  

ズス菌  

キサールリン酸エステル   リン酸ビリドキサール   

キシン、ビリドキサール又はビリドキサミン   ビタミンB6、塩酸ビリドキシン   

ジバルミチン酸ビリドキシン 、ピ  
キシンバルミチン酸エステル  

リドキシンパルミテート   

チルフェノール  

シリン  

208  白糖   

209  白金   

210  パラジウ   

211  パラプチ   

212  バリン   

213  パンクレ   

214  パンテチ   

215  パンテノ   

216  パントテ   

217  パントテ   

218  パンプロ   

219  ヒアルロ   

220  ビオタミ   

221  ビオヂア   

222  ビオヂア   

223  ビオチン   

224  ビオナッ   

225  ビオラク   

226  ビスイブ   

227  ビスチア   

228  ヒスチジ   

229  ビスベン   

230  ビタミン   

231  ビチオノ   

232  ピチローー   

233  ヒドロキ   

234  ヒドロキ   

235  ヒドロキ   

236  ヒノキチ   

237  ビフィズ   

238  ビリドキ   

239  ビリドキ   

240  ビリドキ   

241  ピルメチ   

242  ピロキシ   
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243  ヒロダーゼ  

244  フィチン  

245   フエーカリス菌  
＼  

246  フェニルアラニン   L－フェニルアラニン   

フェニルー1トヨードー10－ウンデ  
247  フェニルヨードウンデシノエート  

シノエート   

■ 248  フタル酸ジエチル  

249  クッ化ナトリウム  

250  ブドウ酒  

251  ブドウ糖  

フラビンアデニンジヌクレオチ  
252  フラビンアデニンジヌクレオチド  

ドナトリウム   

25写  フルスルチアミン   塩酸フルスルチアミン   

254  プロザイム  

255  プロスルチアミン  

256  プロタミラーゼ  

257  プロテアーゼ  

258  ブロメライン  

259  ヘスピタン  

260  ヘスペリジン  

261  ベタイン   塩酸ベタイン   

262  ヘプロニカート  

安息香酸ベルベリン、塩化ベルベ  
263  ベルベリン。ただし、外用剤に限る。  

リン、硫酸ベルベリン   

ベンザルコニウム塩化物、塩化ベ  
264  ベンザルコニウム  

ンザルコニウム   

265  ベンジルアルコール  

266  ベンゼトニウヰ   塩化ベンゼトニウム   

267  ペンゾイルチアミンジスルフィド  

268  ベンフォチアミン  

269  ホウ酸  

270  ホスホリルコリン   
塩化ホスホリルコリンカルシウ  

ム   

271  ポピドンヨード  

272  ポリエンホスファチジルコリン  

273  ポリパーゼ  

274  ポリビニルアルコール  
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ニルピロリドン   ポピドン   

テン  

オール   dTボルネオール   

ゴール軟膏  

ーーゼ  

ラミン  

ーール変性アルコール  

ニニン   dトメチオニン、L－メチオニン   

イソプロピルメチルフェノール、  
イソプロピルフェノール  

ビオゾール、ホノゾール   

セルロース  

ヘスペリジン  

メチルメチオニンスルホニウム  
メチオニンスルホニウム  

クロライド   

ロザニリン   塩化メチルロザニリン   

ンチモールタンニン  

ンブルー  

ーール   dトメントール、トメントール   

ェゴール  

ーール  

ルオロリン酸ナトリウム  

ン  

硫体  

カレノン  

カリウム  

レシチン  

チンキ  

ルアミノエチルグリシン   レポン15   

マクロゴール  

宮入菌   

ミン  

ヽ／    、／   

ピー  

ミン  

275  ポリビニ   

276  ポリプテ   

277  ボルネオ   

278  マクロゴ   

279  マミターー   

280  水   

281  メコバラ   

282  メタノーー   

283  メチオニ   

284  メチルイ   

285  メチルセ   

286  メチルヘ   

287  メチルメ   

288  メチルロ   

289  メチレン   

290  メチレン   

291  メントーー   

292  メンフェ   

293  モクター   

294  モノフル   

295  モルシン   

296  有機加硫   

297  ユビデカ   

298  ヨウ化カ   

299  葉酸   

300  ヨウ素   

301  ヨークレ   

302  ヨードチ   

303  ラウリル   

304  ラウロマ   

305  酪酸菌   

306  ラクトミ   

307  ラクボン   

308  ラックビ   

309  リコチミ   
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310  リコレックス  

311  リジン   塩酸L－リジン、塩酸リジン   

312  リゾチーム   塩化リゾチーム   

313  リノ十ル酸  

314  リパーゼ  

315  リボフラビン   ビタミンB2   

ビタミンB2酪酸エステル、酪酸  
316  リボフラビン酪酸エステル  

リボフラビン   

317  リボフラビンリン酸エステル   ビタミンB2リン酸エステル   

318  硫化カルシウム   多硫化カルシウムコロイド   

319  硫酸亜鉛  

320  硫酸アルミニウムカリウム   ミョウバン   

321  硫酸ナトリウム  

322  硫酸マグネシウム  

323  リンゴ酸   dトリンゴ酸   

324  リン酸水素カルシウム  

325  リン酸水素ナトリウム  

326  リン酸二水素カリウム  

327  リン酸二水素ナトリウム  

328  リン脂質   大豆リン脂質   

329  ルチン  

330  レシチン   大豆レシチン   

331  レチノール。ただし、外用剤に限る。   ビタミンA   

332  レチノール酢酸エス≠ル。ただし、外用剤に限る。   酢酸レチノール   

333   
レチノールパルミチン酸エステル。ただし、外用剤に限  パルミチン酸レチノール  

る。   

334  ロイシン   L－ロイシン   

335  ロートエキス。ただし、外用剤に限る。  

336  ロートエキス・タンニン坐薬  

337  ワセリン  
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○生薬及び動植物成分  

告示名   別名等   

シュウ。ただし、外用剤に限る。  

菓  

ムシ  

メガシワ  

ヨウ  

ンヤク  

スジツ  

チヤ  

仁。ただし、外用剤に限る。  

ニカ。ただし、外用剤に限る。  

エ   アロエ葉末   

ズオール。ただし、外用剤に限る。  

ソッコウ。ただし、外用剤に限る。  

イ。ただし、外用剤に限る。  

ザンショウ。ただし、外用剤に限る。  

ザンショウ果実。ただし、外用剤に限る。  

チン。ただし、外用剤に限る。  

チンコウ。ただし、外用剤に限る。  

ヨウカク。ただし、外用剤に限る。   イカリソウ   

キョウ  

キョウ油  

ン′  

ヨウ  

ツコツ  

ギ  

イ  

ク。ただし、外用剤に限る。  

ウルシ。ただし、外用剤に限る。  

ジツ。ただし、外用剤に限る。  

ゴサク。ただし、外用剤に限る。  

メイソウ。ただし、外用剤に限る。  

ギ  

ゴン。ただし、外用剤に限る。  

セイ  

ロ  赤カシュ   

2  赤松菓   

3  赤マムシ   

4  アカメガ   

5  アキョウ   

6  小豆   

7  アセンヤ   

8  アニスジ   

9  アマチヤ   

10  亜麻仁。   

田  ァルニカ   

日                                                                                                                                                12  アロ   

13  アンズオ   

14  アンツッ   

15  イチイ。   

16  イヌザン   

17  イヌザン   

18  インチン   

19  インチン   

20  インヨウ   

21  ウイキョ   

22  ウイキョ   

23  クコン   

24  ウショウ   

25  ウゾッコ   

26  ウナギ   

27  ウバイ   

28  ウヤク。   

29  ウワウル   

30  エイジツ   

31  エンゴサ   

32  エンメイ   

33  オウギ   

34  オウゴン   

35  オウセイ   
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36  オウバク。ただし、外用剤に限る。  

37  オウヒ  

38  オウレン。ただし、外用剤に限る。  

39  オリブ油  

40  オレンジ油  

41  オンジ  

42  カイカ   カイカク   

43  カイクジン。ただし、外用剤に限る。   カイクベン（海狗鞭）   

44  ガイシ。ただし、外用剤に限る。  

45  海換  

46  カイバ。ただし、外用剤に限る。   カイマ（海馬）   

47  ガイヨウ。ただし、外用剤に限るこ  

48  カオリン  

49  カキヨウ  

50  加工大蒜  

51  カゴソウ。ただし、外用剤に限る。  

52  カシ。ただし、外用剤に限る。   ミロバラン   

53  カシュウ。ただし、外用剤に限る。  

54  ガジュツ  

55  カスカラサグラグ。ただし、外用剤に限る。  

56  カツコウ。ただし、外用剤に限る。  

57  カツコン。ただし、外用剤に限る。  

58  カッセキ。ただし、外用剤に限る。  

59  カノコソウ  

60  カミツレ  

61  カラコウボク。ただし、外用剤に限る。  

62  カラトウキ  

63  カラセンキュウ。ただし、外用剤に限る。  

64  ガラナ  

65  カロコン。ただし、外用剤に限る。  

66  カロットオイル  

67  カロニン  

68  カワヤナギ。ただし、外用剤に限る。  

69  カンキョウ  

70  カンショ   カンショウ   

71  カンゾウ  

72  肝臓エキス  
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水分解物  

ン／  

ウイ。ただし、外用剤に限る。  

ウ  

ゲ。ただし、外用剤に限る。  

。ただし、外用剤に限る。  

ンパク分解物  

オウ。ただし、外用剤に限る。  

カツ。ただし、外用剤に限る。  

ニン。ただし、外用剤に限る。  

チク  

ンカ。ただし、外用剤に限る。   ニンドゥ   

ク  

ウ。ただし、外用剤に限る。  

。ただし、外用剤に限る。  

サ  

ピ。ただし、外用剤に限る。  

ラ  

ニッケイ（肉桂）   

油  

イシ  

シ。ただし、外用剤に限る。  

シ脂。ただし、外用剤に限る。  

ン。′ただし、外用剤に限る。  

アナ  

73  肝臓加水   

74  カンテン   

75  寒梅粉   

76  カンピ   

77  カンボウ   

78  肝油   

79  キキョウ   

80  キクカ   

81  キコク   

82  キササゲ   

83  キジツ   

84  キッピ   

85  キバン。   

86  牛角   

87  牛骨   

88  牛乳タン   

89  キョウオ   

90  キョウカ   

91  強肝油   

92  キョウニ   

93  ギョクチ   

94  キンギン   

95  キンバク   

96  クコシ   

97  クコヨウ   

98  クジン。   

99  クマザサ   

100  クレンピ   

101  クロレラ   

102  ケイシ   

103  ケイヒ   

104  ケイヒ油   

105  ケツメイ   

106  ケンゴシ   

107  ケンゴシ   

108  ゲンジン   

109  ゲンチア   
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110  ゲンノショウコ  

111  ゲンマイ  

112  玄米麹  

113  コウカ   サフリール、べ声バナ   

114  ゴウカイ。ただし1外用剤に限る。   ゴウカイビ   

115  コウカ油  

116  葦丸抽出物。ただし、外用剤に限る。  

117  コウクジン。ただし、外用剤に限る。   コウクベン（広狗鞭）   

118  コウジン  

119  鉱泥  

120  コウブシ。ただし、外用剤に限る。  

121  コウベイ  

122  コウボク。ただし、外用剤に限る。  

123  ゴオウ。ただし、外用剤に限る。  

124  ゴカヒ   エゾウコギ、シゴカ   

125  コクロジン。ただし、外用剤に限る。  

126  コケモモヨウ。ただし、外用剤に限る。  

127  ゴシツ。ただし、外用剤に限る。  

128  ゴシュユ。ただし、外用剤に限る。  

129  コショウ  

130  コズイシ。ただし、外用剤に限る。  

131  コトウイ。ただし、外用剤に限る。  

132  コトウニン。ただし、外用剤に限る。  

133  ゴバイシ。ただし、外用剤に限る。  

134  コハク  

135  ゴボウシ。ただし、外用剤に限る。  

136  ゴマ  

137  ゴマ油  

138  ヾ■ ■■ヽ  ヽ     コ ミン／   

139  ゴレイシ。ただし、外用剤に限る。  

140  コロハ。ただし、外用剤に限る。  

141  コロンボ。ただし、外用剤に限る。  

142  コンズランゴ。ただし、外用剤に限る。  

143  サイカク  

144  サイコ。ただし、外用剤に限る。  

145  サイシン。ただし、外用剤に限る。  

146  サフラン  
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147  サヨウ。ただし、外用剤に限る。  

148  晒飴  

149  サルカケミカン  

150  サンキライ。ただし、外用剤に限る。  

151  サンザシ  

152  サンシシ。ただし、外用剤に限る。  

153  サンシュユ  

154  サンシヨウ  

155  サンシヨウコン。ただし、外用剤に限る。  

156  サンソウニン。ただし、外用剤に限る。  

157  サンナ  

158  サンヤク  

159  サンリョウ。ただし、外用剤に限る。  

160  ジオウ。ただし、外用剤に限る。  

161  シオン。ただし、外用剤に限る。  

162  シクンシ。ただし、外用剤に限る。  

163  ジコツピ。ただし、外用剤に限る。  

164  シコン  

165  ジセキ。ただし、外用剤に限る。  

166  シソ  

167  シ′ソシ  

168  シソヨウ  

169  シタン  

170  シツリシ。ただし、外用剤に限る。  

171  シベット。ただし、外用剤に限る。   シベトール   

172  シヤクヤク  

173  ジャコウ。ただし、外用剤に限る。  

174  ジャショーウシ。ただし、外用剤に限る。  

175  シヤジン（砂仁）  

176  シヤジン（沙参）。ただし、外用剤に限る。  

177  シヤゼンシ  

178  シヤゼンソウ。ただし、外用剤に限る。  

179  獣角  

180  絨毛組織加水分解物。ただし、外用剤に限る。  

181  ジュウヤク  

182  シュクシヤ  

183  シュロジツ。ただし、外用剤に限る。  
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184  シュロヨウ。ただし、外用剤に限る。  

185  ショウキョウ  

186  ショウキョウ油  

187  ショウズク  

188  ショウズク油  

1由  ショウ脳  

190  ショウブコン。ただし、外用剤に限る。   カラムス根   

191  ショウマ。ただし、外用剤に限る。  

192  ショウレンギョウ。ただし、外用剤に限る。   オトギリソウ 

193  ジョティシ  

194  ジリュウ。ただし、外用剤に限る。  

195  シンイ。ただし、外用剤に限る。  

196  シンキク。ただし、外用剤に限る。   シンギク   

197  ジンギョウ。ただし、外用剤に限るこ  

198  ジンコウ。ただし、外用剤に限る。  

199  シンジュ（真珠）  

200  心臓エキス  

201  シンモツコウ。ただし、外用剤に限る。  

202  スイカ  

203  スイサイヨウ。ただし、外用剤に限る。  

204  杉菓油  

205  炭   百草霜   

206  セイヒ  

207  セイヨウサンザシ   クラテグス   

208  セイヨウトチノキ種子。ただし、外用剤に限る。  

209  セイヨウヤドリギ。ただし、外用剤に限る。  

210  ゼオライト。ただし、外用剤に限る。  

211  セキイ。ただし」外用剤に限る。  

212  セキサン。ただし、外用剤に限る。  

213‘  セキショウコン。ただし、外用剤に限る。  

214  セッケツメイ  

215  セッコウ。ただし、外用剤に限る。  

216  セッコク。ただし、外用剤に限る。  

217  セッコツボク。ただし、外用剤に限る。   ニワトコ   

218  セッコツヨウ。ただし、外用剤に限る。  

219  セネガ  

220  センキュウ。ただし、外用剤に限る。  
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。ただし、外用剤に限る。  

ツ。ただし、外用剤に限る。  

。ただし、外用剤に限る。  

イ  

ウリウム草。ただし、外用剤に限る。  

ウ。ただし、外用剤に限る。  

ンシ。ただし、外用剤に限る。  

セイ  

ユツ。ただし、外用剤に限る。  

クヒ  

ヨウショウ。ただし、外用剤に限る。  

ン。ただし、外用剤に限る。   センゾクダン   

。ただし、外用剤に限る。  

イキョウ。ただし、外用剤に限る。  

ウ。ただし、外用剤に限る。  

。ただし、外用剤に限る。   センタイカ   

ヤセキ。ただし、外用剤に限る。  

巻  

ウ  

クヒ。ただし、外用剤に限る。  

ヤ。ただし、外用剤に限る。  

ヤコウソウ  

。ただし、外用剤に限る。  

皮。ただし、外用剤に限る。  

。ただし、外用剤に限る。  

ン。ただし、外用剤に限る。  

ヨ。ただし、外用剤に限る。  

ツニンジン  

ウ   タンチクヨウ   

ン油  

トケイソウ  

ウ   
し   

ただし、外用剤に限る。   ジュ（地検）   

ジ   チョウコウ   

221  ゼンコ。   

222  センコツ   

223  センソ。   

224  ゼンタイ   

225  センタウ   

226  センボウ   

227  センレン   

228  ソウキセ   

229  ソウジュ   

230  ソウハク   

231  ソウヒョ   

232  ゾクダン   

233  ソボク。   

234  ソヨウ   

235  ダイウイ   

236  ダイオウ   

237  タイカ。   

238  タイシヤ   

239  大豆黄巻   

240  タイソウ   

241  ダイフク   

242  タクシヤ   

243  タチジャ   

244  ダツラ。   

245  タラ根皮   

246  タラ根。   

247  胆汁   

248  タンジン   

249  チクジョ   

250  チクセツ   

251  チクヨウ   

252  チミアン   

253  チモ   

254  チャボト   

255  チャヨウ   

256  チユ。た   

257  チョウジ   
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258  チョウジ油  

259  チョウトウコウ。ただし、外用剤に限る。   カギカズラ   

260  チョレイ。ただし、外用剤に限る。  

261  チンキッピ  

262  チンピ  

263  ツユクサ。ただし、外用剤に限る。  

264  ？ルポ。ただし、外用剤に限る。  

265  テレビン油  

266  テンジクオウ。ただし、外用剤に限る。  

267  テンナンショウ。ただし、外用剤に限る。  

268  テンマ。ただし、外用剤に限る。  

269  テンモンドウ。ただし、外用剤に限る。  

270  トウガシ  

271  トウ∴ガラシ  

272  トウキ  

273  トウジン。ただし、外用剤に限る。  

274  トウシンソウ。ただし、外用剤に限る。  

275  冬虫夏草。ただし、外用剤に限る。  

276  トウニン  

277  トウヒ  

278  トウヒ油  

279  動物胆（ユウタン等）   ユウタン、リタン   

280  トウモロコシ  

281  トウヤク   センブリ   

282  ドクカツ。ただし、外用剤に限る。   ドッカγ（独活）   

283  トケイソウ  

284  トシシ。ただし、外用剤に限る。  

285  トショウジツ。ただし、外用剤に限る。  

286  トチュウ  

287  ドベッコウ  

288  ドモツコウ。ただし、外用剤に限る。  

289  ナンテンジツ  

290  ナンバンゲ。ただし、外用剤に限る。  

291  ニガキ  

292  ニクジュヨウ  

293  ニクズク  

294  ニクズク油  
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コウ  

ン  

ク  

カルク  

ニン。ただし、外用剤に限る。   ハクシジン   

ンドゥ  

テン。ただし、外用剤に限る。   ハゲキ、ハゲキニク   

。ただし、外用剤に限る。   ホコツシ   

クコン。ただし、外用剤に限る。  

ツ  

イ。ただし、外用剤に限る。  

脳  

油  

ヨウ  

フローフ   

ギ  

ウフウ  

リス  

五八霜、マムシ抽出液   

バーエキス  

。ただし、外用剤に限る。  

。ただし、外用剤に限る。  

油。ただし、外用剤に限る。  

キョウザン。ただし、外用剤に限る。  

シ。ただし、外用剤に限る。  

ジュツ。ただし、外用剤に限る。   オケラ   

ズク  

ダン。ただし、外用剤に限る。  

レン。ただし、外用剤に限る。  

ウジ。ただし、外用剤に限る。  

ンシ。ただし、外用剤に限る。  

ヨウ。ただし、外用剤に限る。  

壁酸加水分解物  

295  ニュクコ   

296  ニンジン   

297  ニンニク   

298  パールカ   

299  バイカ   

300  バクガ   

301  ハクシニ   

302  バクモン   

303  ハゲキテ   

304  ハゴシ。   

305  バショウ   

306  ハチミツ   

307  ハツカ   

308  ハッカイ   

309  ハッカ脳   

310  ハッカ油   

311  ハッカヨ   

312  ハツシフ   

313  ハトムギ   

314  ハマボウ   

315  ハマメリ   

316  ハンピ   

317  パンリバ   

318  ヒカイ。   

319  ヒシノミ   

320  ヒハツ。   

321  ヒマシ油   

322  ビヤクキ   

323  ビヤクシ   

324  ビヤクジ   

325  ビヤクズ   

326  ビヤクダ   

327  ビヤクレ   

328  ビンロウ   

329  フクボン   

330  ブクリョ   

331  ブタ胃壁   
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332  ブタ胃壁ペプシン分解物  

333  フラングラ皮。ただし、外用剤に限る。  

334  プランタゴ・オバタ種子。ただし、外用剤に限る。  

335  プランタゴ・オバタ種皮。ただし、外用剤に限る。  

336  ベアベリー。ただし、外用剤に限る。  

337  ペクチン  

338  ベラドンナ。ただし、外用剤に限る。  

339  ペルーバルサム  

340  ベルガモット油  

341  ベントナイト  

342  ボウイ。ただし、外用剤に限る。  

343  ボクコン。ただし、外用剤に限る。  

344  ボウショウ  

345  ボウフウ。ただし、外用剤に限る。  

346  ホウブシ。ただし、外用剤に限る。  

347  ホオウ。ただし、外用剤に限る。  

348  ホコウェイ  

349  ボタンピ。ただ⊥、外用剤に限る。  

350  ホップ  

351  ポテンティラ。ただし、外用剤に限る。  

352  ホホバ。ただし、外用剤に限る。  

353  ホミカ。ただし、外用剤に限る。  

354  ボレイ  

355  マオウ。ただし、外用剤に限る。  

356  マクリ。ただし、外用剤に限る。  

357  真昆布  

358  マシニン。ただし、外用剤に限る。  

359  松葉  

360  マムシ胆  

361  マムシタンバク分解物  

362  マルツエキス  

363  マンケイシ。ただし、外用剤に限る。  

364  ミズアメ  

365  ミッロウ  

366  ムイラプアマ  

367  ムラサキオモト。ただし、外用剤に限る。  

368  メリロート。ただし、外用剤に限る。  
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ンピ  

ンリョウ   マタタビ   

ウ  

⊃ ただし、外用剤に限る。  

ウ。ただし、外用剤に限る。  

。ただし、外用剤に限る。  

コウ  

ソウ。ただし、外用剤に限る。  

ウナギ。ただし、外用剤に限る。  

パ。ただし、外用剤に限る。  

パ脂。ただし、外用剤に限る。  

リ油  

シタ  

セキ。ただし、外用剤に限る。  

ニ．ン‘  

サン。ただし、外用剤に限る。  

ム鉱砂   恵那ラヂウム鉱砂  

ガンニク  

コツ  

タン。ただし、外用剤に限る。  

ノウ  

キョウ。ただし、外用剤に限る。  

ウカク  

油  

ヨウ。ただし、外用剤に限る。  

イ。ただし、外用剤に限る。  

ンソウ。ただし、外用剤に限る。  

ク  

油  

ルゼリー  

ン。ただし、外用剤に限る。  

ヨウ  

ン。ただし、外用剤に限る。  

ン。ただし、外用剤に限る。  

（松脂）  

369  モクキン   

370  モクテン   

371  モクロウ   

372  モツカ。   

373  キッコウ   

374  ヤカン。   

375  焼セッコ   

376  ヤクチ   

377  ヤクモソ   

378  八ッ目ウ   

379  ヤラッパ   

380  ヤラッパ   

381  ユーカリ   

382  ユキノシ   

383  ヨウキセ   

384  ヨクイニ   

385  ラクトサ   

386  ラジウム   

387  卵黄油   

388  リュウガ   

389  リュウコ   

390  リユウタ   

391  リュウノ   

392  リョウキ   

393  レイヨウ   

394  レモン油   

395  レンギョ   

396  レンケイ   

397  レンセン   

398  レンニク   

399  ローズ油   

400  ローヤル   

401  ロクキン   

402  ロクジョ   

403  ロクジン   

404  ロクベン   

405  ロジン（   
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406  ロジン（曜腎）。ただし、外用剤に限る。 

407  ロッカク  

408  ワコウボク。ただし、外用剤に限る。  

409  ワレリアナ。ただし、外用剤に限る。  

注1）「告示名」欄中の有効成分は、その塩類及びそれらの水和物を含めた形で表記   

したものであること。また、特に記載がない限り、それらの光学異性体、立体異   

性体及び構造異性体を含む表記であること。  

注2）生薬及び動植物成分については、現行既知の範囲において、リスクが明らか   

に異なるものについては、未、エキス等の別を表記することとし、それ以外のも   

のについては、末、散、エキス、流エキス、抽出物、乾燥エキス及び乾燥水製エ   

キス等を含む表記であること。  
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㊨  
参考資料No．1－1  

薬食審査発第0930001号  

平成20年9月 30 日  

各都道府県衛生主管部（局）長 殿  

厚生労働省医薬食品局審査管理課長  

一般用漢方製剤承認基準の制定について   

一般用漢方製剤の製造販売承認について、別添のとおり一般用漢方製剤承認  

基準（以下「新基準」という。）を定めたので、貴管下関係業者等に対し、周知  

徹底を図るとともに、円滑な事務処理が行われるようご配慮をお願いする。   

なお、新基準制定の経緯、概要は下記のとおりであり、平成20年10月1  

日以降に製造販売承認申請される品目について適用する。   

ただし、新基準に適合しないものについては、従前のとおりの審査を行うこ  

ととする。  

記  

1．新基準制定の経緯   

一般用漢方製剤については、従来、いわゆる210処方として公表した審   

査内規を基本的な基準として審査を行ってきたところであるが、一般用漢方   

処方の見直しを図るための調査研究班（班長：合田 幸広（国立医薬品食品   

衛生研究所生薬部長））の調査結果を踏まえ、パブリックコメントに寄せられ   
た意見等も参考に薬事・食品衛生審議会一般用医薬品部会における討議に基   

づき、今般、新基準を定めたところである。  

2．新基準の概要  

（1）効能・効果等の追加・変更  

①有用性が認められる効能・効果を追加したこと。（122処方）   



②内服するすべての処方に休質傾向や症状を追加したこと。（98処方）   

漢方の適用となる体質傾向や症状を一般的に理解し易い言葉で記述   

したものを効能・効果等に追記したこと。   

なお、体力に関する記述については、体力が充実、比較的体力がある∴   

体力中等度、やや虚弱、体力虚弱の5．段階に区分したこと。   

（例）体力中等度以下で、腹部は力がなく、胃痛又は腹痛があって、  

時に胸やけや、げっぷ、胃もたれ、食欲不振、はきけ、嘔吐な  

どを伴うものの次の諸症  

③一般用医薬品としてわかりやすい効能・効果に変更したこと。  

（51処方）   

一般用医薬品であることを考慮し、現在、社会一般で用いられなくな   

った用語を、よりわかりやすいものに変更又は説明を追記したこと。   

（例）胃アトニー → 胃腸虚弱、くさ →、湿疹・皮膚炎  

血の道症：血の道症とは、月経、妊娠、出産、産後、更年期な  

ど女性のホルモンの変動に伴って現れる精神不安やいらだちな  

どの精神神経症状及び身体症状のことである。  

（2）用法・用量の見直し（41処方）  

新たに用法・用量の見直しを行い、今まで小児不可となっていた処方  

の小児不可を削除したこと。また、安全性に問題はないと判断された散  

剤の用法・用量を追加したこと。  

（例）温清飲、独活葛根湯等（小児用法不可の削除）  

平胃散等（散剤の用法・用量の追加）  

（3）記載の整備（140処方）  

「ボ」については「白ボ」と「蒼ボ」に分離するとともに、「乾生妻」  

は日局の「生麦」に統一するなど、記載整備したこと。  

（例）ボ → 蒼ボ（又は白粥）、乾生妾 → 生妾   
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1安中散   
〔成分・分量】  

桂皮3－5、延胡索3－4、牡蛎3－4、菌香1．5－2、縮砂卜2、甘草卜2、良妻0，5－1  

〔用法・用量〕  
（1）散：1回ト2gl日2→3回  

（2）湯   

体力中等度以下で、腹部は力がなくて、胃痛又は腹痛があって、ときに胸やけや、げっ  
ぷ、胃もたれ、食欲不振、はきけ、嘔吐などを伴うものの次の諸症  

神経性胃炎、慢性胃炎、胃腸虚弱  

〔効能・効果〕  

2 安中散加茂苓   
〔成分・分量〕  

桂皮3－5、延胡索3－4、牡蛎3－4、菌香1．5－2、縮砂卜2、甘辛卜2、良妻0．5－1、訣苓5   

〔用法・用量〕  
（り散：1回1－2gl日2－3回  

（2）湯   

〔効能・効果〕  
体力中等度以下で、腹部は力がなくて、神経過敏で胃痛又は腹痛があって、ときに胸  
やけや、げっぷ、胃もたれ、食欲不振、はきけ、嘔吐などを伴うものの次の諸症  

神経性胃炎、慢性胃炎、胃腸虚弱  

3 胃風湯   

〔成分・分量〕  

〔用法・用量〕  

〔効能・効果〕  

当帰2．5－3、筍薬3、川考2．5－3、人参3、白光3、藻苓3－4、桂皮2－3、粟2－4   

湯   

体力中等度以下で、顔色悪くて食欲なく、疲れやすいものの次の諸症  

急・慢性胃腸炎、冷えによる下痢  

4 胃苓湯   

〔成分・分量〕  
蒼北2．5－3、厚朴2．5－3、陳皮2．5－3、猪苓2．5－3、沢湧2．5－3、苛薬2．5－3、白光2，5－3、藻  
苓2．5－3、桂皮2－2．5、大栗ト3、生蓑1－2、甘草1－2、縮砂2、黄連2（苛薬、縮砂、黄連  

のない場合も可）   

（1）散：1回1－2gl日3回  

（2）湯   

休力中等度で、水様性の下痢、嘔吐があり、口渇、尿量減少を伴うものの次の諸症  

食あたり、暑気あたり、冷え腹、急性胃腸炎、腹痛   

〔用法・用量〕  

〔効能・効果〕  



5 西藤蕎湯   

〔成分・分量〕  

〔用法・用量〕  

〔効能・効果〕  

西藤嘉4－14、山振子1．4－5、大貴卜3   

湯   

体力中等度以上で、口渇があり、尿量少なく、便秘するものの次の諸症  

じんましん、口内炎、湿疹・皮膚炎、皮膚のかゆみ  

6 西藤五苓散   
〔成分・分量〕  

〔用法・用量〕  

沢潟4．5－6、諜苓3－4．5、猪苓3－4．5、青光3－4．5（白光も可）、桂皮2－3、菌薩蕎3→4   

（り散：散の場合は菌薩五苓散のうち西藤嵩を除いた他の生薬を湯の場合の1／8量を  
用いるか、菌薩五苓散のうち舌鼓蔦を除いた他の生薬の合計が菌蔭焉の半量となる  
ように用いる。（1回ト2gl日3回）  

（2）湯   

休力中等度以上をめやすとして、のどが渇いて、尿量が少ないものの次の諸症  

嘔吐、じんましん、二日酔、むくみ  

〔効能・効果〕  

7 温経湯   

〔成分・分量〕  
半夏3－5、麦門冬3－10、当帰2－3、川考2、苛薬2、人参2、桂皮2、阿膠2、牡丹皮2、甘  
革2、生董1、呉葉英1－3  

湯   

体力中等度以下で、手足がほてり、唇がかわくものの次の諸症  

月経不順、月経困難、こしけ（おりもの）、更年期障害、不眠、神経症、湿疹・皮膚炎、  

足腰の冷え、しもやけ、手あれ（手の湿疹■皮膚炎）  

〔用法・用量〕   

〔効能・効果〕  

8 温清飲   

〔成分・分量〕  
当帰3－4、地黄3－4、苛薬3－4、川考3－4、黄連1－2、黄琴1．5－3、山梅子1．5－2、黄柏ト  
1．5   

湯   

体力中等度で、皮膚はかさかさして色つやが悪く、のぼせるものの次の諸症  

月経不順、月経困難、血の道症注）、更年期障害、神経症、湿疹・皮膚炎   

注）血の道症とは、月経、妊娠、出産、産後、更年期など女性のホルモンの変動に伴っ  
て現れる精神不安やいらだちなどの精神神経症状および身体症状のことである。  

【注）表記については、効能・効果欄に記載するのではなく、〈効能・効果に関連する注  

意〉として記載する。】  

t  

〔用法・用量〕   

〔効能・効果〕  

《備考》  

2   



9 温胆湯   

〔成分・分量〕  
半夏4－6、藻苓4－6、生董卜2（ヒネショウガを使用する場合3）、陳皮2－3、竹茄2－3、松  

美1－2、甘辛卜2、黄連1、酸嚢仁卜3、大乗2（黄連以降のない場合も可）   

湯   

体力中等度以下で、胃腸が虚弱なものの次の諸症  

不眠症、神経症  

〔用法・用量〕   

〔効能・効果〕  

10 延年半軍湯   

〔成分・分量〕  
半夏3－5、柴胡2－5、別甲2－5、桔梗2－す、桟榔子2－4、人参0・8－2、生董卜2、択実0．5－  
2、呉英美0．5－2   

湯   

体力中等度で、みぞおちに抵抗感があって、肩がこり、足が冷えるものの次の諸症  

慢性胃炎、胃痛、食欲不振  

〔用法・用量〕   

〔効能・効果】  

11貴書建中湯   
〔成分一分量〕  

桂皮3－4、生妻卜2（ヒネショウガを使用する場合3－4）、大乗3－4、苛薬6、甘辛2－3、貴  
書1．5－4、膠飴20（膠飴はなくても可）   

湯   

休力虚弱で、疲労しやすいものの次の諸症  

虚弱体質、病後の衰弱、ねあせ、湿疹・皮膚炎、皮膚のただれ、腹痛、冷え症  

〔用法・用量〕   

〔効能・効果〕  

12 黄琴湯   

〔成分・分量〕  

〔用法・用量〕  

〔効能・効果〕  

黄琴4－9、苛薬2－8、甘草2－6、大栗4－9   

湯   

体力中等度で、腹痛、みぞおちのつかえがあり、ときにさむけ、発熱などがあるものの  
次の諸症  

下痢、胃腸炎  

13 応鐘散（考黄散）   

〔成分・分量〕  
大貴1、川考2   

〔用法・用量〕  
（1）散：1回に頓用する  

（2）湯：上記量を1日量   

〔効能・効果〕  

体力中等度以上のものの次の諸症  

便秘、便秘に伴うのぼせ・肩こり   



14 黄連阿膠湯   

〔成分・分量〕  

〔用法・用量〕  

〔効能・効果〕  

黄連3－4、苛薬2－2．5、黄琴ト2、阿膠3、卵黄1個   

湯   

体力中等度以下で、冷えやすくのぼせ気味で胸苦しく不眠の傾向のあるものの次の諸  
症  

鼻血、不眠症、かさかさした湿疹▼皮膚炎、皮膚のかゆみ  

15 黄連解毒湯   

〔成分・分量〕  

〔用法・用量〕  

黄連1．5－2、黄琴3、黄柏1．5－3、山振子2－3   

（1）散‥1回1．5－2gl日3回  

（2）湯   

体力中等度以上で、のぼせぎみで顔色赤く、いらいらして落ち着かない傾向のあるも  
のの次の諸症  

鼻出血、不眠症、神経症、胃炎、二日酔、血の道症注）、めまい、動惇、更年期障害、湿  
疹一皮膚炎、皮膚のかゆみ、口内炎   

注）血の道症とは、月経、妊娠、出産、産後、更年期など女性のホルモンの変動に伴っ  

て現れる精神不安やいらだちなどの精神神経症状および身体症状のことである。  

【注）表記については、効能■効果欄に記載するのではなく、〈効能・効果に関連する注  
意〉として記載する。】  

〔効能・効果〕  

《備考》  

16 黄連湯   

〔成分・分量〕  

〔用法・用量〕  

〔効能・効果〕  

黄連3、甘辛3、乾董3、人参2－3、桂皮3、大栗3、半夏5－8   

湯   

体力中等度で、胃部の停滞感や重圧感、食欲不振があり、ときにはきけや嘔吐のある  
ものの次の諸症  

胃痛、急性胃炎、二日酔、口内炎  

17 乙字湯   

〔成分・分量〕  

〔用法・用量〕  

〔効能・効果〕  

当帰4－6、柴胡4－6、黄琴3－4、甘草1．5－3、升麻卜2、大貴0．5－3   

湯   

休力中等度以上で、大便がかたく、便秘傾向のあるものの次の諸症  

痔核（いぼ痔）、きれ痔、便秘、軽度の脱旺  

4   



18 乙字湯去大貴   

〔成分・分量〕  
当帰4－6、柴胡4－6、黄琴3－4、甘草1．5－3、升麻卜2   

〔用法・用量〕  

湯   
〔効能■効果〕  

体力中等鹿又はやや虚弱なものの次の諸症  

痔核（いぼ痔）、きれ痔、軽度の脱肛   

19 化食養牌湯   

〔成分・分量〕  
人参4、白光4、夜苓4、半夏4、陳皮2、大乗2、神麹2、麦芽2、山査子2、縮砂1．5、生董  
1、甘辛1  

〔用法・用量〕   

〔効能・効果】  
湯   

休力中等度以下で、胃腸が弱く、食欲がなく、みぞおちがつかえ、疲れやすいものの次  
の諸症  

胃炎、胃腸虚弱、胃下垂、消化不良、食欲不振、胃痛、嘔吐  

20 蕾香正気散   

〔成分・分量〕  

白光3、藻苓3－4、陳皮2－3、白正卜4、萱香卜4、大乗卜3、甘辛1－1．5、半夏3、厚朴2－  
3、桔梗1．5－3、蘇葉1－4、大腹皮卜4、生妻1   

湯   

体力中等度以下のものの次の諸症  

感冒、暑さによる食欲不振、急性胃腸炎、下痢、全身倦怠  

〔用法・用量〕   

〔効能・効果〕  

21葛根黄連黄琴湯   

〔成分・分量〕  
葛根5－6、黄連3、黄琴3、甘草2   

〔用法・用量〕  

湯   
〔効能・効果〕  

体力中等度のものの次の諸症  

下痢、急性胃腸炎、口内炎、舌炎、肩こり、不眠  

22 葛根紅花湯   

〔成分・分量〕  

〔用法・用量〕  

〔効能・効果〕  

葛根3、苛薬3、地黄3、黄連1．5、山振子1．5、紅花1、大貴1、甘辛1   

湯   

体力中等度以上で、便秘傾向のものの次の諸症  

あかはな（酒さ）、しみ  

5   



23 葛根湯   

〔成分一分量〕  

〔用法・用量〕  

〔効能・効果〕  

葛根4－8、麻黄3－4、大栗3－4、桂皮2－3、苛薬2－3、甘辛2、生妻卜1．5   

湯   

体力中等度以上のものの次の諸症  

感冒の初期（汗をかいていないもの）、鼻かぜ、鼻炎、頭痛、肩こり、筋肉痛、手や肩の  

痛み  

24 葛根湯加川考辛夷   
〔成分・分量〕  

葛根4－8、麻黄3－4、大栗3－4、桂皮2－3、苛薬2－3、甘辛2、生妻卜1．5、川考2－3、辛夷  

2－3   

〔用法■用量〕  
湯   

〔効能・効果〕  
比較的体力があるものの次の諸症  

鼻づまり、蓄膿症（副鼻腔炎）、慢性鼻炎   

25 加味温胆湯   

〔成分・分量〕  
半夏3．5－6、扶苓3－6、陳皮2－3、竹茄2－3、生妻1－2、摂実1－3、甘草卜2、遠志2－3、玄  
参2（五味子3に変えても可）、人参2－3、地黄2→3、酸嚢仁卜5、大栗2、黄連1－2（黄連の  

ない場合も可）遺志、玄参、人参、地黄、大栗のない場合もある。  

〔用法・用量〕   

〔効能・効果〕  
湯   

休力中等度以下で、胃腸が虚弱なものの次の諸症  

神経症、不眠症  

26 加味帰脾湯   

〔成分一分量〕  
人参3、白光3（蒼尤も可）、諜苓3、酸稟仁3、竜眼肉3、貴書2－3、当帰2、遠志卜2、柴  
胡2．5－3、山梅子2－2．5、甘草1、木香1、大栗卜2、生萎卜1．5、牡丹皮2（牡丹皮はなく  
ても可）   

湯   

体力中等度以下で、心身が疲れ、血色が悪く、ときに熱感を伴うものの次の諸症  

貧血、不眠症、精神不安、神経症  

〔用法・用量〕   

〔効能・効果〕  

6   



27 加味解毒湯   

〔成分・分量〕  

黄連2、黄琴2、黄柏2、山梅子2、柴胡2、菌薩蕎2、竜胆2、木通2、滑石3、升麻1．5、甘  
草1．5、燈心草1．5、大貴1．5（大貴のない場合も可）   

湯   

比較的体力があり、血色がよいものの次の諸症  

小便がしぶって出にくいもの、痔疾（いぼ痔、痔痛、痔出血）  

〔用法・用量〕   

〔効能・効果〕  

28 加味邁進散   
〔成分・分量〕  

当帰3、苛薬3、白光3（蒼尤も可）、諜苓3、柴胡3、牡丹皮2、山梅子2、甘草1．5－2、生董  
1、薄荷葉1   

湯   

体力中等度以下で、のぼせ感があり、肩がこり、疲れやすく、精神不安やいらだちなど  
の精神神経症状、ときに便秘の傾向のあるものの次の諸症  

冷え症、虚弱体質、月経不順、月経困難、更年期障害、血の道症注）、不眠症   

注）血の道症とは、月経、妊娠、出産、産鎗、更年期など女性のホルモンの変動に伴っ  
て現れる精神不安やいらだちなどの精神神経症状および身体症状のことである。  
【注）表記については、効能・効果柵に記載するのではなく、〈効能・効果に関連する注  
意〉として記載する。】  

〔用法・用量〕   

〔効能・効果〕  

《備考》  

29 加味邁違散加川考地黄（加味遼遠散合四物湯）   
〔成分・分量〕  

当帰3－4、考案3－4、白光3（蒼光も可）、夜苓3、柴胡3、川考3－4、地黄3－4、甘草1．5－  
2、牡丹皮2、山梅子2、生妻1－2、薄荷葉1   

〔用法・用量〕  

湯   
〔効能・効果〕  

体力中等度以下で、皮膚があれてかさかさし、ときに色つやが悪く、胃腸障害はなく、  

扇がこり、疲れやすく精神不安やいらだちなどの精神神経症状、ときにかゆみ、便秘の  
傾向のあるものの次の諸症  

湿疹・皮膚炎、しみ、冷え症、虚弱体質、月経不順、月経困難、更年期障害、血の道症  
注）   

《備考》  

注）血の道症とは、月経、妊娠、出産、産後、更年期など女性のホルモンの変動に伴っ  
て現れる精神不安やいらだちなどの精神神経症状および身体症状のことである。  

【注）表記については、効能・効果欄に記載するのではなく、〈効能■効果に関連する注  

意〉として記載する。】   



30 加味平胃散  
’〔成分・分量〕  

青光4－6（白光も可）、陳皮3－4．5、生妻0．5－1（ヒネショウガを使用する場合2－3）、神麹  
2－3、山査子2－3、厚朴3－4．5、甘草ト2、大桑2－3、麦芽2－3（山査子はなくても可）   

湯   

体力中等度で、胃がもたれて食欲がなく、ときに胸やけがあるものの次の諸症  

急・慢性胃炎、食欲不振、消化不良、胃腸虚弱、腹部膨満感  

〔用法・用量〕   

〔効能・効果〕  

31乾董人参半夏丸   

〔成分・分量〕  
乾蓑3、人参3、半夏6   

〔用法・用量〕  
（1）散：1回1．5－5g1日3回  

（2）湯：上記量を1日量とする   

〔効能・効果〕  
体力中等度以下で、はきけ・嘔吐が続きみぞおちのつかえを感じるものの次の諸症  

つわり、胃炎、胃腸虚弱   

32 甘辛浣心湯   

〔成分・分量〕  
半夏5、黄琴2．5、乾蓑2、人参2．5、甘革2．5－3．5、大栗2．5、黄連1   

湯   

体力中等度で、みぞおちがつかえた感じがあり、ときにイライラ感、下痢、はきけ、腹が  
鳴るものの次の諸症  

胃腸炎、口内炎、口臭、不眠症、神経症、下痢  

〔用法・用量〕   

〔効能・効果〕  

33 甘草湯   

〔成分・分量〕  

〔用法・用量〕  
甘草2－8   

（1）散：1回0．5gl日2回  

（2）湯：少しずつゆっくり飲む  

（3）外用：煎液で患部を温湿布する   

激しいせき、口内炎、しわがれ声  
外用：痔・脱兄工の痛み   

注）体力に関わらず、使用できる。  
【注）表記については、効能一効果欄に記載するのではなく、く効能・効果に関連する注  
意〉として記載する。】   

〔効能・効果〕  

《備考》  



34 甘麦大乗湯   
〔成分・分量〕  

〔用法・用量〕  

〔効能・効果〕  

甘革3－5、大栗2．5－6、小麦14－20   

湯   

体力中等度以下で、神経が過敏で、驚きやすく、ときにあくびが出るものの次の諸症  

不眠症、小児の夜泣き、ひきつけ   

35 帰書建中湯   
〔成分・分量〕  

当帰3－4、桂皮3－4、生董ト1．5（ヒネショウガを使用する場合2－4）、大栗3－4、苛薬5⊥6、  

甘辛2－3、貴書2－4、膠飴20（膠飴はなくても可）   

湯   

体力虚弱で、疲労しやすいものの次の諸症  

虚弱体質、病後■術後の衰弱、ねあせ、湿疹・皮膚炎、化膿性皮膚疾患  

〔用法・用量〕   

〔効能・効果〕  

36 桔梗湯   

〔成分・分量〕  

〔用法・用量〕  
桔梗卜4、甘辛2－8  

湯   

体力に関わらず使用でき、のどがはれて痛み、ときにせきがでるものの次の諸症  
扁桃炎、扁桃周囲炎  

〔効能・効果〕  

37 帰脾湯   

〔成分・分量〕  
人参2－4、白光2－4（蒼求も可）、諜苓2－4、酸票仁2－4、竜眼肉2－4、貴書2－4、当帰2、  
遠志卜2、甘草1、木香1、大栗卜2、生蓑卜1．5   

湯   

体力中等度以下で、心身が疲れ、血色が悪いものの次の諸症  

貧血、不眠症、神経症、精神不安  

〔用法・用量〕   

〔効能・効果〕  

38 考帰膠文湯   

〔成分■分量〕  

川考3、甘辛3、文葉3、当帰4－4．5、筍薬4－4．5、地黄5－6、阿膠3   

湯   

体力中等度以下で、冷え症で、出血傾向があり胃腸障害のないものの次の諸症  

痔出血、貧血、月経異常・月経過多・不正出血、皮下出血  

〔用法t用量〕   

〔効能・効果〕  
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39 考帰調血飲   

〔成分・分量〕  
当帰2－2．5、地黄2－2．5、川葛2－2．5、白光2－2．5（斎戒も可）、沃苓2－2．5、陳皮2－2．5、烏  

薬2－2．5、大桑卜1．5、香附子2－2．5、甘草1、牡丹皮2－2．5、益母革卜l．5、乾蓑卜1，5、生  

麦0．5－1．5（生妻はなくても可）   

湯   
〔用法・用量〕  

〔効能・効果〕  
体力中等度以下のものの次の諸症。ただし産後の場合は体力に関わらず使用でき  

月経不順、産後の神経症・体力低下   

40 等帰調血飲第一加減   

〔成分・分量〕  
当帰2、川考2、地黄2、白光2（蒼尤も可）、夜苓2、陳皮2、烏薬2、香附子2、牡丹皮2、  
益母草1．5、大栗1．5、甘草1、乾妻卜1．5、生妻0．5－1．5（生董はなくても可）、苛薬1．5、桃  
仁1．5、紅花1．5、摂実1．5、桂皮1．5、牛膝1．5、木香1．5、延胡索1．5   

〔用法・用量〕  
湯  

〔効能・効果〕  
体力中等度以下のものの次の諸症。ただし産後の場合は体力に関わらず使用でき  

血の道症注）、月経不順、産後の体力低下  
《備考》  

注）血の道症とは、月経、妊娠、出産、産後、更年期など女性のホルモンの変動に伴っ  
て現れる精神不安やいらだちなどの精神神経症状および身体症状のことである。  

【注）表記については、効能・効果偶に記載するのではなく、く効能・効果に関連する注  
意〉として記載する。】  

41響声破笛丸   
〔成分・分量〕  

連麹2．5、桔梗2．5、甘草2．5、大貴1、縮砂1、川号1、詞子1、阿仙薬2、薄荷葉4（大貴  

のない場合も可）  

〔用法・用量〕  
（1）散：1回2－3gl日数回  

（2）湯  

〔効能暮効果〕  

しわがれ声、咽喉不快   

注）体力に関わらず、使用できる。  
【注）表記については、効能・効果欄に記載するのではなく、く効能・効果に関連する注  
意〉として記載する。】  

《備考》  
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42 杏蘇散   

〔成分・分量〕  

蘇葉3、五味子2、大腹皮2、烏梅2、杏仁2、陳皮卜1．5、桔梗1－l．5、麻黄卜1．5、桑白皮  
卜1．5、阿膠卜1．5、甘辛卜1．5、紫苑1   

湯（原則として）   

体力中等度以下で、気分がすぐれず、汗がなく、ときに顔がむくむものの次の諸症  

せき、たん、気管支炎  

〔用法・用量〕   

〔効能・効果〕  

43 苦参湯   

〔成分・分量〕  

〔用法・用量〕  

苦参6－10   

水500－600mLで煮て250－300mLとし外用す。   

〔効能・効果〕  
ただれ、あせも、かゆみ   

44 駆風解毒散（湯）   

〔成分■分量〕  

防風3」5、牛黄子3、連麹5、荊芥1．5、完活1．5、甘草1．5、桔梗3、石膏5－10   

〔用法・用量〕  

湯（本処方は冷やしてうがいしながら少しずつゆっくり飲む）   

〔効能・効果〕  
体力に関わらず使用でき、のどがはれて痛むものの次の諸症  

扁桃炎、扁桃周囲炎   

45 荊芥連麹湯   

〔成分・分量〕  

当帰1．5、考案1．5、川考1．5、地黄1．5、黄連1．5、黄琴1．5、黄柏1．5、山梅子1．5、連麹  
1・5、荊芥1．5、防風1．5、薄荷葉1．5、摂殻（実）1．5、甘草卜1．5、白玉1．5－2．5、桔掛．5－  
2．5、柴胡1．5－2．5（地黄、黄連、黄柏、薄荷葉のない場合も可）   

湯   

体力中等度以上で、皮膚の色が浅黒く、ときに手足の裏に脂汗をかきやすく腹壁が緊  
張しているものの次の諸症  

蓄膿症（副鼻腔炎）、慢性鼻炎、慢性扁桃炎、にきび  

〔用法・用量〕   

〔効能・効果〕  
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46 鶏肝丸   

〔成分・分量〕  
鶏肝1具  

鶏肝1具をとりゆでて乾燥し、山薬末（鶏肝の乾燥した量の2－3倍量をめやすとする。）  

を和しつつ細末とし糊丸とする。   

丸：1回2gl日3回   

体力虚弱なものの次の症状  

虚弱体質  

〔用法・用量〕   

〔効能・効果〕  

47 桂枝湯   

〔成分・分量〕  

〔用法・用量〕  

〔効能・効果〕  

桂皮3－4、苛薬3－4、大栗3－4、生妻卜1．5（ヒネショウガを使用する場合3－4）、甘草2   

湯   

体力虚弱で、汗が出るものの次の症状  

かぜの初期  

48 桂枝加貴書湯   
〔成分・分量〕  

桂皮3－4、苛薬3－4、大栗3－4、生妻1－1．5（ヒネショウガを使用する場合3－4）、甘草2、貴  

書2－3   

〔用法一用量〕  
湯   

〔効能・効果〕  
体力虚弱なものの次の諸症  

ねあせ、あせも、湿疹・皮膚炎   

49 桂枝加葛根湯   
〔成分■分量〕  

桂皮2．4－4、苛薬2．4－4、大乗2．4－4、生麦1－1．5（ヒネショウガを使用する場合2．4－4）、甘  

草1．6－2、葛根3．2－6   

〔用法・用量〕  
湯   

〔効能・効果〕  
休力中等度以下で、汗が出て、肩こりや頭痛のあるものの次の症状  

かぜの初期  
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50 桂枝加厚朴杏仁湯   
〔成分・分量〕  

桂皮2．4－4、筍薬2．4－4、大桑2．4－4、生妻卜1．5（ヒネショウガを使用する場合3－4）、甘草  
1．6－2、厚朴卜4、杏仁1．6－4   

〔用法・用量〕  

湯   
〔効能・効果〕  

体力虚弱なものの次の諸症  

せき、気管支炎、気管支ぜんそく   

51桂枝加苛薬生董人参湯   

〔成分・分量〕  
桂皮2．4－4、大乗2．4－4、苛薬3．2－6、生蓑ト2（ヒネショウガを使用する場合4－5．5）、甘辛  
1．6－2、人参2．4－4．5   

〔用法・用量〕  
湯   

〔効能・効果〕  
体力虚弱なものの次の諸症  

みぞおちのつかえ、腹痛、手足の痛み   

52 桂枝加苛薬大貴湯   

〔成分→分量〕  
桂皮3－4、苛薬4－6、大栗3－4、生妻卜1．5（ヒネショウガを使用する場合3－4），甘辛2、大  
貴卜2   

〔用法・用量〕  

湯   
〔効能・効果〕  

体力中等度以下で、腹部膨満感、腹痛があり、便秘するものの次の諸症  

便秘、しぶり腹注）   

庭備考》  
注）しぶり腹とは、残便感があり、くり返し腹痛を伴う便意を催すもののことである。  

【注）表記については、効能・効果欄に記載するのではなく、く効能・効果に関連する注  
意〉として記載する。】  

13   



53 桂枝加苛薬湯   

〔成分・分量〕  
桂皮3－4、苛薬6、大乗3－4、生妻卜1．5（ヒネショウガを使用する場合3－4）、甘草2   

〔用法一用量〕  
湯   

〔効能・効果〕  

体力中等度以下で、腹部膨満感のあるものの次の諸症  

しぶり腹注）、腹痛、下痢、便秘  
《備考》  

注）しぶり腹とは、残任感があり、くり返し腹痛を伴う便意を催すもののことである。  

【注）表記については、効能一効果欄に記載するのではなく、〈効能・効果に関連する注  

意〉として記載する。】   

54 桂枝加允附湯   

【成分・分量〕  
桂皮3－4、苛薬3－4、大乗3－4、生蓑卜1．5（ヒネショウガを使用する場合3－4）、甘革2、蒼  
光3－4（白光も可）、加工ブシ0．5－1   

〔用法・用量〕  
湯   

〔効能一効果〕  
体力虚弱で、汗が出、手足が冷えてこわばり、ときに尿量が少ないものの次の諸症  

関節痛、神経痛   

55 桂枝加竜骨牡蛎湯   
〔成分・分量〕  

桂皮3－4、石薬3－4、大栗3－4、生萎1－1．5（ヒネショウガを使用する場合3－4）、甘草2、竜  

骨3、牡蛎3   

〔用法・用量〕  
湯   

〔効能・効果〕  
体力中等度以下で、疲れやすく、神経過敏で、興奮しやすいものの次の諸症  

神経質、不眠症、小児夜泣き、夜尿症、眼精疲労、神経症  

56 桂枝加苓北附湯   

〔成分・分量〕  
桂皮3－4、葛薬3－4、大栗3－4、生妻卜1．5（ヒネショウガを使用する場合3－4）、甘草2、蒼  
荊3－4（白光も可）、加工ブシ0．5－1、諜苓4   

〔用法・用量〕  

湯   

体力虚弱で、手足が冷えてこわばり、尿量が少なく、ときに、動惇、めまい、筋肉やぴく  
つきがあるものの次の諸症  

関節痛、神経痛  

〔効能・効果〕  
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57 桂枝人参湯   

〔成分・分量〕  

〔用法・用量〕  

〔効能・効果〕  

桂皮4、甘草3－4、人参3、乾董2－3、白光3（蒼尤も可）   

湯   

体力虚弱で、胃腸が弱く、ときに発熱・悪寒を伴うものの次の諸症  

頭痛、動悸、慢性胃腸炎、胃腸虚弱、下痢、消化器症状を伴う感冒  

58 桂枝夜苓丸   

〔成分・分量〕  

〔用法・用量〕  

桂皮3－4、扶苓4、牡丹皮3－4、桃仁4、苛薬4   

（1）散：1回2－3gl日3回 

（2）湯   

比較的体力があり、ときに下腹部痛、肩こり、頭重、めまい、のぼせて足冷えなどを訴  
えるものの次の諸症  

月経不順、月経異常、月経痛、更年期障害、血の道症注）、肩こり、めまい、頭重、打ち  
身（打撲症）、しもやけ、しみ、湿疹・皮膚炎、にきび   

注）血の道症とは、月経、妊娠、出産、産後、更年期など女性のホルモンの変動に伴っ  
て現れる精神不安やいらだちなどの精神神経症状および身体症状のことである。  

【注）表記については、効能・効果欄に記載するのではなく、く効能・効果に関連する注  
意〉として記載する。】  

〔効能・効果〕  

《備考》  

59 桂枝藻苓丸料加意萩仁   
〔成分・分量〕  

桂皮3－4、裸苓4、牡丹皮3－4、桃仁4、苛薬4、薫責仁10－20   

〔用法・用量〕  
湯   

〔効能1効果〕  

比較的体力があり、ときに下腹部痛、肩こり、頭重、めまい、のぼせて足冷えなどを訴  
えるものの次の諸症  

にきび、しみ、手足のあれ（手足の湿疹・皮膚炎）、月経不順、血の道症注）   
《備考》  

注）血の道症とは、月経、妊娠、出産、産後、更年期など女性のホルモンの変動に伴っ  

て現れる精神不安やいらだちなどの精神神経症状および身体症状のことである。  

【注）表記については、効能・効果欄に記載するのではなく、く効能・効果に関連する注  
意〉として記載する。】  
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60 啓牌湯   

〔成分・分量〕  

人参3、白光3－4（蒼尤も可）、藻苓3－4、蓮肉3、山薬3、山査子2、陳皮2、沢潟2、大栗  
1、生妻1（ヒネショウガを使用する場合3）、甘辛1（大栗、生萎はなくても可）   

（り散：1回卜2gl日3回  

（2）湯   

体力虚弱で、痩せて顔色が悪く、食欲がなく、下痢の傾向があるものの次の諸症  

胃腸虚弱、慢性胃腸炎、消化不良、下痢  

〔用法・用量〕  

〔効能・効果〕  

61荊防敗毒散   
〔成分・分量〕  

荊芥1．5－2、防風1．5－2、完活1．5－2、独活1．5－2、柴胡1．5－2、薄荷葉1．5－2、連麹1．5－2、  

桔梗1．5－2、摂殻（又は択実）1．5－2、川考1．5－2、前胡1．5－2、金銀花1．5－2、甘草卜1．5、   

〔用法・用量〕  
湯   

〔効能・効果〕  
比較的体力があるものの次の諸症  
急性化膿性皮膚疾患の初期、湿疹t皮膚炎   

62 桂麻各半湯   

〔成分・分量〕  
桂皮3．5、苛薬2、生蓑0．5－1（ヒネショウガを使用する場合2）、甘革2、麻黄2、大栗2、杏  
仁2．5   

〔用法・用量〕  
湯   

〔効能・効果〕  
体力中等度又はやや虚弱なものの次の諸症  

感冒、せき、かゆみ   

63 鶏鳴散加茂苓   
〔成分・分量〕  

槙榔子3－4、木瓜3、橘皮2－3、桔梗2－3、藻苓4－6、呉芙英卜1．5、蘇葉卜2、生妻1－1．5  

（ヒネショウガを使用する場合3）   

〔用法■用量〕  
湯   

〔効能・効果〕  
体力中等度のものの次の諸症  
下肢の倦怠感、ふくらはぎの緊張・圧痛   

64 堅中湯   
〔成分・分量〕  

半夏5、裸苓5、桂皮4、大乗3、苛薬3、乾董3（生蓑1でも可〉、甘辛1－1．5   

〔用法・用量〕  

湯   
〔効能一効果〕  

体力虚弱で、ときに胃部に水がたまる感じのするものの次の諸症  

慢性胃炎、腹痛  

16   



65 甲字湯   

〔成分・分量〕  

桂皮3－4、夜苓3－4、牡丹皮3－4、桃仁3－4、苛薬3－4、甘革1．5、生董卜1．5（ヒネショウガ  
を使用する場合3）   

湯   

比較的休力があり、ときに下腹部痛、肩こり、頭重、めまい、のぼせて足冷えなどを訴  
えるものの次の諸症  

月経不順、’月経異常、月経痛、更年期障害、血の道症注）、肩こり、めまい、頭重、打ち  
身（打撲症）、しもやけ、しみ   

注）血の道症とは、月経、妊娠、出産、産後、更年期など女性のホルモンの変動に伴っ  
て現れる精神不安やいらだちなどの精神神経症状および身体症状のことである。  
【注）表記については、効能・効果欄に記載するのではなく、く効能一効果に関連する注  
意〉として記載する。】  

〔用法・用量〕   

〔効能・効果】  
′＼  

《備考》  

66 香砂平胃散   

〔成分・分量】  
蒼荊4－6（白光も可）、厚朴3－4．5、陳皮3－4．5、甘草卜1．5、縮砂1．5－2、香附子2－4、生董  

0．5－1（ヒネショウガを使用する場合2－3）、大栗2－3、牽香1（萱香はなくても可）   
〔用法・用量〕  

湯   
〔効能・効果〕  

体力中等度で、食べ過ぎて胃がもたれる傾向のあるものの次の諸症  
食欲異常、食欲不振、急■慢性胃炎、消化不良   

67 香砂養胃湯   

〔成分・分量〕  
白ホ2．5－3、沃苓2．5－3、蒼茄2、厚朴2－2．5、陳皮2－2．5、香附子2－2．5、白豆藷2（小豆葱  
代用可）、人参1．5－2、木香1．5、縮砂1，5－2．5、甘辛1．5－2．5、大栗1．5－2．5、生麦OJJl   

〔用法・用量〕  
湯   

〔効能・効果〕  

休力虚弱なものの次の諸症  
胃弱、胃腸虚弱、慢性胃腸炎、食欲不振   

68 香砂六君子湯   
〔成分・分量〕  

人参3－4、白允3－4（蒼尤も可）、訣苓3－4、半夏3－6、陳皮2－3、香附子2－3、大栗1．5－2、  
生妻0．5－1（ヒネショウガを使用する場合卜2）、甘辛卜1．5、縮砂卜2、萱香1－2   

〔用法・用量〕  

湯   
〔効能・効果〕  

休力中等度以下で、気分が沈みがちで頭が重く、胃腸が弱く、食欲がなく、みぞおちが  
つかえて疲れやすく、貧血性で手足が冷えやすいものの次の諸症  
胃炎、胃腸虚弱、胃下垂、消化不良、食欲不振、胃痛、嘔吐  
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69 香蘇散   

〔成分・分量〕  
香附子3．5－4．5、蘇葉1－3、陳皮2－3、甘革卜1．5、生董ト2   

〔用法・用量〕  
（り散：1回1－2gl日3回  

（2）湯   

〔効能・効果〕  
体力虚弱で、神経過敏で気分がすぐれず胃腸の弱いものの次の諸症  

かぜの初期、血の道症注）  
《備考》  

注）血の道症とは、月経、妊娠、出産、産後、更年期など女性のホルモンの変動に伴っ  
て現れる精神不安やいらだちなどの精神神経症状および身体症状のことである。  
【注）表記については、効能・効果欄に記載するのではなく、く効能・効果に関連する注  
意〉として記載する。】   

70 厚朴生妻半夏人参甘草湯   
〔成分・分量〕  

厚朴3、ヒネショウガ3（生萎を使用する場合り、半夏4、人参1．5、甘草2．5   

〔用法■用量〕  
湯   

〔効能・効果〕  

体力虚弱で、腹部膨満感のあるものの次の諸症  
胃腸虚弱、嘔吐   

71五虎湯   

〔成分・分量〕  
帝黄4、杏仁4、甘草2、石膏10、桑白皮1－3   

〔用法・用量〕  
湯   

〔効能・効果〕  
体力中等度以上で、せきが強くでるものの次の諸症  

せき、気管支ぜんそく、気管支炎、小児ぜんそく、感冒、痔の痛み  

72 牛膝散   

〔成分・分量〕  

〔用法・用量〕  

〔効能・効果〕  

牛膝3、桂皮3、苛薬3、桃仁3、当帰3、牡丹皮3、延胡索3、木香1   

湯   

比較的体力があるものの次の諸症  

月経困難、月経不順、月経痛  

73 五積散   

〔成分・分量〕  
揆苓2－3、蒼允2－3（白光も可）、陳皮2－3、半夏2－3、当帰1．2－3、苛薬卜3、川考卜3、厚  
朴卜3、白正卜3、択殻（実）1－3、桔梗1－3、乾妻卜1．5、生麦0．3－0．6（ヒネショウガを使  
用する場合1－2）、桂皮卜1．5、麻黄1－2．5、大栗1－2、甘草卜1．2、香附子1．2（生姜、香  

附子のない場合も可）   

湯（原則として）   

体力中等度又はやや虚弱で、冷えがあるものの次の諸症  

胃腸炎、腰痛、神経痛、関節痛、月経痛、頭痛、更年期障害、感冒  

〔用法・用量〕   

〔効能・効果〕  
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74 牛車腎気丸   

〔成分・分量〕  

地黄5－8、山菜莫2－4、山薬3－4、沢潟3、諜苓3－4、牡丹皮3、桂皮卜2、加エブシ0．5－  
1、牛膝2－3、手前子2－3   

（り散：1回2gl日3回  

（2）湯   

体力中等度以下で、疲れやすくて、四肢が冷えやすく尿量減少し、むくみがあり、ときに  
口渇があるものの次の諸症  

下肢痛、腰痛、しびれ、高齢者のかすみ目、かゆみ、排尿困難、頻尿、むくみ、高血圧  
に伴う随伴症状の改善（肩こり、頭重、耳鳴り）  

〔用法・用量〕  

〔効能・効果〕  

75 呉栗莫湯   

〔成分・分量〕  

〔用法■用量〕  

〔効能・効果〕  

呉栗莫3－4、大栗2－4、人参2－3、生萎卜2（ヒネショウガを使用する場合4－6）   

湯   

体力中等度以下で、手足が冷えて肩がこり、ときにみぞおちが膨満するものの次の話  
頭痛、頭痛に伴うはきけ・嘔吐、しやつくり  

76 五物解毒散   

〔成分・分量】  

〔用法・用量〕  

〔効能・効果〕  

川葛5、金銀花2、十薬2、大貴1、荊芥1．5   

湯   

体力中等度以上のものの次の諸症  
かゆみ、湿疹・皮膚炎  

77 五淋散   

〔成分一分量〕  

諜苓5－6、当帰3、黄琴3、甘辛3、苛薬ト2、山振子卜2、地黄3、沢潟3、木通3、滑石3、  
車前子3（地黄以下のない場合も可）   

湯   

体力中等度のものの次の諸症  
頻尿、排尿痛、残尿感、尿のにごり  

〔用法・用量〕   

〔効能・効果〕  
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78 五苓散   

〔成分・分量〕  

〔用法・用量】  

沢洩4－6、猪苓3－4．5、扶苓3－4．5、蒼戴3－4．5（白光も可）、桂皮2－3   

（1）散：1回卜2gl日3回  
（2）湯   

休力に関わらず使用でき、のどが渇いて尿量が少ないもので、めまい、はきけ、嘔吐、  
腹痛、頭痛、むくみなどのいずれかを伴う次の諸症  

水様性下痢、急性胃腸炎（しぶり腹注）のものには使用しないこと）、暑気あたり、頭痛、  
むくみ、二日酔   

注）しぶり腹とは、残便感があり、くり返し腹痛を伴う便意を催すもののことである。  
【注）表記については、効能・効果欄に記載するのではなく、く効能・効果に関連する注  
意〉として記載する。】  

〔効能一効果〕  

《備考》  

79 柴陥湯   

〔成分・分量〕  
柴胡5－8、半夏5－8、黄琴3、大桑3、人参2－3、甘草1．5－3、生麦ト1．5（ヒネショウガを使  

用する場合3－4）、括楼仁3、黄連卜1．5   
〔用法・用量〕  

湯   
【効能■効果〕  

休力中等度以上で、ときに脇腹（腹）からみぞおちあたりにかけて苦しく、食欲不振で口  
が苦く、舌に白苔がつき、強いせきが出てたんが切れにくく、ときに胸痛があるものの  

次の諸症  

せき、胸痛、気管支炎   

80 柴胡加竜骨牡蛎湯   

〔成分・分量〕  
柴胡5、半夏4、扶苓3、桂皮3、大栗2．5、人参2．5、竜骨2．5、牡蛎2．5、生妻0．5－1、大貴  

1、黄琴2．5、甘草2以内（大貴、黄琴、甘草のない場合も可）   

〔用法・用量〕  
湯   

〔効能・効果〕  
休力中等度以上で、精神不安があって、動惇、不眠、便秘などを伴う次の諸症  
高血圧の随伴症状（動惇、不安、不眠）、神経症、更年期神経症、小児夜泣き、便秘   

81柴胡桂枝乾董湯   
〔成分一分量〕  

柴胡6－8、桂皮3、括楼根3－4、黄琴3、牡蛎3、乾妻2、甘辛2   
〔用法・用量〕  

湯   
〔効能・効果〕  

体力中等度以下で、冷え症、貧血気味、神経過敏で、動惇、息切れ、ときにねあせ、頭  
部の発汗、ロの乾きがあるものの次の諸症  

更年期障害、血の道症注）、不眠症、神経症、動惇、息切れ、かぜの後期の症状、気管  
支炎   

《備考》  
注）血の道症とは、月経、妊娠、出産、産後、更年期など女性のホルモンの変動に伴っ  

て現れる精神不安やいらだちなどの精神神経症状および身体症状のことである。  
【注）表記については、効能・効果欄に記載するのではなく、く効能・効果に関連する注  
意〉として記載する。】  
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82 柴胡桂枝湯   

〔成分・分量〕  
柴胡4－5、半夏4、桂皮1．5－2．5、苛薬1．5－2．5、黄琴1．5－2、人参1．5－2、大栗1．5－2、甘辛  

卜1．5、生妻1（ヒネショウガを使用する場合2）   

〔用法・用量〕  

湯   
〔効能・効果〕  

休力中等鹿又はやや虚弱で、多くは腹痛を伴い、ときに微熱・寒気・頭痛・はきけなど  
のあるものの次の諸症  
胃腸炎、かぜの中期から後期の症状   

83 柴胡清肝湯   

〔成分・分量〕  
湯：柴胡2、当帰1．5、筍薬1．5、川考1．5、地黄1．5、黄連1．5、黄琴1．5、黄柏1．5、山振子  

1．5、連麹1．5、桔梗1．5、牛黄子1．5、括楼根1．5、薄荷葉1．5、甘草1．5  
散：柴胡2、他の生薬はすぺて2．5   

〔用法・用量〕  
（1）散：1回2gl日3回  

（2）湯   

〔効能・効果〕  

体力中等度で、府の強い傾向（神経過敏）にあるものの次の諸症  
神経症、慢性扁桃炎、湿疹・皮膚炎、虚弱児の体質改善   

84 柴苛六君子湯   

〔成分・分量〕  
人参3－4、白光3－4（蒼尤も可）、諜苓3－4、半夏4、陳皮2－3、大栗2、甘草卜2、生蓑0．5－  
1（ヒネショウガを使用する場合卜2）、柴胡3－4、苛薬3－4   

〔用法一用量〕  

湯   
〔効能・効果〕  

休力中等度以下で、神経質であり、胃腸が弱くみぞおちがつかえ、食欲不振、腹痛、貧  
血、冷え症の傾向のあるものの次の諸症  

胃炎、胃腸虚弱、胃下垂、消化不良、食欲不振、胃痛、嘔吐、神経性胃炎   

85 柴朴湯   

〔成分・分量〕  
柴胡7、半夏5－8、生妻1－2（ヒネショウガを使用する場合3－4）、黄琴3、大栗3、人参3、  
甘辛2、諜苓4－5、厚朴3、蘇菓2－3   

〔用法・用量〕  
湯   

〔効能・効果】  
体力中等度で、気分がふさいで、咽喉、食道部に異物感があり、かぜをひきやすく、と  
きに動悸、めまい、嘔気などを伴うものの次の諸症  
小児ぜんそく、気管支ぜんそく、気管支炎、せき、不安神経症、虚弱休質  
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86 柴苓湯   

〔成分・分量〕  
柴胡4－7、半夏4－5、生妻1（ヒネショウガを使用する場合3－4）、黄琴2．5－3、大栗2．5－3、  
人参2．5－3、甘草2－2．5、沢潟4－6、猪苓2．5－4．5、諜苓2．5－4．5、白光2．5－4．5（蒼尤も可）、  

桂皮2－3   

湯   

体力中等度で、のどが渇いて尿量が少なく、ときにはきけ、食欲不振、むくみなどを伴う  

ものの次の諸症  
水様性下痢、急性胃腸炎、暑気あたり、むくみ  

〔用法・用量〕   

〔効能・効果〕  

87 左突膏   

〔成分・分量〕  

〔用法・用量〕  

〔効能一効果〕  

松脂800、黄蝋220、豚脂58、ゴマ油1000   

外用   

化膿性のはれもの  

88 三貴散   

〔成分・分量〕  

〔用法・用量〕  

〔効能・効果〕  

大貴卜2、黄琴1、黄連1   

散：l回0．8gl日3固   

体力中等度以上で、のぼせ気味で顔面紅潮し、精神不安、みぞおちのつかえ、便秘傾  
向などのあるものの次の諸症  

高血圧の随伴症状（のぼせ、肩こり、耳なり、頭重、不眠、不安）、鼻血、痔出血、便  

秘、更年期障害、血の道症注）   

注）血の道症とは、月経、妊娠、出産、産後、更年期など女性のホルモンの変動に伴っ  
て現れる精神不安やいらだちなどの精神神経症状および身体症状のことである。  
【注）表記については、効能一効果欄に記載するのではなく、〈効能・効果に関連する注  
意〉として記載する。】  

《備考》  

89 三貴漏心湯   

〔成分→分量〕  

〔用法・用量〕  

〔効能一効果〕  

大黄卜5、黄琴卜4、黄連卜4  

湯：（振り出しの場合1／3量を用いる）   

体力中等度以上で、のぼせ気味で顔面紅潮し、精神不安、みぞおちのつかえ、便秘傾  
向などのあるものの次の諸症  

高血圧の随伴症状（のぼせ、肩こり、耳なり、頭重、不眠、不安）、鼻血、痔出血、便  

秘、更年期障害、血の道症注）  

注）血の道症とは、月経、妊娠、出産、産後、更年期など女性のホルモンの変動に伴っ  
て現れる精神不安やいらだちなどの精神神経症状および身体症状のことである  
【注）表記については、効能・効果欄に記載するのではなく、〈効能・効果に関連する注  

《備考》  

意〉として記載する。】  
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90 酸稟仁湯   

〔成分■分量〕  

〔用法・用量〕  

〔効能・効果〕  

酸稟仁10－18、知母2－3、川考2－3、諜苓2－5、甘草1   

湯   

体力中等度以下で、心身が疲れ、精神不安、不眠などがあるものの次の諸症  
不眠症、神経症  

91三物黄琴湯   

〔成分・分量〕  

〔用法■用量〕  

〔効能・効果〕  

黄琴1．5－3、苦参3、地黄6   

湯   

体力中等鹿又はやや虚弱で、手足のほてりがあるものの次の諸症  
湿疹1皮膚炎、手足のあれ（手足の湿疹一皮膚炎）、不眠  

92 滋陰降火湯   
〔成分・分量】  

当帰2．5、苛薬2．5、地黄2．5、天門冬2．5、麦門冬2．5、陳皮2．5、白光あるいは蒼就3、知  
母ト1．5、黄柏ト1．5、甘辛ト1．5、大栗1、生妻1（大栗、生董はなくても可）   

湯   

体力虚弱で、のどにうるおいがなく、たんが切れにくくてせきこみ、皮膚が浅黒く乾燥  
し、便秘傾向のあるものの次の諸症  
気管支炎、せき  

〔用法・用量〕   

〔効能・効果〕  

93 滋陰至宝湯   

〔成分・分量〕  
当帰2－3、苛薬2－3、白光あるいは蒼光2－3、沃苓2－3、陳皮2－3、柴胡卜3、知母2－3、  
香附子2－3、地骨皮2－3、麦門冬2－3、貝母1－2、薄荷葉1、甘草1   

湯   

休力虚弱なものの次の諸症  
慢性のせき、たん、気管支炎  

〔用法・用量〕   

〔効能・効果〕  

94 紫雲膏   

〔成分・分量〕  

〔用法・用量〕  

〔効能・効果〕  

紫根100－120、当帰60－100、豚脂20－30、黄蝋300－400、ゴマ油1，000   

外用   

ひび、あかぎれ、しもやけ、魚の目、あせも、ただれ、外傷、火傷、痔核による痺痛、肛  

門裂傷、湿疹・皮膚炎  
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95 四逆散   

〔成タト分量〕  

〔用法・用量〕  
柴胡2－5、苛薬2－4、摂実2、甘草卜2   

（り散：1回2－2．5gl日3回  
（2）湯   

体力中等度以上で、胸腹部に重苦しさがあり、ときに不安、不眠などがあるものの次の  
諸症  
胃炎、胃痛、腹痛、神経症  

〔効能・効果〕  

96 四君子湯   

〔成分・分量〕  

〔用法・用量〕  

〔効能・効果〕  

人参3－4、白光3－4（蒼尤も可）、諜苓4、甘草1－2、生妻0．5－1、大桑1－2   

湯   

体力虚弱で、痩せて顔色が悪くて、食欲がなく、疲れやすいものの次の諸症  
胃腸虚弱、慢性胃炎、胃のもたれ、嘔吐、下痢、夜尿症  

97 滋血潤腸湯   

〔成分・分量〕  

〔用法・用量〕  

〔効能一効果〕  

当帰4、地黄4、桃仁4、苛薬3、摂実2－3、韮2－3、大貴卜3、紅花1   

湯   

体力中等度以下で、皮膚にうるおいがないものの次の諸症  

便秘、のぼせ、肩こり  

98 七物降下湯   
〔成分・分量〕  

〔用法・用量〕  

〔効能・効果〕  

当帰3－5、苛薬3－5、川葛3－5、地黄3－5、釣藤鈎3－4、貴書2－3、黄柏2   

湯   

体力中等度以下で、顔色が悪くて疲れやすく、胃腸障害のないものの次の諸症  
高血圧に伴う随伴症状（のぼせ、肩こり、耳なり、頭重）  

99 柿帯湯   

〔成分・分量〕  

〔用法・用量〕  

〔効能・効果〕  

《備考》  

丁子卜1．5、柿帯5、ヒネショウガ4（生麦を使用する場合1）   

湯   

しやつくり   

注）体力に関わらず、使用できる。  
【注）表記については、効能■効果欄に記載するのではなく、〈効能・効果に関連する注  
意〉として記載する。】  
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100四物湯   

〔成分・分量〕  
当帰3－5、苛薬3－5、川葛3－5、地黄3－5   

〔用法・用量〕  
（1）散：1回1．5－2gl日3回  

（2）湯   

〔効能・効果〕  

体力虚弱で、冷え症で皮膚が乾燥、色つやの悪い体質で胃腸障害のないものの次の  

月経不順、月経異常、更年期障害、血の道症注）、冷え症、しもやけ、しみ、貧血、産後  
あるいは流産後の疲労回復  

《備考》  
注）血の道症とは、月経、妊娠、出産、産後、更年期など女性のホルモンの変動に伴っ  
て現れる精神不安やいらだちなどの精神神経症状および身体症状のことである。  
【注）表記については、効能・効果欄に記載するのではなく、く効能・効果に関連する注  
意〉として記載する。】   

101灸甘草湯   

〔成分・分量〕  
灸甘辛3－4、生董0．8－1（ヒネショウガを使用する場合3）、桂皮3、麻子仁3－4、大栗3－  
7．5、人参2－3、地黄4－6、麦門冬5－6、阿膠2－3   

〔用法・用量〕  

湯   
〔効能一効果〕  

体力中等度以下で、疲れやすく、ときに手足のほてりなどがあるものの次の諸症  

動惇、息切れ、脈のみだれ   

102 苛薬甘草湯   

〔成分・分量〕  
苛薬3－8、甘草3－8   

〔用法・用量〕  

湯   
〔効能・効果〕  

体力に関わらず使用でき、筋肉の急激なけいれんを伴う痛みのあるものの次の諸症  
こむらがえり、筋肉のけいれん、腹痛、腰痛   

103戯鴇薬湯（三味戯鴇菜湯）   

〔成分・分量〕  
海人草3－5、大貴1－1．5、甘草1－2   

〔用法・用量〕  
湯   

〔効能・効果〕  

回虫の駆除  
《備考》  

注）体力に関わらず、使用できる。  
【注）表記については、効能・効果欄に記載するのではなく、〈効能・効果に関連する注  
意〉として記載する。】  
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104 蛇床子湯   

〔成分・分量〕  

〔用法t用量〕  

〔効能■効果〕  

蛇床子10、当帰10、威蓋仙10、苦参10   

水1，000mLを加えて濃縮し700mLとし外用する   

ただれ、かゆみ、たむし  

105十全大補湯   
〔成分・分量〕  

人参2．5－3、貴書2、白光3－4（蒼尤も可）、訣苓3－4、当帰3－4、苛薬3、地黄3－4、川号  

3、桂皮2－3、甘草1－2   

湯（原則として）   

体力虚弱なものの次の諸症  

病後・術後の体力低下、疲労倦怠、食欲不振、ねあせ、手足の冷え、貧血  

〔用法・用量〕   

〔効能・効果〕  

106 十味敗毒湯   

〔成分・分量〕  
柴胡2．5－3．5、桜皮（撲椒）2．5－3．5、桔梗2．5－3．5、川考2．5－3，5、諜苓2．5－4、独活1．5－3、  
防風1．5－3．5、甘辛卜2、生董卜1．5（ヒネショウガを使用する場合3）、荊芥1－2、達観2－3  

（連麹のない場合も可）   

（り散：1回1．5－2gl日3回  

（2）湯   

休力中等度なものの皮膚疾患で、発赤があり、ときに化膿するものの次の諸症  
化膿性皮膚疾患・急性皮膚疾患の初期、じんましん、湿疹・皮膚炎、水虫  

〔用法・用量〕  

〔効能・効果〕  

107 潤腸湯   

〔成分・分量〕  
当帰3－4、熟地黄・乾地黄 各3－4（又は地黄6）、麻子仁2、桃仁2、杏仁2、椒実0．5－2、  
黄琴2、厚朴2、大貴1－3、甘草1－1．5   

（1）散：1回2－3gl日3回  

（2）湯：上記量を1日量   

休力中等度又はやや虚弱で、ときに皮膚乾燥などがあるものの次の症状  
便秘  

〔用法・用量〕  

〔効能・効果〕  

108 蒸眼一方   

〔成分・分量〕  

〔用法・用量〕  

〔効能■効果〕  

白馨（明答）2、甘辛2、黄連2、黄柏2、紅花2   

各生薬を混合後、水300mLを加え煎じて200mLとする。洗眼又は温湿布する。   

ものもらい、ただれ目、はやり目  
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109 生董湧心湯   

〔成分・分量】  
半夏3．6－8、人参1．8－4、貴琴1．8－4、甘革1．8－4、大栗1．8－4、黄連0．6－1、乾董0．6－2、生  

妻1－2（ヒネショウガを使用する場合2－4）   

〔用法・用量】  

湯   
〔効能・効果〕  

体力中等度で、みぞおちがつかえた感じがあり、はきけやげっぷを伴うものの次の諸  

食欲不振、胸やけ、はきけ、嘔吐、下痢、胃腸炎、口臭   

110小建中湯   

〔成分・分量】  
桂皮3－4、生妻1－1．5（ヒネショウガを使用する場合3－4）、大乗3－4、苛薬6、甘辛2－3、膠  

飴20（マルツエキス、滋養糖可、水飴の場合40）   
〔用法■用量〕  

湯   
〔効能・効果〕  

休力虚弱で、疲労しやすく腹痛があり、血色がすぐれず、ときに動惇、手足のほてり、  
冷え、ねあせ、鼻血、頻尿および多尿などを伴うものの次の諸症  
小児虚弱休賢、疲労倦怠、慢性胃腸炎、腹痛、神経質、小児夜尿症、夜泣き   

111小柴胡湯   

〔成分・分量】  
柴胡5－8、半夏3．5－8、生麦卜2（ヒネショウガを使用する場合3－4）、黄琴2，5－3、大栗  
2．5－3、人参2．5－3、甘草1－3   

〔用法・用量〕  
湯   

〔効能・効果〕  
体力中等度で、ときに脇腹（腹）からみぞおちあたりにかけて苦しく、食欲不振やロの  
苦味があり、舌に白苔がつくものの次の諸症  
食欲不振、はきけ、胃炎、胃痛、胃腸虚弱、疲労感、かぜの後期の諸症状   

112小柴胡湯加桔梗石膏   

〔成分・分量〕  
柴胡7、半夏5、生妻卜1．5（ヒネショウガを使用する場合4）、黄琴3、大栗3、人参3、甘  

辛2、桔梗3、石膏10   
〔用法・用量〕  

湯   
〔効能・効果〕  

比較的体力があり、ときに脇腹（腹）からみぞおちあたりにかけて苦しく、食欲不振や口  
の苦味があり、舌に白苔がつき、のどがはれて痛むものの次の諸症  
のどの痛み、扁桃炎、扁桃周囲炎   

113 小承気湯   

〔成分・分量〕  

大貴2－4、椒実2－4、厚朴2－3   
〔用法・用量〕  

湯   
〔効能・効果〕  

比較的体力があり、腹部が張って膨満し、ときに発熱するものの次の症状  
便秘  
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114小青竜湯   

〔成分■分量〕  
麻黄2－3．5、筍薬2－3．5、乾董2－3．5、甘草2→3．5、桂皮2－3．5、細事2－3．5、五味子卜3、半  

夏3－8   

〔用法・用量〕  

湯   
〔効能・効果〕  

体力中等鹿又はやや虚弱で、うすい水様のたんを伴うせきや鼻水が出るものの次の  

気管支炎、気管支ぜんそく、鼻炎、アレルギー性鼻炎、むくみ、感冒、花粉症   

115小青竜湯加杏仁石膏（小青竜湯合麻香甘石湯）   

〔成分・分量〕  
麻黄2－4、苛薬2－3、乾妻2－3、甘辛2－3、桂皮2－3、細辛2－3、五味子1．5－3、半夏3－6、  

杏仁4、石膏5－10   
〔用法・用量〕  

湯   
〔効能・効果〕  

体力中等度で、せきが出て、のどの渇きがあるものの次の諸症  
気管支ぜんそく、小児ぜんそく、せき   

116 小青竜湯加石膏   

〔成分・分量〕  
麻黄3、苛薬3、乾妻2－3、甘草2－3、桂皮3、細事2－3、五味子2－3、半夏6－8、石膏2－5   

〔用法・用量〕  
湯   

〔効能・効果〕  
体力中等度で、うすい水様のたんを伴うせきや鼻水が出て、のどの渇きがあるものの  

次の諸症  
気管支炎、気管支ぜんそく、鼻炎、アレルギー性鼻炎、むくみ、感冒   

117 椒梅湯   
〔成分一分量〕  

烏梅2、山椒2、積椰子2、択実2、木香2、縮砂2、香附子2、桂皮2、川操子2、厚朴2、甘  
草2、乾妻2   

〔用法・用量〕  
湯   

〔効能・効果〕  

回虫の駆除   

注）体力に関わらず、使用できる。  
【注）表記については、効能・効果欄に記載するのではなく、〈効能・効果に関連する注  

意〉として記載する。】  

《備考》  

‖8 小半夏加扶苓湯   
〔成分・分量〕  

半夏5－8、ヒネショウガ5－8（生麦を用いる場合1．5－3）、藻苓3－8   
〔用法一用量〕  

湯   
〔効能・効果〕  

体力に関わらず使用でき、悪心があり、ときに嘔吐するものの次の諸症  
つわり、嘔吐、悪心、胃炎  
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119消風散   

〔成分・分量〕  
当帰3、知母卜2、地黄3、胡麻卜1．5、石膏3－5、蝉退卜1．5、防風2、苦参卜1．5、蒼茄2－  

3（白光も可）、荊芥ト2、木通2－5、甘草1－1．5、牛寿子2   
〔用法・用量〕  

湯   
〔効能・効果〕  

体力中等度以上の人の皮膚疾患で、かゆみが強くて分泌物が多く、ときに局所の熱感  
があるものの次の諸症  
湿疹・皮膚炎、じんましん、水虫、あせも   

120升麻葛根湯   
〔成分・分量〕  

葛根5－6、升麻卜3、生蓑0．5－1（ヒネショウガを使用する場合2－3）、苛薬3、甘辛1．5－3   

〔用法・用量〕  

湯   
〔効能t効果〕  

体力中等度で、頭痛、発熱、悪寒などがあるものの次の諸症  
感冒の初期、湿疹・皮膚炎   

121造造散（八味追造散）   

〔成分・分量〕  
当帰3－4．5、苛薬3－4．5、柴胡3－4．5、白光3－4．5（蒼荊も可）、筏苓3－4．5、甘辛1．5－3、生  
妻0．5－1、薄荷葉1－2．1   

〔用法・用量〕  

湯   
〔効能・効果〕  

体力中等度以下で、肩がこり、疲れやすく精神不安などの精神神経症状、ときに便秘  
の傾向のあるものの次の諸症  

冷え症、虚弱体質、月経不順、月経困難、更年期障害、血の道症注）、不眠症、神経症  
《備考》  

注）血の道症とは、月経、妊娠、出産、産後、更年期など女性のホルモンの変動に伴っ  
て現れる精神不安やいらだちなどの精神神経症状および身体症状のことである。  
【注）表記については、効能・効果欄に記載するのではなく、く効能■効果に関連する注  
意〉として記載する。】   

122 四苓湯   

〔成分・分量〕  

沢湧4、沃苓4、蒼北4（白光も可）、猪苓4   

（り散：1回卜1．5gl日2－3回  

（2）湯   

体力に関わらず使用でき、のどが渇いて水を飲んでも尿量が少なく、はきけ、嘔吐、腹  
痛、むくみなどのいずれかを伴うものの次の諸症  
暑気あたり、急性胃腸炎、むくみ  

〔用法・用量〕  

〔効能・効果〕  
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123辛夷清肺湯   
〔成分・分量】  

辛夷2－3、知母3、百合3、黄琴3、山梅子1．5－3、麦門冬5－6、石膏5－6、升麻卜1．5、枇杷  
葉卜3   

湯   

体力中等度以上で、濃い鼻汁が出て、ときに熱感を伴うものの次の諸症  

鼻づまり、慢性鼻炎、蓄膿症（副鼻腔炎）  

〔用法・用量〕   

〔効能・効果〕  

124秦冗蒐活湯   

〔成分・分量〕  
秦冗3、完活5、貴書3、防風2、升麻1．5、甘草1．5、麻黄1．5、柴胡1．5、藁本0．5、細事  

0．5、紅花0．5   

湯   

体力中等度なものの次の症状  
かゆみのある痔疾  

〔用法・用量】   

〔効能・効果〕  

125 秦冗防風湯   

〔成分・分量〕  
秦冗2、沢漏2、陳皮2、柴胡2、防風2、当帰3、蒼北3、甘革1、黄柏1、升麻1、大貴1、桃  
仁3、紅花1   

湯   

体力中等度で、便秘傾向があるものの次の症状  

痔核で排便痛のあるもの  

〔用法■用量〕   

〔効能・効果〕  

126 参蘇飲   

〔成分・分量〕  
蘇葉卜3、棋実卜3、桔梗2－3、陳皮2－3、葛根2－6、前胡2－6、半夏3、訣苓3、人参1・5－  

2、大栗1．5－2、生妻0．5－1（ヒネショウガを使用する場合1．5－3、生董の替わりに乾萎も  

可）、木香卜1．5、甘草卜2（木香はなくても可）   

湯   

体力虚弱で、胃腸が弱いものの次の諸症  

感冒、せき  

〔用法・用量〕   

〔効能・効果〕  

127 神秘湯   

〔成分・分量〕  

〔用法・用量〕  

〔効能・効果〕  

麻黄3－5、杏仁4、厚朴3、陳皮2－3、甘草2、柴胡2－4、蘇葉1．5－3   

湯   

体力中等度で、せき、喘鳴、息苦しさがあり、たんが少ないものの次の諸症  
小児ぜんそく、気管支ぜんそく、気管支炎  
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128参苓白光散   

〔成分・分量〕  
」．  

人参1．5－3、山薬1．2－4、白光1．5－4、沃苓1．5－4、意萩仁0．8－8、扁豆ト4、蓮肉0．8－4、桔  

梗0．8－2．5、縮砂0．8－2、甘草0．8－2   

〔用法・用量〕  
（り散：1回1．5～2gl日3回  

（2）湯   

〔効能・効果】  
体力虚弱で、胃腸が弱く、痩せて顔色が悪く、食欲がなく下痢が続く傾向があるものの  

次の諸症  

食欲不振、慢性下痢、病後の休力低下、疲労倦怠 消化不良、慢性胃腸炎 

129清肌安蜘湯   

〔成分・分量〕  
柴胡6－7、半夏5－6、生妻ト1．5（ヒネショウガを使用する場合3－4）、人参3、責琴3、甘辛  

2、海人草3、麦門冬3   
〔用法・用量〕  

湯   
〔効能・効果〕  

体力中等度で、ときに脇腹（腹）からみぞおちあたりにかけて苦しく、食欲不振や口の  
苦味があり、舌に白苔がつくものの次の症状  

回虫の駆除   

130清湿化疲湯   

〔成分■分量〕  
天南星3、黄琴3、生董1（ヒネショウガを使用する場合3）、半夏3－4、扶苓3－4、蒼允3－4  
（白光も可）、陳皮2－3、美活1．5－3、白正1．5－3、白芥子1．5－3、甘辛1－1．5   

〔用法・用量〕  
湯   

〔効能・効果〕  
体力中等度以下で、背中に冷感があり痛みがあるものの次の諸症  

神経痛、関節痛、筋肉痛   

131清上司痛湯（駆風触痛湯）   
〔成分・分量〕  

麦門冬2．5－6、黄琴3－5、菟活2．5疇3、独活2．5－3、防風2．5－3、蒼北2．5－3（白光も可）、当  
帰2．5－3、川考2．5－3、白玉2．5－3、蔓荊子1．5－2、細字1、甘草1、藁本1．5、菊花1．5－2、生  

妻0．5－1（ヒネショウガを使用する場合1．5－2．5）（藁本、菊花、生萎はなくても可）   
〔用法・用量〕  

湯   
〔効能・効果〕  

体力に関わらず使用でき、慢性化した痛みのあるものの次の諸症  

顔面痛、頭痛   

132清上防風湯   

〔成分一分量〕  
荊芥卜1．5、黄連1－1．5、薄荷葉卜1．5、椒実1－1．5、甘草卜1，5、山梅子1．5－3、川号2－3、  

黄琴2－3、連麹2．5－3、白正2．5－3、桔梗2．5－3、防風2．5－3   

〔用法・用量〕  

湯   
〔効能・効果〕  

体力中等度以上で、赤ら顔でときにのぼせがあるものの次の諸症  
にきび、顔面・頭部の湿疹・皮膚炎、あかはな（酒さ）  
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133清暑益気湯   

〔成分・分量〕  
人参3－3．5、白光3－3．5（蒼尤も可）、麦門冬3－3．5、当帰3、貴書3、陳皮2→3、五味子1－  

2、黄柏1－2、甘草卜2   

湯   

体力虚弱で、疲れやすく、食欲不振、ときに口渇などがあるものの次の諸症  
暑気あたり、暑さによる食欲不振・下痢、夏痩せ、全身倦怠、慢性疾患による体力低  
下・食欲不振  

〔用法・用量〕   

〔効能・効果〕  

134清心蓮子飲   

〔成分・分量〕  

蓮肉4－5、麦門冬3－4、読苓4、人参3－5、事前子3、黄琴3、貴書2－4、地骨皮2－3、甘辛  
1．5－2   

湯   

休力中等度以下で、胃腸が弱く、全身倦怠感があり、口や舌が乾き、尿が出しぷるも  
のの次の諸症  
残尿感、頻尿、排尿痛、尿のにごり、排尿困難、こしけ（おりもの）  

〔用法・用量〕   

〔効能・効果〕  

135 清肺湯   

〔成分・分量〕  
黄琴2－2．5、桔梗2－2．5、桑白皮2－2．5、杏仁2－2．5、山梅子2－2．5、天門冬2－2．5、貝母2－  
2．5、陳皮2－2．5、大栗2－2．5、竹茄2－2．5、筏苓3、当帰3、麦門冬3、五味子0．5－1、生姜  
1、甘辛1   

湯   

体力中等度で、せきが続き、たんが多くて切れにくいものの次の諸症  

たんの多く出るせき、気管支炎  

〔用法・用量〕   

〔効能・効果〕  

136折衝飲   
〔成分■分量〕  

牡丹皮3、川考3、苛薬3、桂皮3、桃仁4－5、当帰4－5、延胡索2－2．5、牛膝2－2．5、紅花1－  
1．5   

湯   

体力中等度以上で、下腹部痛があるものの次の諸症  

月経不順、月経痛、月経困難、神経痛、腰痛、肩こり  

〔用法・用量〕   

〔効能・効果〕   
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137川考茶調散   

〔成分・分量〕  

〔用法・用量〕  

〔効能・効果〕  

白玉2、美活2、荊芥2、防風2、薄荷葉2、甘革1．5、細茶1．5、川考3、香附子3－4   

湯   

体力に関わらず使用でき、頭痛があるものの次の諸症  

かぜ、血の道症注）、頭痛 

注）血の道症とは、月経、妊娠、出産、産後、更年期など女性のホルモンの変動に伴っ  
て現れる精神不安やいらだちなどの精神神経症状および身体症状のことである。  
【注）表記については、効能・効果欄に記載するのではなく、く効能・効果に関連する注  
意〉として記載する。】  

《備考》  

138千金鶏鳴散   

〔成分・分量〕  

〔用法・用量〕  

〔効能・効果〕  

《備考》  

大貴卜2、当帰4－5、桃仁4－5   

湯   

打撲のはれと痛み   

注）体力に関わらず、使用できる。  
【注）表記については、効能・効果欄に記載するのではなく、く効能・効果に関連する注  
意〉として記載する。】  

139銭氏白光散   
〔成分・分量〕  

〔用法一用量〕  
白光4、夜苓4、葛根4、人参3、衰香1、木香1、甘草1   

湯  
小児の消化不良の効能については小児用量に注意のこと   

体力虚弱で、堰吐や下痢があり、ときに口渇や発熱があるものの次の諸症  
感冒時の嘔吐・下痢、小児の消化不良  

〔効能・効果〕  

140疎経活血湯   

〔成分・分量〕  
当帰2－3・5、地黄2－3、川考2－2．5、蒼光2－3（白光も可）、夜苓卜2、桃仁2－3、苛薬2．5－  
4・5、牛膝1．5－3、威霊仙1．5－3、防巳1．5－2．5、完活1．5－2．5、防風1．5－2．5、竜胆1．5－乙5、  
生麦0．5、陳皮1．5－3、白正卜2．5、甘辛1   

湯   

体力中等度で、痛みがあり、ときにしびれがあるものの次の諸症  
関節痛、神経痛、腰痛、筋肉痛  

〔用法・用量〕   

〔効能・効果〕  

33   



141蘇子降気湯   
〔成分・分量〕  

紫蘇子3－5（蘇葉可）、半夏3－5、陳皮2－3、前胡2－3、桂皮2－3、当帰2．5－3、厚朴2－3、  
大乗1－2、生董0．5－1又は乾妻0．5－1、甘辛1－2   

湯   

体力虚弱で、足冷えや顔ののぼせがあり、息苦しさのあるものの次の諸症  
慢性気管支炎、気管支ぜんそく  

〔用法・用量〕   

〔効能・効果〕  

142 大貴甘辛湯   

〔成分・分量】  

〔用法・用量〕  

大貴4－10、甘草1－5   

（り散：1回0．75－1．5gl日卜2回  

（2）湯   

便秘、便秘に伴う頭重・のぼせ・湿疹・皮膚炎・ふきでもの（にきび）・食欲不振（食欲減  
退）・腹部膨満・腸内異常醗酵・痔などの症状の緩和   

注）体力に関わらず、使用できる。  
【注）表記については、効能・効果欄に記載するのではなく、く効能・効果に関連する注  
意〉として記載する。】  

〔効能一効果〕  

《備考》  

143 大黄牡丹皮湯   
〔成分・分量〕  

大貴卜5、牡丹皮1－4、桃仁2－4、芝硝3．6－4、冬瓜子2－6   

〔用法・用量〕  
湯   

〔効能・効果〕  
体力中等度以上で、下腹部痛があって、便秘しがちなものの次の諸症  
月経不順、月経困難、月経痛、便秘、痔疾   

144 大建中湯   

〔成分・分量〕  
山轍卜2、人参2－3、乾妻3－5、膠飴20－64   

〔用法・用量〕  
湯   

〔効能・効果〕  
体力虚弱で、腹が冷えて痛むものの次の諸症  

下腹部痛、腹部膨満感   

145 大柴胡湯   

〔成分・分量〕  
柴胡6－8、半夏2．5－8、生萎1－2（ヒネショウガを使用する場合4－5）、黄琴3、苛薬3、大  

栗3－4、摂実2－3、大貴1－2  

〔用法・用量〕   

〔効能・効果〕  
湯   

体力が充実して、脇腹からみぞおちあたりにかけて苦しく、便秘の傾向があるものの次  

の諸症  
胃炎、常習便秘、高血圧や肥満に伴う肩こり・頭痛・便秘、神経症、肥満症  
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146大柴胡湯去大貴   

〔成分・分量〕  

柴胡6－8、半夏3－8、生妻卜2（ヒネショウガを使用する場合4－5）、黄琴3－6、筍薬3、大  
乗3、択実2－3   

〔用法・用量〕  

湯   
〔効能・効果〕  

体力中等度以上で、脇腹からみぞおちあたりにかけて苦しいものの次の諸症  
胃炎、高血圧や肥満に伴う肩こり・頭痛、神経症   

147大半夏湯   

〔成分・分量〕  
半夏7、人参3、ハチミツ20   

〔用法・用量〕  

湯   
〔効能・効果〕  

体力中等度以下で、みぞおちがつかえた感じがあるものの次の詩症  
嘔吐、むかつき、はきけ、悪心   

148竹茹温胆湯   

〔成分・分量〕  

柴胡3－6、竹茹3、諜苓3、麦門冬3－4、陳皮2－3、摂実1－3、黄連卜4．5、甘草1、半夏3－  
5、香附子2－2．5、生麦1、桔梗2－3、人参卜2   

湯   

体力中等度のものの次の諸症  

かぜ、インフルエンザ、肺炎などの回復期に熱が長びいたり、また平熱になっても、気  
分がさっぱりせず、せきやたんが多くて安眠が出来ないもの  

〔用法・用量〕   

〔効能・効果〕  

149 治打撲一方   

〔成分・分量〕  

〔用法・用量〕  

〔効能・効果】  

川号3、模倣（又は桜皮）3、川骨3、桂皮3、甘辛1．5、丁子卜1．5、大貴卜1．5   

湯   

体力に関わらず使用でき、はれ、痛みがあるものの次の諸症  
打撲、捻挫  

150 治頭瘡一方   

〔成分・分量〕  

連麹3－4、蒼光3－4、川考3、防風2－3、忍冬2－3、荊芥1－4、甘辛0．5－1．5、紅花0．5－2、大  
貴0．5－2   

湯  
〔用法・用量〕  

〔効能・効果〕  

体力中等度以上のものの顔面、頭部などの皮膚疾患で、ときにかゆみ、分泌物などが  
あるものの次の諸症  

湿疹・皮膚炎、乳幼児の湿疹・皮膚炎  
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151治頭癒一方去大貴   

〔成分・分量〕  
連麹3、蒼光3、川考3、防風2、忍冬2、荊芥1、甘草1、紅花1   

〔用法・用量〕  

湯  

〔効能・効果〕  
休力中等度以下で、下痢傾向があるものの顔面、頭部などの皮膚疾患で、ときにかゆ  
み、分泌物などがあるものの次の諸症  

湿疹・皮膚炎、乳幼児の湿疹・皮膚炎  

152 中黄膏   

〔成分・分量〕  

〔用法・用量〕  

〔効能・効果〕  

ゴマ油1，000mL、黄蝋380、欝金40、黄柏20   

外用   

急性化膿性皮膚疾患（はれもの）の初期、うち身、捻挫  

153調胃承気湯   

〔成分・分量〕  

〔用法・用量〕  

〔効能・効果〕  

大貴2－6．4、苦硝卜6．5、甘辛卜3．2   

湯   

体力中等度なものの次の諸症  
便秘、便秘に伴う頭重・のぼせ一湿疹■皮膚炎・ふきでもの（にきび）一食欲不振（食欲減  
退）・腹部膨満、腸内異常発酵・痔などの症状の緩和  

柿帯3、桂皮3、半夏3、陳皮3、丁子1、良妻1、木香1、沈香1、菌香1、萱香1、厚朴1、縮  
砂1、甘草1、乳香1   

湯   

体力中等度以下のものの次の諸症  
しやつくり、胃腸虚弱  

154 T香柿帯湯   

〔成分・分量〕  

〔用法・用量〕   

〔効能・効果〕  

155 釣藤散   

〔成分・分量〕  
釣藤鈎3、橘皮3（陳皮も可）、半夏3、麦門冬3、扶苓3、人参2－3、防風2－3、菊花2－3、  
甘草1、生麦1、石膏5－7   

湯   

体力中等度で、慢性に経過する頭痛、めまい、肩こりなどがあるものの次の諸症  
慢性頭痛、神経症、高血圧の傾向のあるもの  

〔用法・用量〕   

〔効能・効果〕  
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156猪苓湯   

〔成分・分量〕  

猪苓3－5、夜苓3－5、滑石3－5、沢濱3－5、阿膠3－5   
〔用法・用量〕  

湯   

〔効能・効果〕  

体力．に関わらず使用でき、排尿異常があり、ときにロが渇くものの次の話症  
排尿困難、排尿痛、残尿感、頻尿、むくみ   

157猪苓湯合四物湯   

〔成分・分量〕  

当帰3、苛薬3、川考3、地黄3、猪苓3、訣苓3、滑石3、沢演3、阿膠3   
〔用法・用量〕  

湯＼〉、   

〔効能・効果〕  

体力に関わらず使用でき、皮膚が乾燥し、色つやが悪く、胃腸障害のない人で、排尿  
異常があり口が渇くものの次の諸症  

排尿困難、排尿痛、残尿感、頻尿   

158通導散   

〔成分・分量〕  

当帰3、大貴3、芝硝3－4、椒実（択殻でも可）2－3、厚朴2、陳皮2、木通2、紅花2－3、赤  
木2、甘辛2－3   

〔用法・用量〕  

湯   

〔効能・効果〕  

体力中等度以上で、下腹部に圧痛があって便秘しがちなものの次の諸症  
月経不順、月経痛、更年期障害、腰痛、便秘、打ち身（打撲）、高血圧の随伴症状（頭  
痛、めまい、肩こり）  

159 桃核承気湯   

〔成分・分量〕  

〔用法・用量】  

〔効能■効果】  

桃仁5、桂皮4、大貴3、苦硝2、甘草1．5   

湯   

体力中等度以上で、のぼせて便秘しがちなものの次の諸症  
月経不順、月経困難症、月経痛、月経時や産後の精神不安、腰痛、便秘、高血圧の随  
伴症状（頭痛、めまい、肩こり）、痔疾、打撲傷  

160 当帰飲子   

〔成分・分量〕  

〔用法・用量〕  

〔効能・効果〕  

当帰5、苛薬3、川考3、蕪梨子3、防風3、地黄4、荊芥1．5、貴書1．5、何首烏2、甘辛1  

湯   

体力中等度以下で、冷え症で、皮膚が乾燥するものの次の諸症  
湿疹・皮膚炎（分泌物の少ないもの）、かゆみ  
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161当帰建中湯   

〔成分・分量〕  
当帰4、桂皮3－4、生妻卜1．5（ヒネショウガを使用する場合4）、大桑3－4、苛薬5－7．5、甘  

草2－2．5、膠飴20（膠飴はなくても可）   
〔用法・用量〕  

湯   

〔効能・効果〕  
体力虚弱で、疲労しやすく血色のすぐれないものの次の諸症  

月経痛、月経困難症、月経不順、腹痛、下腹部痛、腰痛、痔、脱肛の痛み、病後・術後  

の体力低下   

162 当帰散   

〔成分・分量〕  
当帰2－3、苛薬2－3、川葛2－3、黄琴2－3、白光1－1．5（蒼舵も可）   

〔用法・用量〕  
（り散：1回卜2gl日3回  

（2）湯   

〔効能・効果〕  

体力中等度以下のものの次の諸症  
産前産後の障害（貧血、疲労倦怠、めまい、むくみ）   

163 当帰四逆湯   

〔成分・分量〕  
当帰1．8－4、桂皮1．8－4、苛薬1，8－4、木通2－3、大栗1．8－6．5、細辛1．8－3、甘辛1．2－2．5   

〔用法・用量〕  

湯   
〔効能・効果〕  

体力中等度以下で、手足が冷えて下腹部が痛くなりやすいものの次の諸症  

しもやけ、下腹部痛、腰痛、下痢、月経痛、冷え症 

164 当帰四逆加呉菓更生妻湯   
〔成分・分量〕  

当帰3－4、桂皮3－4、苛薬3－4、木通1．5－3、細辛2－3、甘辛1．5－2、大栗4－6．5、呉菓莫卜  

6、生麦0．5－2（ヒネショウガを使用する場合4－8）   
〔用法・用量〕  

湯   
〔効能・効果〕  

体力中等度以下で、手足の冷えを感じ、下肢の冷えが強く、下肢又は下腹部が痛くな  
りやすいものの次の諸症  

冷え症、しもやけ、頭痛、下腹部痛、腰痛、下痢、月経痛   

165 当帰苛薬散   

〔成分1分量〕  

当帰3－3．9、川考3、苛薬4－16、謀苓4－5、白光4－5（蒼尤も可）、沢演4－12   

（1）散：1回卜2gl日3回  
（2）湯   

体力虚弱で、冷え症で貧血の傾向があり疲労しやすく、ときに下腹部痛、頭重、めま  
い、肩こり、耳鳴り、動惇などを訴えるものの次の諸症  
月経不順、月経異常、月経痛、更年期障害、産前産後あるいは流産による障害（貧  
血、疲労倦怠、めまい、むくみ）、めまい・立ちくらみ、頭重、肩こり、腰痛、足腰の冷え  

症、しもやけ、むくみ、しみ、耳鳴リ  

〔用法・用量〕  

〔効能・効果〕  
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166 当帰湯   

〔成分・分量】  
当帰5、半夏5、苛薬3、厚朴3、桂皮3、人参3、乾蓑1．5、貴書1．5、山椒1．5、甘辛1   

〔用法・用量〕  

湯   
〔効能・効果〕  

体力中等度以下で、背中に冷感があり、腹部膨満感や腹痛■胸背部痛のあるものの次  

の諸症  

胸痛、腹痛、胃炎   

167 当帰貝母苦参丸料   
〔成分・分量】  

当帰3、貝母3、苦参3   
〔用法・用量〕  

湯   
〔効能・効果〕  

体力中等度以下のものの次の諸症  
小便がしぶって出にくいもの、排尿困難   

168独活葛根湯   

〔成分・分量〕  
葛根5、桂皮3、苛薬3、麻黄2、独活2、生妻0．5→1（ヒネショウガを使用する場合1－2）、地  
黄4、大乗1－2、甘草卜2   

〔用法・用量〕  

湯   
〔効能t効果〕  

体力中等度又はやや虚弱なものの次の諸症  

四十肩、五十肩、寝ちがえ、肩こり   

169 独活湯   

〔成分■分量〕  

独活2、美活2、防風2、桂皮2、大貴2、沢濡2、当帰3、桃仁3、連麹3、防巳5、黄柏5、甘  
辛1．5   

湯   

体力中等度なものの次の諸症  
腰痛、手足の屈伸痛  

〔用法・用量〕   

〔効能・効果〕  

170 二光湯   

〔成分・分量〕  
白光1．5→2．5、扶苓1．5－2．5、陳皮1．5－2．5、天南星1．5－2．5、香附子1．5－2．5、黄琴1．5－2．5、  
威霊仙1．5－2．5、兼活1．5－2．5、半夏2－4、蒼求1．5－3、甘草卜1．5、生麦0．6－1   

湯   

体力中等度で、肩や上腕などに痛みがあるものの次の諸症  
四十肩、五十肩  

〔用法・用量〕   

〔効能・効果〕  
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171ニ陳湯   

〔成分・分量〕  
半夏5－7、諜苓3．5－5、陳皮3．5－4、生麦卜1．5（ヒネショウガを使用する場合2－3）、甘革   

〔用法・用量〕  
湯   

〔効能・効果〕  
体力中等度で、悪心、嘔吐があるものの次の諸症  
悪心、唱吐、胃部不快感、慢性胃炎、二日酔   

172女神散（安栄湯）   

〔成分・分量〕  
当帰3－4、川葛3、白就3（蒼求も可）、香附子3－4、桂皮2－3、黄琴2－4、人参1．5－2、構梯  
子2－4、黄連1－2、木香卜2、丁子0．5－1、甘辛卜1．5、大貴0．5－1（大貴はなくても可）   

〔用法・用量〕  

湯   
〔効能・効果〕  

体力中等度以上で、のぼせとめまいのあるものの次の諸症  

産前産後の神経症、月経不順、血の道症注）、更年期障害、神経症  
《備考》  

注）血の道症とは、月経、妊娠、出産、産後、更年期など女性のホルモンの変動に伴っ  
て現れる精神不安やいらだちなどの精神神経症状および身体症状のことである  
【注）表記については、効能・効果欄に記載するのではなく、く効能・効果に関連する注  
意〉として記載する。】   

173 人参湯（理中丸）   

〔成分・分量〕  
人参3、甘草3、白光3（蒼尤も可）、乾姜2－3   

〔用法・用量〕  
（り散：1回2－3gl日3回  

（2）湯   

〔効能・効果〕  
体力虚弱で、疲れやすくて手足などが冷えやすし 

胃腸虚弱、下痢、嘔吐、胃痛、腹痛、急・慢性胃炎   

174 人参養栄湯   

〔成分一分量〕  
人参3、当帰4、苛薬2－4、地黄4、白光4（蒼尤も可）、諜苓4、桂皮2－2．5、貴書1．5－2．5、  
陳皮（橘皮も可）2－2．5、遠志卜2、五味子卜1．5、甘草卜1．5   

〔用法・用量〕  
湯   

〔効能・効果〕  
体力虚弱なものの次の諸症  
病後・術後などの体力低下、疲労倦怠、食欲不振、ねあせ、手足の冷え、貧血  
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175排膿散   
〔成分・分量〕  

〔用法・用量〕  
椒実3－10、苛薬3－6、桔梗1．5－2、卵黄1個（卵黄はない場合も可）   

（1）散：1回1．5－4gl日卜2回  

（2）湯（卵黄ははぶくのが普通）  

生薬を細末とし1回量2－3gに卵黄を加えて、よく横枠し白湯にて服す。1日卜2回頓服と  
して用いる。   

体力中等度以上で、患部が化膿するものの次の諸症  

化膿性皮膚疾患の初期又は軽いもの、歯肉炎、扁桃炎   

排膿散の湯液剤は排膿湯の処方と区別するため排膿散料と称する。  

〔効能・効果〕  

《備考》  

176 排膿湯   

〔成分・分量〕  

〔用法・用量〕  

〔効能・効果〕  

甘草1．5－3、桔梗1，5－5、生蓑0．5－1（ヒネショウガを使用する場合卜3）、大乗2．5－6   

湯  

体力中等度以下で、患部が化膿するものの次の諸症  
化膿性皮膚疾患・歯肉炎・扁桃炎の初期または軽いもの  

177 麦門冬湯   
〔成分・分量〕  

〔用法・用量〕  

〔効能・効果〕  

麦門冬8－10、半夏5、梗米5－10、大桑2－3、人参2、甘草2   

湯   

体力中等度以下で、たんが切れにくく、ときに強くせきこみ、又は咽頭の乾燥感がある  
ものの次の諸症  
からぜき、気管支炎、気管支ぜんそく、咽頭炎、しわがれ声  

178八味地黄丸   
〔成分・分量〕  

地黄5、6－8、山菜英3、3－4、山薬3、3－4、沢演3、3、藻苓3、3、牡丹皮3、3、桂皮1、1、  
加エブシ0．5－1、0．5－1  

（成分および分量中、左側の数字は湯、右側は散）   

（1）散：1回2gl日3回  

（2）湯   

体力中等度以下で、疲れやすくて、四肢が冷えやすく、尿量減少又は多尿でときにロ  
渇があるものの次の諸症  

下肢痛、腰痛、しびれ、高齢者のかすみ目、かゆみ、排尿困難、残尿感、夜間尿、頻  
尿、むくみ、高血圧に伴う随伴症状の改善（肩こり、頭重、耳鳴り）、軽い尿漏れ  

〔用法・用量〕  

〔効能・効果〕  

179 半夏厚朴湯   

〔成分一分量〕  

〔用法・用量〕  

〔効能・効果〕  

半夏6－8、夜苓5、厚朴3、蘇葉2－3、生麦卜2（ヒネショウガを使用する場合2－4）   

湯   

体力中等度をめやすとして、気分がふさいで、咽喉・食道部に異物感があり、ときに動  
惇、めまい、嘔気などを伴う次の諸症  
不安神経症、神経性胃炎、つわり、せき、しわがれ声、のどのつかえ感  
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180半夏演心湯   

〔成分・分量〕  
半夏4－6、黄琴2．5－3、乾妻2－3、人参2．5－3、甘草2．5－3、大桑2．5－3、黄連1   

〔用法・用量】  
湯   

〔効能・効果〕  
休力中等度で、みぞおちがつかえた感じがあり、ときに悪心、嘔吐があり食欲不振で腹  
が鳴って軟便又は下痢の傾向のあるものの次の諸症  

急・慢性胃腸炎、下痢・軟便、消化不良、胃下垂、神経性胃炎、胃弱、二日酔、げっ  
ぷ、胸やけ、口内炎、神経症   

柑1半夏白光天麻湯   

〔成分・分量〕  
半夏3、白光1，5－3、陳皮3、諜苓3、麦芽1．5－2、天麻2、生董0．5－2（ヒネショウガを使用  
する場合2－4）、神麹1．5－2、貴書1．5－2、人参1．5－2、沢湧1．5－2、黄柏1、乾妻0．5－1（神  

麹のない場合も可）（蒼允2－3を加えても可）   

〔用法・用量〕  
湯   

〔効能・効果〕  
体力中等度以下で、胃腸が弱く下肢が冷えるものの次の諸症  
頭痛、頭重、立ちくらみ、めまい、蓄膿症（副鼻腔炎）   

182 白虎湯   

〔成分・分量〕  
知母5－6、梗米8－10、石膏15－16、甘草2   

〔用法・用量〕  
湯   

〔効能・効果〕  
体力中等度以上で、熱感、口渇があるものの次の諸症  
のどの渇き、ほてり、湿疹・皮膚炎、皮膚のかゆみ   

183 白虎加桂枝湯   

〔成分・分量〕  
知母5－6、梗米8－10、石膏15－16、甘草2、桂皮3－4   

〔用法・用量〕  
湯   

〔効能・効果〕  
体力中等度以上で、熱感、口渇、のぼせがあるものの次の諸症  
のどの渇き、ほてり、湿疹・皮膚炎、皮膚のかゆみ   

柑4 白虎加人参湯   

〔成分1分量〕  

知母5－6、石膏15－16、甘草2、梗米8－20、人参1．5－3   

〔用法・用量〕  
湯   

〔効能一効果〕  
体力中等度以上で、熱感とロ渇が強いものの次の諸症  
のどの渇き、ほてり、湿疹・皮膚炎、皮膚のかゆみ  
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185不換金正気散   
〔成分・分量〕  

蒼光4（白光も可）、厚朴3、陳皮3、大乗1－3、生董0．5－1（ヒネショウガを使用する場合  
2－3）、半夏6、甘草1．5、華香卜1．5   

〔用法・用量〕  

湯   
〔効能・効果〕  

体力中等度で、胃がもたれて食欲がなく、ときにはきけがあるものの次の諸症  

急■慢性胃炎、胃腸虚弱、消化不良、食欲不振、消化器症状のある感冒   

186 伏竜肝湯   

〔成分・分量】  
伏竜肝4－10、ヒネショウガ5－8（生妻を使用する場合1．5－3）、半夏6－8、諜苓3－5   

湯   

つわり、悪心、嘔吐   

注）体力に関わらず、使用できる。  
【注）表記については、効能・効果欄に記載するのではなく、く効能・効果に関連する注  
意〉として記載する。】  

〔用法■用量〕   

〔効能・効果〕   

《備考》  

187 諜苓飲   

〔成分・分量〕  
諜苓2ご4－5、白光2．4－4（蒼尤も可）、人参2．4－3、生妾1－1．5（ヒネショウガを使用する場  
合3－4）、陳皮2．5－3、枚実卜2   

〔用法・用量〕  

湯   
〔効能・効果〕  

体力中等度以下で、はきけや胸やけ、上腹部膨満感があり尿量減少するものの次の  
胃炎、神経性胃炎、胃腸虚弱、胸やけ   

188訣苓飲加半夏   
〔成分・分量〕  

諜苓5、白光4（蒼求も可）、人参3、生妻卜1．5（ヒネショウガを使用する場合3－4）、陳皮  
3、択実1．5、半夏4   

〔用法・用量〕  
湯   

〔効能・効果〕  

体力中等度以下で、はきけや胸やけが強く、上腹部膨満感があり尿量減少するものの  
次の諸症  

胃炎、神経性胃炎、胃腸虚弱、胸やけ   

189 沃苓飲合半夏厚朴湯   
〔成分一分量〕  

諜苓4－6、白光3－4（蒼尤も可）、人参3、生蓑1－1．5（ヒネショウガを使用する場合4－5）、  
陳皮3、択実1．5－2、半夏6－10、厚朴3、蘇葉2   

〔用法■用量〕  
湯   

〔効能■効果〕  

休力中等度以下で、気分がふさいで咽喉食道部に異物感があり、ときに動惇、めま  
い、嘔気、胸やけ、上腹部膨満感などがあり、尿量減少するものの次の諸症  
不安神経症、神経性胃炎、つわり、胸やけ、胃炎、しわがれ声、のどのつかえ感  
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190諜苓沢濡湯   

〔成分・分量〕  
訣苓4－8、沢滴2．4－4、白光1．8－3（蒼求も可）、桂皮1．2－2、生妻卜1．5（ヒネショウガを使  
用する場合2．4－4）、甘辛卜1．5   

〔用法・用量】  
湯   

〔効能・効果〕  
体力中等度以下で、胃のもたれ、悪心、嘔吐のいずれかがあり、渇きを覚えるものの  
次の諸症  

胃炎、胃腸虚弱   

191分消湯（実脾飲）   

〔成分・分量〕  
白光2，5－3、蒼光2．5－3、諜苓2．5－3、陳皮2－3、厚朴2－3、香附子2－2．5、猪苓2－2．5、沢潟  

2－2．5、摂実（択殻）ト3、大腹皮ト2．5、縮砂卜2、木香1、生妻1、燈心草卜2  
（但し、択殻を用いる場合は実脾飲とする）   

〔用法・用量〕  
湯   

〔効能・効果〕  
体力中等度以上で、尿量が少なくて、ときにみぞおちがつかえて便秘の傾向のあるも  
のの次の諸症  

むくみ、排尿困難、腹部膨満感   

192 平胃散   

〔成分・分量〕  
蒼光4－6（白光も可）、厚朴3－4．5、陳皮3－4．5、大乗2－3、甘草1－1．5、生董0．5－1   

原則として湯  
（り散：1回2gl日3回  

（2）湯   

体力中等度以上で、胃がもたれて消化が悪く、ときにはきけ、食後に腹が鳴って下痢  
の傾向のある次の諸症  
食べ過ぎによる胃のもたれ、急・慢性胃炎、消化不良、食欲不振  

〔用法・用量〕  

〔効能・効果〕  

193 防巳貴書湯   

〔成分・分量〕  
防己4－5、貴書5、白光3（蒼求も可）、生妻0．8－1．5（ヒネショウガを使用する場合3）、大  
栗3－4、甘辛1．5－2   

湯   

体力中等度以下で、疲れやすく、汗のかきやすい傾向があるものの次の諸症  
肥満に伴う関節の腫れや痛み、むくみ、多汗症、肥満（筋肉にしまりのない、いわゆる  
水ぶとり）  

〔用法・用量〕   

〔効能・効果〕  

194 防巳藻苓湯   

〔成分一分量〕  

〔用法・用量〕  

〔効能・効果〕  

防己2．4－3、貴書2．4－3、桂皮2．4－3、筏苓4－6、甘草1＿5－2   

湯   

体力中等度以下で、手足のむくみや冷えやすい傾向のあるものの次の諸症  
手足の療病・しびれ感、むくみ、めまい、慢性下痢  
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195 防風通聖散   

〔成分t分量〕  

当帰1．2－1．5、苛薬1．2－1．5、川号1．2－1．5、山梅子1．2－1．5、連麹1．2－1．5、薄荷葉1．2－1．5、  

生妻0．3－0．5（ヒネショウガを使用する場合1．2－1．5）、荊芥1．2－1．5、防風1．2－l．5、麻黄  

1．2－1．5、大貴1．5、苦硝1．5、白光2、桔梗2、黄琴2、甘辛2、石膏2、滑石3（白光のない  

場合も可）   

〔用法・用量〕  

原則として湯  
（1）散：1回2gl日3回  

（2）湯   

〔効能・効果〕  
体力充実して、腹部に皮下脂肪が多く、便秘がちなものの次の諸症  
高血圧や肥云掛こ伴う動惇・肩こり・のぼせ・むくみ・便秘、蓄膿症（副鼻腔炎）、湿疹・皮  

膚炎、ふきでもの（にきび）、肥満症   

196補気健中湯（補気革中湯）   

〔成分■分量〕  
白光3t5、蒼北2．5－3．5、諜苓3－5、陳皮2．5－3．5、人参1．5－4、黄琴2－3、厚朴2、沢漬2⊥  

4、麦門冬2－8   
〔用法■用量〕  

湯   
〔効能・効果〕  

体力虚弱で、胃腸が弱いものの次の諸症  

腹部膨満感、むくみ   

197補中益気湯   

〔成分・分量：卜  

人参3－4、白光3－4（蒼尤も可）、貴書3－4．5、当帰3、陳皮2－3、大乗1．5－3、柴胡1－2、甘  
辛1－2、生妻0．5、升麻0．5－2   

〔用法・用量〕  
湯   

〔効能・効果〕  
体力虚弱で、元気がなく、胃腸のはたらきが衰えて、疲れやすいものの次の諸症  
虚弱体質、疲労倦怠、病後・術後の衰弱、食欲不振、ねあせ、感冒   

198補肺湯   

〔成分t分量〕  

麦門冬4、五味子3、桂皮3、大栗3、渡米3、桑白皮3、歎冬花2、生妻0．5－1（ヒネショウ  
ガを使用する場合2－3）   

湯   

体力中等度以下のものの次の諸症  
せき、しわがれ声  ′  

〔用法・用量〕   

〔効能・効果〕  

199 麻黄湯   

〔成分・分量〕  

〔用法■用量〕  

〔効能・効果〕  

麻黄3－5、桂皮2－4、杏仁4－5、甘草卜1．5   

湯   

体力充実して、かぜのひきはじめで、さむけがして発熱、頭痛があり、せきが出て身体  
のふしぶしが痛く汗が出ていないものの次の諸症  
感冒、鼻かぜ、気管支炎、鼻づまり  
（使用上の注意：身体虚弱の人は使用しないこと）  
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200麻杏甘石湯   

〔成分一分量〕  

〔用法・用量〕  

〔効能・効果〕  

麻黄4、杏仁4、甘草2、石膏10   

湯   

体力中等度以上で、せきが出て、ときにのどが渇くものの次の諸症  
せき、小児ぜんそく、気管支ぜんそく、気管支炎、感冒、痔の痛み  

201麻香薫甘湯   

〔成分・分量】  

〔用法・用量〕  

〔効能■効果〕  

麻黄4、杏仁3、薫萩仁10、甘辛2   

湯   

休力中等度なものの次の諸症  
関節痛、神経痛、筋肉痛、いぼ、手足のあれ（手足の湿疹・皮膚炎）  

202麻子仁丸   
〔成分・分量〕  

〔用法・用量〕  

麻子仁4－5、考案2、択実2、厚朴2－2．5、大貴3．5－4、杏仁2－2．5（甘草1．5を加えても   

（1）散：1回2－3gl日卜3回  

（2）湯   

体力中等度以下で、ときに便が硬く塊状なものの次の諸症  
便秘、便秘に伴う頭重・のぼせ・湿疹・皮膚炎・ふきでもの（にきび）・食欲不振（食欲減  

退）一腹部膨満■腸内異常醗酵・痔の緩和  

〔効能・効果〕  

203 楊相散   

〔成分・分量〕  

〔用法・用量〕  

〔効能・効果〕  

揚梅皮2、黄柏2、犬山椒1   

外用である。細末を混和し、うすい酢又は水で泥状として患部に塗る。   

捻挫、打撲  

204薫萩仁湯   
〔成分・分量〕  

〔用法・用量〕  

〔効能・効果〕  

麻黄4、当帰4、蒼北4（白光も可）、蒼古仁8－10、桂皮3、苛薬3、甘草2   

湯   

体力中等度で、関節や筋肉のはれや痛みがあるものの次の諸症  
関節痛、筋肉痛、神経痛  
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205抑肝散   
〔成分一分量】  

当帰3、釣藤鈎3、川考3√白光4（蒼尤も可）、沃苓4、柴胡2－5、甘辛1．5   
〔用法・用量〕  

湯   
〔効能・効果〕  

体力中等度をめやすとして、神経がたかネ対、怒りやすい、イライラなどがあるものの  
次の諸症  

神経症、不眠症、小児夜泣き、小児府症（神経過敏）、歯ぎしり、更年期障害、血の道  

《備考》  

注）血の道症とは、月経、妊娠、出産、産後、更年期など女性のホルモンの変動に伴っ  
て現れる精神不安やいらだちなどの精神神経症状および身体症状のことである。  
【注）表記については、効能・効果欄に記載するのではなく、く効能・効果に関連する注  
意〉として記載する。】   

206抑肝散加陳皮半夏   
〔成分・分量〕  

当帰3、釣藤鈎3、川号3、白光4（蒼求も可）、沃苓4、柴胡2－5、甘辛1．5、陳皮3、半夏5   
〔用法■用量〕  

湯   
〔効能・効果〕  

体力中等度をめやすとして、やや消化器が弱く、神経がたかぶり、怒りやすい、イライラ  
などがあるものの次の諸症  

神経症、不眠症、小児夜泣き、小児痔症（神経過敏）、更年期障害、血の道症注）、歯ぎ  
《備考》  

注）血の道症とは、月経、妊娠、出産、産後、更年期など女性のホルモンの変動に伴っ  
て現れる精神不安やいらだちなどの精神神経症状および身体症状のことである。  
【注）表記については、効能・効果欄に記載するのではなく、く効能・効果に関連する注  
意〉として記載する。】   

207 六君子湯   

〔成分・分量〕  
人参2－4、白光3－4（蒼茄も可）、荏苓3－4、半夏3－4、陳皮2－4、大栗2、甘辛卜1．5、生麦  
0．5－1（ヒネショウガを使用する場合卜2）   

〔用法・用量〕  

湯   
〔効能・効果〕  

休力中等度以下で、胃腸が弱く、食欲がなく、みぞおちがつかえ、疲れやすく、貧血性  
で手足が冷えやすいものの次の諸症  

胃炎、胃腸虚弱、胃下垂、消化不良、食欲不振、胃痛、嘔吐  

208 立効散   

〔成分・分量〕  

〔用法・用量〕  

〔効能・効果〕  

《備考》  

細辛1．5－2、升麻1．5－2、防風2－3、甘革1．5－2、竜胆卜1．5   

湯（ロに含んでゆっくり飲む）   

歯痛、抜歯後の療病   

注）体力に関わらず、使用できる。  
【注）表記については、効能・効果欄に記載するのではなく、く効能・効果に関連する注  
意〉として記載する。】  
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209 竜胆濡肝湯   

〔成分・分量〕  
当帰5、地黄5、木通5、黄琴3、沢潟3、車前子3、竜胆卜1．5、山振子1－1．5、甘草卜1．5   

〔用法・用量】  

湯  
〔効能・効果〕  

体力中等度以上で、下腹部に熱感や痛みがあるものの次の諸症  

排尿痛、残尿感、尿のにごり、こしけ（おりもの）、頻尿   

210苓妻荊甘湯   

〔成分・分量〕  
揆苓4－6、乾妻3－4、白光2－3（蒼求も可）、甘辛2   

〔用法・用量〕  
湯   

〔効能・効果〕  
体力中等度以下で、腰から下肢に冷えと痛みがあって、尿量が多いものの次の諸症  

腰痛、腰の冷え、夜尿症、神経痛   

2‖ 苓桂甘栗湯   

〔成分・分量〕  
揆苓ヰー8、桂皮4、大栗4、甘辛2－3   

〔用法・用量〕  

湯   
〔効能・効果〕  

体力中等度以下で、のぼせや動悸があり神経がたかぶるものの次の諸症  

動惇、精神不安   

212 苓桂光甘湯   

〔成分・分量〕  
筏苓4－6、白光2－4（蒼尤も可）、桂皮3－4、甘革2－3   

〔用法・用量〕  
湯   

〔効能・効果〕  
体力中等度以下で、めまい、ふらつきがあり、ときにのぼせや動惇があるものの次の  
立ちくらみ、めまい、頭痛、耳鳴り、動惇、息切れ、神経症、神経過敏   

213 六味丸（六味地黄丸）   

〔成分・分量〕  
地黄5、4－8、山菜英3、3－4、山薬3、3－4、沢濡3、3、諜苓3、3、牡丹皮3、3  
（左側の数字は湯、右側は散）   

〔用法・用量〕  
（1）散：1回2gl日3回  

（2）湯   

〔効能一効果〕  
体力中等度以下で、疲れやすくて尿量減少又は多尿で、ときに手足のほてり、口渇が  
あるものの次の諸症  

排尿困難、残尿感、頻尿、むくみ、かゆみ、夜尿症、しびれ  
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諮問書  

薬事法の－一部を改正する法律（平成18年法律第69号）による改正後の薬事法  

（昭和35年法律第145号）第36条の3第3項の規定に基づき、下記事項に係  

る同法第36条の3第1項に規定する一般用医薬品の区分について、貴会の意見を  

求めます。  

記  

第一類医薬品及び第二類医薬品の指定について   



医薬品等の使用上の注意の改訂について  

カフェイン・メチレン  
ジサリチル酸プロメタ  
ジン  

08－017   アラセプリル   214 血圧降下剤  ［妊婦、産婦、授乳婦等への投与］の項の妊婦又は妊娠している可能性のある婦人への投与に  
塩酸イミダプリル  関する記載に、投与中に妊娠が判明した場合には、直ちに投与を中止する旨を追記した。   
カブトプリル  

塩酸キナプリル  
シラザプリル  

塩酸テモカプリル  
塩酸デラプリル  

トランドラブリル  
ペリンドプリルエルブ  
ミン  

リシノブリル  

08－018   マレイン酸エナラプリ  
ル   し     ヽ  

［妊婦、産婦、授乳婦等への投与］の項の妊婦又は妊娠している可能性のある婦人への投与に  
関する記載に、投与中に妊娠が判明しノた場合には、直ちに投与を中止する旨を追記した。  



No．   一般名   薬効分類   改訂内容   

08－019   塩酸ベナゼプリル   214血圧降下剤   
減少」、「膵炎」を追記し、  
［妊婦、産婦、授乳婦等への投与］の項の妊婦又は妊娠している可能性のある婦人への投与に  

関する記載に、投与中に妊娠が判明した場合には、直ちに投与を中止する旨を追記した。   ′   

08－020   タク・ロリムス水和物  269 その他の外  ［警告］の項のリンパ腫、皮膚がんに関する記載に、 本剤使用例においても、関連性は明らか  
（成人用軟膏剤）   皮用薬   ではないが、リンパ腫、皮膚がんの発現が報告されている旨記載整備した。   

08－021   タクロリムス水和物  269 その他の外  ［警告］の項のリンパ腫、皮膚がんに関する記載に、本剤使用例においても、関連性は明らか  
（小児用軟膏剤）   皮用薬   ではないが、リンパ腫、皮膚がんの発現が報告されている旨記載整備した。   

08－022   アモキシシリン水和物  613 主としてグ  ［副作用］の「重大な副作用」の項の皮膚粘膜眼症候群、中毒性表皮壊死症に関する記載に、  
ラム陽性・陰性菌に  

作用するもの   

08－023   ランソプラゾール・ア  613 主としてグ  ［副作用］の「重大な副作用」の項の（アモキシシリン水和物）の皮膚粘膜眼症候群、中毒性  
モキシシリン水和物・  
クラリスロマイシン   

08－024   メシル酸ガレノキサシ  619 合成抗菌剤  ［副作用］の「重大な副作用」の項に、「徐脈、洞停止、房室ブロック」、「無顆粒球症」、  
ン水和物  「横紋筋融解症」を追記した。   

08－025   インターフェロンアル  624 その他の生  ［慎重投与］の項に、「問質性肺炎の既往歴のある患者」を追記し、  
ファ（BALL－1）   物学的製剤   ［重要な基本的注意］の項に、問質性肺炎があらわれることがあるので、発熱、咳蠍、呼吸困  
インターフェロンアル  難等の呼吸轟症状に十分に注意し、 異常が認められた場合には、速やかに胸部Ⅹ線等の検査を  
フア（NAMALWA）  実施すること等を追記した。  
インターフェロンアル  

ファー2b（遺伝子組  
換え）  

インターフェロンアル  

ファコンー1（遺伝子  
組換え）  

インターフェロンベー  

タ  

ペグインターフェロン  

アルファー2b（遺伝  
子組換え）  



一般名   薬効分類   改訂内容   

返霊講話義一震㌣薫J；とこ一夜モも・てj；優ご    ⊃；J・ilメ亮覚iニン▲  Å訪′骨－ ■†〉T寧汝崇粟 No．        ▲‘、，f ■ノ≦㌔ t‘し蒜浸簸たヰ■1  、：▲≒〉，汚、，1くンー′－⊥′1ヾや1こ∴－＝1こノ・＝ ㍉h．、ゎエビ、LLく■こナこ：ごムT－iニュ完敗j、－ニ1ゴ′ジt：∫ご■       牢 ‾  、∵r一少＝7どrJしけ′、－〉笑仁？㍗・′′．「、ノ、董，′yち宣今針～鞍訝：†、モ．ジ、琴y顎卓瑚‡．′一撃㌣予、、草野。とご等    ヒ繋燐、            ぺト、 ．   

08－026   メシル酸ブロモクリブ  116 抗パーキン  ［禁忌］の項に、「心エコー検査により、心臓弁尖肥厚、心臓弁可動制限及びこれらに伴う狭  
チン   ソン剤   窄等の心臓弁膜の病変が確認された患者及びその既往のある患者」を追記し、  

［重要な基本的注意］の項に、レポドパ又はドパミン受容体作動薬を投与されたパーキンソン  
病患者において、病的賭博、病的性欲克進等の衝動制御障害が報告されているので、このよう  
な症状が発現した場合には、減量又は投与を中止するなど適切な処置を行う旨を追記し、  

［副作用］の「重大な副作用」の項の胸膜炎、心膜炎、胸膜線維症、肺線維症に関する記載  
に、高用量を長期間投与した患者では、特に、発現リスクが増大するおそれがある旨、心臓弁  

膜症に関する記載に、高用量を長期間投与した患者では、特に、発現リスクが増大するおそれ  
がある旨、後腹膜線椎症に関する記載に、背部痛、下肢浮腫、腎機能障害等があらわれた場合  
には投与を中止する旨等記載整備した。   

08－02 7   アゼルニジピン   214 血圧降下剤  ［副作用］の項に、新たに「重大な副作用」の項目を設け、「肝機能障害、黄症」を追記し  
た。   

08－028   メシル酸ジヒドロエル  219 その他の循  ［禁忌］の項に、「心エコー検査により、心臓弁尖肥厚、心臓弁可動制限及びこれらに伴う狭  
ゴトキシン   環器官用薬   窄等の心臓弁膜の病変が確認された患者及びその既往のある患者」を追記し、  

［副作用］の項に、新たに「重大な副作用」の項目を設け、「後腹膜線維症」を追記した。   

0 8－02 9   酸化マグネシウム   234制酸剤  ［重要な基本的注意］の項を新たに設け、高マグネシウム血症があらわれることがあるので、  

長期投与する場合には定期的に血清マグネシウム濃度を測定するなど特に注意する旨を追記  
し、  

ノ                 ［副作用］の項に、新たに「重大な副作用」として「高マグネシウム血症」を追記した。   

08－030   カベルゴリン   116 抗パーキン  ［重要な基本的注意］の項に、レポドパ又はドパミン受容体作動薬を投与されたパーキンソン  
ソン剤   病患者において、病的賭博、病的性欲冗進等の衝動制御障害が報告されているので、このよう  

な症状が発現した場合には、減量又は投与を中止するなど適切な処置を行う旨を追記し、  

［副作用］の「重大な副作用」の項の後腹膜線維症に関する記載に、背部痛、下肢浮腫、腎機  
能障害等があらわれた場合には投与を中止する旨の記載整備をした。   

08－031  塩酸タリペキソール   116 抗パーキン  ［重要な基本的注意］の項に、レポドパ又はドパミン受容体作動薬を投与されたパーキンソン  
塩酸プラミペキソール  ソン剤  病患者において、病的賭博、病的性欲克進等の衝動制御障害が報告されているので、このよう  
水和物  な症状が発現した場合には、減量又は投与を中止するなど適切な処置を行う旨を追記した。  
レポドパ  

】 l  

レポドパ・塩酸ベンセ  

ラジド  
塩酸ロビニロール   



No．   一般名   薬効分類   改訂内容   

08－032   メシル酸ペルゴリド   116 抗パーキン  ［重要な基本的注意］の項に、レポドパ又はドパミン受容体作動薬を投与されたパーキンソン  
ソン剤   痛患者において、病的賭博、痛的性欲克進等の衝動制御障害が報告されているので、このよう  

な症状が発現した場合には、減量又は投与を中止するなど適切な処置を行う旨を追記し、  

［副作用］の「重大な副作用」の項の後腹膜線維症に関する記載に、背部痛、下肢浮腫、腎機  
能障害があらわれた場合には投与を中止する旨の記載整備をした。   

08－033   モダフイニル   117 精神神経用  ［慎重投与］の項の「過度の不安、緊張、興奮性、幻覚、妄想のある患者」を「うつ病、躁  
剤   病、その他の精神系疾患又はその既往のある患者」と改め、  

［重要な基本的注意］の項に、幻覚、妄想、自殺念慮等の精神症状があらわれた場合は本剤の  
投与中止を考慮する旨を追記した。   

08－034   カルベジロール   214 血圧降下剤  ［重要な基本的注意］の項の心機能検査に関する記載に、徐脈となったとき及び低血圧を起こ  
した場合には、ショックに至る例も報告されている旨を追記し、  
［副作用］の「重大な副作用」の項の循環器系の副作用に関する記載に、「ショック」を追記  

した。   

08－0 3 5   エストラジオール製剤  247 卵胞ホルモ  ［重要な基本的注意］の項の投与開始後の検診に関する記載の婦人科検診について、婦人科検  
（経口剤、注射剤）  

剤  む）旨の記載整備し、  
（更年期障害の効能を   ［その他の注意］の項を  

有する製剤）  248混合ホルモ             「ホルモン補充療法（HRT）と乳癌の危険性、HRTと冠動脈性心疾患の危険性、HRTと脳卒中の  
エストリオール製剤  ン剤   危険性、HRTと認知症の危険性、HRTと卵巣癌の危険性、HRTと子宮内膜癌の危険性の米国におけ  
（更年期障害の効能を  る閉経後女性を対象とした無作為化臨床試験（Women’sHealthInitiative（WHI）試験）、英国・  

有する製剤）  における疫学調査（MillionWomenStudy（MWS））または無作為化臨床試験（WHIMemory  
男性ホルモン・卵胞ホ  Study（WHIMS））の結果に関する記載を整備し、HRTと胆嚢疾患の危険性を追記した。   
ルモン混合製剤  

08－036   エストラジオール製剤  247 卵胞ホルモ  ［重要な基本的注意］の項の投与開始後の検診に関する記載の婦人科検診について、婦人科検  
（外用剤）   ン及び黄体ホルモン  診（子宮を有する患者においては子宮内膜細胞診及び超音波検査による子宮内膜厚の測定を含  
（更年期障害の効能を  剤   む）旨の記載整備し、  

有する製剤）  ［その他の注意］の項を  

「ホルモン補充療法（HRT）と乳癌の危険性、HRTと冠動脈性心疾患の危険性、HRTと脳卒中の  
危険性、HRTと認知症の危険性、HRTと卵巣癌の危険性、HRTと子宮内膜癌の危険性の米国におけ  
る閉経後女性を対象とした無作為化臨床試験（Women’sHealthInitiative（WHI）試験）、英国  
における疫学調査（MillionWomenStudy（MWS））または無作為化臨床試験（WHIMemory  
Study（WHIMS））の結果に関する記載を整備し、HRTと胆嚢疾患の危険性を追記した。   
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No．   →般名   薬効分類   改訂内容   

08－0 3 7   結合型エストロゲン   247 卵胞ホルモ  ［重要な基本的注意］の項の投与開始後の検診に関する記載の婦人科検診について、婦人科検  
ン及び黄体ホルモン  診（子宮を有する患者においては子宮内膜細胞診及び超音波検査による子宮内膜厚の測定を含  
剤   む）旨の記載整備し、  

［その他の注意］の項を  

「ホルモン補充療法（HRT）と乳癌の危険性、HRTと冠動脈性心疾患の危険性、HRTと脳卒中の  
危険性、HRTと認知症の危険性、HRTと卵巣癌の危険性、HRTと子宮内膜癌の危険性の米国におけ  
る閉経後女性を対象とした無作為化臨床試験（Women’sHealthInitiative（WHI）試験）、英国  
における疫学調査（MillionWomenStudy（MWS））または無作為化臨床試験（WHIMemory  
Study（WHIMS））の結果に関する記載を整備し、HRTと月旦嚢疾患の危険性を追記した。   

08－0 38   ボルテゾミブ   429その他の腫  
瘍用薬   

0 8－0 3 9   クラリスロマイシン  614 主としてグ  ［副作用］の「重大な副作用」の項のQT延長、心室性頻脈に関する記載の部分で、心室性頻脈  
ラム陽性菌、マイコ  （Torsadesdepointesを含む）を心室頻拍（Torsadesdepointesを含む）、心室細動に記載  
プラズマに作用する  

もの   

08－040   アムホテリシンB（注  
射剤）   ビに作用するもの   

08－041   ランソプラゾール・ア  619 その他の抗  ［副作用］の「重大な副作用」の項の（クラリスロマイシン）のQT延長、心室性頻脈に関する  
モキシシリン水和物・  生物質製剤   記載記載において、心、室性頻脈（Torsadesdepointesを含む）を心室頻拍（Torsades／de  
クラリスロマイシン  pointesを含む）、心室細動に記載整備した。  



改訂内容  

ソン剤   遺症に伴う意欲・自発性低下の改善」に本剤を用いる場合として、本剤の投与を急に中止した  

場合、パーキンソン症状の悪化、悪性症候群等があらわれることがあるので、徐々に減量する  
旨記載整備した。   

08－043   エペロリムス   399他に分類さ  
れない代謝性医薬品   

08－044   シクロスポリン   399 他に分類さ  ［重要な基本的注意］の項の脳症の徴候に関する記載に、低マグネシウム血症により中枢神経  
（経口剤、注射剤）  れない代謝性医薬品  系障害があらわれることがある旨を記載整備し、血圧上昇があらわれることがあり、可逆性後  

白質脳症症候群、高血圧性脳症に至ることがあるので、定期的に血圧測定を行い、血圧上昇が  
あらわれた場合には、降圧剤治療を行うなど適切な処置を行う旨を追記し、  

［副作用］の「重大な副作用」の項の中枢神経系障害に関する記載を「可逆性後白質脳症症候  
群、高血圧性脳症等の中枢神経系障害」とし、記載整備した。  

剤、インスリンペン型  モン剤   射針との装着時に液漏れ等の不具合が認められた場合には、患者へ処置方法を十分指導する旨  
注入器の構造の一部を  を追記した。  
有するインスリンカー  
下サツジ製剤  



資料No．3－1  

薬事法第77条の4の4の規定に基づく薬事・食品衛生審議会への  
副作用・感染症等報告について  

平成20年4月1日から平成20年9月30日までの報告受付分   

1．製造業者等からの医薬品等の副作用・感染症等報告（第77条の4の2第1項）   

（1）国内症例の報告状況  

副作用報告   感染症報告   

医療用医薬品報告件数（件）   13，954   712   

一般用医薬品報告件数（件）   126  

合計   14，080   712   

（資料No．3－2）（資料No3－4）  

（資料No．3－3）  

（2）外国症例の報告状況  

副作用報告   感染症報告   

件  55，300   9   報告件数（  

（3）外国での新たな措置の報告状況  

報告件数（件）  （資料No．3－5）  

（4）研究報告の報告状況  

報告件数（件）  （資料No．3－6）  

2．医薬関係者からの医薬品の副作用・感染症報告（第77条の4の2第2項）  

報告件数（件）  

副作用・感染症報告の集計結果についての注意事項  

1）副作用・感染症報告については、医薬品との因果関係が不明なものを含め製造業者等及び医薬関係者から報告   

されたものであり、個別に医薬品との関連性を評価したものではない。  

2）副作用・感染症報告の件数については、平成20年4月1日～平成20年9月30日（以下、「本報告期間」   

という。）に提出された最新の報告書の件数を示したもので、同一の症例に複数の被疑薬が存在し、当該症例が   

複数の企業からそれぞれ報告された場合、重複してカウントしているため、ここに示された報告件数がそのまま   

症例数にはならない。  

3）副作用・感染症報告の件数については、報告者が本報告期間中に報告した後に、追加情矧こより因果関係が   

否定され、本報告期間中に報告を取り下げた場合、件数から除外されている。  

4）外国症例の報告及び医薬関係者からの報告の件数は、医療用医薬品と一般用医薬品の合計数である。  

5）資料No．3－2、3－3の報告件数は、副作用名別の件数を示したものであり、1症例で複数の副作用を発現   

する場合があるので、報告件数を合計した数が報告症例数になる訳ではない。  

6）資料No．3－2、3－3の副作用名は、用語の統⊥のため、ICH国際医薬用語集日本語版（MedDRA／J）に収載   

されている用語（PrefもrredTerm：基本語）で表示している。  

7）資料No．3－4の感染症報告については、報告症例ごとに、被疑薬及び感染症名を記載している。   




